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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　海岸沿いのとある古い町。

　山をすぐ背にして、長い年月を経た面おも持もちの古めかしい洋よう館かんがひっそりと佇たたずむ。

　その館内。黒髪おかっぱの小こ柄がらな女中が欧米のメイド風の洋装に身を包んで、一人黙もく々もくと掃そう除じをしていた。

　一階の台所、食堂、居間、応接間、それから二階に上がって家の人の寝室と来客用の部屋、旦だん那な様の書斎、そして最後に一階に戻り、裁さい縫ほう部屋と、自分が寝起きしている女中部屋。順番にハタキをかけて回ると、女中部屋が終わる頃ころには食堂の埃ほこりは落ち着いている。

　すぐに箒ほうきとちりとりを持って、落ちた埃と元から床ゆかにあるゴミを一いつ緒しよに掃はき清めていく。ほとんどが絨じゆう毯たん敷じきの洋間なので、腰の強い箒を使って毛の間の埃を丁てい寧ねいに搔かき出していく。

　全すべての部屋を掃き終えると、次はバケツに水を汲くみ、雑ぞう巾きんを絞って再び食堂から順に敷しき居いや長押なげし、窓の桟さん、板敷きのままの床などを拭ふいていき、それが終わると再び水を汲み直して綺き麗れいな布ふ巾きんに変え、家具や置物を磨みがいていく。ただし旦那様の書斎の物は触らない。触れてもいいのは「ハタキの届く範はん囲い」まで。たとえ机の上がごちゃごちゃに散らかっていようと、黙だまって片付けたりすることは厳げん禁きんだ。

　一通り終わったら、最後の仕上げ。ドアノブや階段の手すり、窓の鍵かぎなどの真しん鍮ちゆうをぴかぴかに磨き上げる。

　朝から広いお屋敷内を一人で五周してようやく掃除が終了する頃には、もう太陽は西の空に傾き始めている。

　柱時計の音にふと目をやると、四時を指していた。けれどこの時刻が正せい確かくなのかどうか彼女は知らない。この時計はもう随ずい分ぶんと長い間、時刻を合わせていないから。時刻合わせは旦だん那な様しかお出来にならない。そしてこの屋や敷しきには、もう随分と長い間、彼女以外に人の姿はなかった。

　合っているのかどうか分からない時計のゼンマイを巻くと、台所へ行った。食器棚からスプーンやフォークなどの銀ぎん食器を出して磨みがき始める。銀は毎日磨かないとすぐ黒ずんでしまう。使う人がいなくても、全すべて磨かなくてはならない。

　たった一人で全て磨き終えた頃ころにはもうすっかり夜だ。

　屋敷中のカーテンを閉めて回る。カーテンを引っ張りながら、ふと彼女は手を止めた。そろそろこのカーテンも洗わないといけない時期だ。そういえば応接間のソファのカバーも埃ほこりで汚れてきている。明日あしたは掃そう除じよりも洗せん濯たくを優ゆう先せんしよう。

　そんな事を思いながら女中部屋に戻る。家の人がいないから食事の支し度たくはしなくていい。繕つくろい物も出ないから、夜はもう自由な時間だ。でも、この広いお屋敷にたった一人、自由な時間だといっても一体何をすればいいと言うのだろう。

　メイド服姿の少女は椅い子すに腰を下ろすと小さく一つ溜ため息いきをついた。

　………疲れた。

　当然だ。こんな広いお屋敷、一人で掃除するような所じゃない。本当なら何人もの女中仲間と共同で仕事を分担しているはずだ。

　手の平をじっと見つめる。指を曲げてみると、関節がギシギシと軋きしんだ。

　……今日きようも、誰だれも帰ってこなかった。

　時折、一体自分は何のために毎日これだけの労力をかけて一人で掃除をしているのだろうと疑問に思う事がある。

　何のため？　もちろん、旦那様や奥様や家の人たちが戻ってきた時のため。でも、それは一体いつの事になるのだろうか。戦争が終わらねば無理だろう。では、戦争が終わるのはいつ？　それは彼女には到とう底ていあずかり知らぬ事柄だ。

　少女は疲労から来る睡すい魔まに耐え切れず、机に突っ伏した。瞼まぶたが鉛のように重くなり、意い識しきが急速に遠のいていく。

　……旦那様は、明日こそはお戻りになられるだろうか。

　遠ざかる意識の底で、これまで何百回となく繰くり返した祈りにも似た言葉を呟つぶやくと、少女はそのまま深い眠りへと落ちていった。







[image: 第１章　下僕心得その一]







「う～ん、これも微妙に違うよなぁ……」

　自宅の二階の父の書斎で、賀か茂も是これ雄おは顰しかめっ面で唸うなった。

　時期は夏休み、時間は平日の昼下がりである。

　賀茂の片手には英語の辞書。机の上には革表紙に金文字の古い洋書が数冊。もちろん夏休みの宿題ではない。

「やっぱウチにはないかな……」

　探しているのは悪あく魔まと契約を交わす方法の解説書。

　賀茂の家に居い候そうろうしている悪魔っ娘この桂かつらたまと、かなり以前に契約を交わす約束をしたのはいいのだが、具体的にどうすればいいのか分からないため、暇ひまを見ては時々こうして調しらべているのである。

　しかし民間陰おん陽みよう道どう系の霊れい能のう力りよく者しや一家である賀茂の家の書斎には、陰陽道や道どう教きよう、修しゆ験げん道どう、密教、神しん道とうなどの諸派に関する文ぶん献けんならかなりレアなものまで揃そろっているが、生あい憎にくと西洋呪じゆ術じゆつに関する書物は数が少ない。

　今のところ調べて分かったのは、左右逆の鏡かがみ文字のアルファベットで右から左にラテン語で書くらしい事、悪魔側が契約者に与える恩恵と人間側が悪魔に対して行う見返りについて記述しサインをする事。場合によっては契約の履り行こうを監かん督とくするため上位の悪魔のサインなども並ぶ事。そして過去に魔女裁判で提出されたという契約書の写真がいくつか載っている本があった。一応これで書式は分かるが、単に紙に書いただけでは両者の間に霊れい的てきな繫つながりは生じない。実効性を持たせるために、何らかの霊的な儀ぎ式しきや術式、霊気の込め方などがあるはずなのだ。それが分からない事にはどうしようもない。

　今賀か茂もの手元にある本で、この書斎にある英語の本は全すべて見終わった事になる。だが、残念ながら求めている情報が載っていそうなものはない事が判明した。他ほかにもまだ何冊か洋書はあるのだが、賀茂が読めるのは精せい々ぜいで英語くらいのもので、ラテン語やギリシャ語やヘブライ語といった古いものは残念ながら手に負えない。賀茂の守しゆ護ご霊れいのアブデルは熾し天てん使しなので、その辺の言語なら詳しいはずではあるが、アブデルに頼んでも絶対協力してくれない事は分かり切っている。強度のロリコンであるアブデルにとって、子供っぽい容姿のたまはストライクゾーンど真ん中の美少女であり、たまと賀茂の距きよ離りが縮ちぢまる事に関しては激はげしく嫉しつ妬との炎を燃もやすのである。契約するなんて言ったら猛反対をするのは目に見えている。

「……父さんか母さんに頼んで一いつ緒しよに調しらべてもらうしかないかなー」

　賀茂は嫌いやそうに呟つぶやいた。たまと契約するために調べているなどと言うと絶対色々余計な事を言ってからかってくるのは目に見えているので、出来れば親の手は借りたくない。

　そんな事を考えていると、足音が近づいてきて誰だれかが書斎に入ってきた。

「あ、賀茂さんここにいたんですか」

　顔を出したのはたまである。

　机に出した本を見て、ちょっと申し訳なさそうな顔になる。

「あ、ごめんなさい。お勉強中でしたか……？」

「え？　ああ、いやこれは別に。ちょっと調べものを」

　たまは興きよう味み深ぶかそうに近寄ってくると覗のぞき込んだ。

「外国の本なんか読めるんですか」

「ん？　まあ読めるっていうか、辞書とにらめっこしながらタイトルと目次見てただけなんだけどね」

「それでもすごいですよ。何調べてたんですか？」

「いや、別に大した事じゃ……」

　たまとの契約について調べていたというのが何となく恥ずかしくて、本を閉じようとする賀茂。しかし開いていたページに載っていた契約書の写真がたまの目に留まってしまった。

「あれ？　これって契約書……」

　以前魔ま女じよっ娘このサラから無理やり契約を迫られた事があるので、見覚えがあったらしい。

　ちょっと驚おどろいたような、そして何か期待を込めたような、そんな瞳ひとみで賀茂の顔を見つめるたま。仕方ない。賀茂はポリポリと頭を搔かくと、少し視し線せんを逸そらしながら正直に言った。

「うん。契約の仕方ってどうするのかなーって思って……。約束したの、もう随ずい分ぶん前だし、実はずっと調べてたんだけどね……」

　ちらっとたまの顔を見ると、幸せオーラが後光のようにパァァ……と射さしてきた。

　その勢いについ後ずさりそうになる賀か茂も。

　その瞬しゆん間かん。

「そんな事は許さんぞおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉっっ!!」

　突然の大絶叫とともに、アブデルが飛び込んできて賀茂を殴り飛ばした。

「ごふぁあっ!?」

　錐きり揉もみしながら吹き飛ぶ賀茂。ほっぺたを押さえながらアブデルに抗こう議ぎする。

「い、いきなりなんだ」

　アブデルは憤ふん然ぜんとして賀茂に指を突きつけた。

「それはこっちの台詞せりふだ馬ば鹿か者もの！　俺おれがちょっと目を離はなしている隙すきにキサマという奴やつは！　大体この写真の契約書は明らかに我われらが神に敵対する事を宣誓しているのだぞ！　そんな契約を交わしたりしたら、キサマの守しゆ護ごをしている俺の天界での立場はどうなると思っているのだ！」

「それを言うんだったら、そもそもキリスト教徒でもないボクの守護なんかしてる時点でどうなんだ？」

「非クリスチャンを神の道へと教え導みちびき、正しい神の愛に目覚めさせる事が出来れば、それは立派な功こう績せきではないか。何の問題があろう。だが、俺が守護し始めてから神の道に背そむくような真似まねをされると、俺の監かん督とく責任になりかねん。全天一神に忠実なる僕しもべと讃たたえられた俺の評判に傷が付くと、今のような勝手な振ふる舞まいがしにくくなってしまう。そんな真似は絶対にさせんぞ！」

「イヤなんか今の理由おかしくなかったか？　最後のほう」

　もっとも本当はおかしいのは最後の部分だけではない。アブデルの主張に拠よれば、父なる神は完全者にして無限者であるが故ゆえに全すべての属性を兼かね備えた完全なる美少女でもあり、熾し天てん使したるアブデルはその完全なる美少女への愛に熾おき火の如ごとく熱あつく萌もえ盛っている。従ってアブデルの言う「神」は、常に「びしょうじょ」と読み下さねばならなかったりするのだ。たださすがに付き合いが長くなってくると、毎度毎度その辺にツッコミを入れるのも疲れるので、そこは敢あえてスルーする事が増えてきた賀茂である。

　とりあえずアブデルにツッコミを入れてから賀茂がふとたまのほうを見ると、さっきまでの幸せオーラ全方位照射状態から一変して泣きそうな顔になっていた。

「じゃ、じゃあもしかして、私は賀茂さんと契約するのは絶対ダメなんですか……？」

　アブデルを見上げておずおずと尋たずねるたま。

　アブデルはハッとして表情を凍りつかせた。何しろアブデルにとって神すなわち美少女、美少女すなわち神である。たまは悪あく魔まであるとはいえ、その愛すべき姿は紛まぎれもなく神の似姿であり、それを悲しませるという事はまさに神に背く事に他ほかならない。全天一神に忠実な僕たるアブデルにとって、それはあるまじき事である。

　アブデルは慌ててたまの前に屈かがみ込んだ。

「いや待て落ち着くのだ。俺おれが否定したのはあくまで賀か茂もがさっき調しらべていたような形での契約についてのみ。あれらは全すべて悪あく魔まの下げ僕ぼくとなって神に背そむくという、主に魔女たちの結んだ形式の契約であり、それは残念ながら認めるわけにはいかん。しかしかのソロモン王が行った如ごとく、神の威光を以もつて悪魔を従属させる形の契約であるならば問題ない。神の力によって悪魔を従えるのなら神の威光は傷つくどころか増すばかりであるのだからして、それならば他ほかの天使どもにも文句は言わせん。さあ、だからもう涙を拭ふくのだ。美しい乙女おとめには笑え顔がおこそがふさわしい」

　歯の浮くような台詞せりふを口走るアブデル。

　たまは今ひとつピンと来ない顔でキョトンと首を傾かしげたが、すぐまた無邪気にアブデルに尋たずねた。

「じゃあ、その大丈夫な契約のやり方ってどうしたらいいんですか？」

「む……それは……」

　何故なぜか返事に詰まるアブデル。美少女を悲しませる事は出来ないが、さりとてたまが契約を交わして賀茂に従うようになるというのは羨うらやましくて妬ねたましいのである。

「……今はそれを知るのはまだ早い。それよりもたまちゃんは、誰だれかの僕しもべとして忠誠を尽くすという事がどういう事かをちゃんと学ぶ事のほうが現時点では大切だ」

　諭さとすような口く調ちようで言うアブデル。

「忠誠を尽くすという事ですか……？」

「そうだ。己おのれの主人に対して絶対の忠誠を誓い、ひとたび主人の命あらばいかなる艱かん難なん辛しん苦くをも物ともせずに完かん遂すいし、主人を守るためとあらば己の命をも賭とすほどの気き概がいがあってこそ、僕は僕たりうるのだ。誰かに仕えるとはそういう事。俺も忠実なる神の僕として、神の御み心こころに添うためならばこの身も魂も惜しくはないとの覚悟を日々新たにしながら生きている」

「はぁ……」

　ちょっと難むずかしくてよく分からないといった顔のたま。

　アブデルはふっと表情を和らげた。

「ま、口で言われてもすぐには分かるまい。やはり実際に経けい験けんしてみるのが一番だ。そこで特別にこれをたまちゃんに授けよう」

　どこからともなくメイド服を取り出して手渡すアブデル。

「メイド服ですか？」

「うむ。これを着て『メイドさん』となり、この俺をご主人様として毎日……」

「やっぱりそれか！」

　賀茂がゴンと後ろからアブデルの頭をど突いた。真ま面じ目めな顔で語っていても、結局真意はこういうどうしようもないところにあるのだ。賀か茂もはやれやれと溜ため息いきをつこうとして、たまが馬ば鹿か正直に渡された服に袖そでを通してみようとしているのを見て慌てて奪うばい取る。

「契約上の関係がどうだろうとボクはたまちゃんを僕しもべ扱いする気はないからこんなモンも着ないでいい！」

　まったく、素直なのはいいがアブデルにすぐ騙だまされるのを見ていると不安でしょうがない。

　ふうっと大きく一息ついて気持ちを切り換えると、改めてたまに尋たずねる。

「ところでたまちゃん、何か用事だったみたいだけど何？」

「あ、はい。実はですね、えっと……」

　たまはちょっと躊躇ためらうように口ごもってから、思い切ったように顔を上げた。

「あの、お墓参りに行きたいなぁって……」

「お墓参り？」

　思わず聞き返す賀茂。

「お墓参りって、毎月命めい日にちに神父さんと朋ともちゃんのお参りはしてるんじゃ……？」

「あ、いえ、そうじゃなくてえっと……」

　再び言いい淀よどむたま。ちょっと俯うつむき加減になる。

「……つまりその、私の妖よう気きのせいで死んじゃった人たちのお参りに………」

「あ、そういう事か……」

　たまは子供みたいな可愛かわいらしい外見とは裏うら腹はらにとんでもない力の持ち主で、普通に身に纏まとっている妖気だけでも触れた人の命を奪うばうほどの強さがある。今ではちゃんと制せい御ぎよして外に漏らさないように出来ているが、以前は自分がそんな妖気を纏っている事すら知らず、驚おどろいたり悲しんだり感情が高ぶるたびに周囲に撒まき散らして、本人の全く知らないうちに多くの犠ぎ牲せい者しやを出してしまった過去がある。育ての親の神父や親友だった朋もそれで命を落とした。

　たまは続ける。

「もちろんお参りなんてしたって死んだ人が生き返るわけでも何でもないですし、そんな事したくらいで赦ゆるされるわけじゃないですけど、その、何ていうか、私のした事の償つぐないとかをどうするか考える前に、ちゃんとけじめとして一度きちんとお参りしておきたいな、って……」

「なるほど。いいんじゃないかな」

　賀茂はうなずいた。たまの妖気が多くの犠牲者を出した事はたま自身にとって強いトラウマになっていて、賀茂たちも本人の前でその話題はなるべく出さないように気を遣つかってきた。しかしその自分の過去に、こうやって自分からちゃんと向き合おうとする気持ちが出てきたのは素直に嬉うれしい。少しずつ、逞たくましくなってきた証拠だ。賀茂としては全面的に応援してやりたい。

「よし。じゃあ今からお墓の場所占ってみようか」

「えっ？　い、今から早速ですか？」

「うん。善は急げって言うし。下行って母さんの道具借りてくる」

　たまの妖よう気きは自然に浄化されるにはあまりに強すぎるせいで、色んな人や物にくっついたまま全国各地、世界中にまで散らばっている。そのため、犠ぎ牲せい者しやも広こう範はん囲いに亘わたっているのだ。しかも、妖気がどこへ飛んでいったか分からないのだから、犠牲者の具体的な個人名や住所などの手掛かりは一切ない。通常の方法では調しらべようがない。となれば、占いの出番である。霊れい能のう力りよく者しやの家系に生まれ育って自らも一応本物の霊能力者である賀か茂もにとっては得意分野だ。世間の「当たるも八はつ卦け、当たらぬも八卦」なインチキ占い屋とは訳が違う。

　さっさと立ち上がって階段を降りていく賀茂。たまは少し驚おどろいた顔をしていたが、やがて嬉うれしそうな表情になると賀茂の後を慌てて追いかけた。







[image: 第２章　夏だ！　旅行だ！　墓参り！]







「たまには旅行もいいもんだな……」

　東とう海かい道どう線せんを下る鈍どん行こう列車の車内。賀か茂も是これ雄おは、窓の外を眺めて呟つぶやいた。イカレたように照りつける陽光の下、木々の葉が視界を流れ去っていく。クーラーの効いた車内から見る限りは、木の葉の深い緑が目に涼しい。

　隣となりにはアブデルが、何やら難むずかしそうな表情を浮かべて座っている。

　通路を挟はさんだ向こうの四人がけボックス席には、賀茂の家に居い候そうろうしている小こ柄がらな悪あく魔まっ娘この桂かつらたまと巫女みこ少女の勘解由かでの小こう路じみき、そして賀茂のクラスメイトである佐さ々さ木き律りつ子こと律子の家の同居人の猫耳娘、鍋なべ島しま真ま央お。四人でトランプ遊びに興きようじている。ちなみに今日きようの真央は耳を隠すための帽子は夏っぽく麦わら帽子、みきも普ふ段だんの巫女装しよう束ぞくではなく普通の黒いロングのワンピースを着ている。

「三」

「……通るかな……。四」

「あ、律ちゃんダウト！」

「ほい残念。全部ホントのカードよ」

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!　通るかな、とか言ってたのに何で～っ！」

「あんなのに引っかかるほうが馬ば鹿かでしょ普通。はい真央ちゃん場のカード全部取って」

　ダウトという名の、小さい数のカードから順番に場に捨てていって、手て札ふだがなくなったら上がりというゲームである。ただしカードは裏向きに出すので、噓うそをついても構わない。他ほかのプレイヤーは捨てられたカードの数字が噓だと思ったら「ダウト」と宣告し、本当に噓のカードを捨てていた場合は捨てたプレイヤーが場のカードを全すべて取らされ、逆に正しいカードだった場合は宣告した人が全部取らされるというルールである。

「一です」

「二」

「それでは私はまとめて三、四、五」

「みきさんダウト！」

「残念ですが……」

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　また騙だまされた[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「……別に騙したつもりはございませんが」

　一行はこれからたまの犠ぎ牲せいとなった人たちの墓参りへと向かうところである。とりあえず近場から回る事にしたのだが、日帰りではちょっと遠い距きよ離りなので、みんな泊まりの準備で大きなバッグを持っている。

　……それにしてもなんでこんな大人数になってんだろ。

　賀か茂もはトランプで遊ぶ四人を眺めながらやれやれと溜ため息いきをついた。

　たまが泊まり用の歯ブラシや洗面用具などを買いに出た時に、ばったり出くわした律りつ子こに墓参り旅行に行くという話をしたら、律子もついてくると言い出した。律子が賀茂たちと旅行へ行くと聞いて、真ま央おも行きたいと言い出した。更さらに、律子が行くのならアブデルにちょっかいを出さないよう見張りに行くとみきも言い出して、気がつけば総勢六人である。

　ダウトに興きようじている律子たちをチラリと見て、賀茂は再び軽く溜め息をついた。完全に避ひ暑しよ気分だ。最初はもっと少人数で、静かに厳げん粛しゆくな気持ちで祈って回るはずだったのだが。

　でもまぁ、墓参りだ贖しよく罪ざいだ過去の過あやまちへのけじめだと重苦しい気分になっているばかりよりも、ある程度気楽な連中がいたほうが精せい神しん衛えい生せい上じよういいのかもしれない。それに泊まりがけの旅行だから、女の子がたま一人だけになるよりは、このほうが良かったような気もする。加えて、犠牲者たちの墓地がどこにあるかを調しらべてくれたのは実は律子だ。おおまかな場所は賀茂やみきが占って絞しぼり込んだのだが、それを手掛かりに正せい確かくな埋葬場所を突き止めてくれたのは律子の情じよう報ほう網もうなのである。手伝ってくれたのだから文句は言えまい。まぁ、真央は明らかに余よ計けいだが、律子が来るのに真央だけ置いていくというのもちょっと可哀かわい想そうだからしょうがない。

　そんなふうに思い直していると、隣となりに座っていたアブデルが低い声で言った。

「なぁ、賀茂よ」

「ん？　何？」

「みきの格好なんだが、どう思う？」

「え？　みきさんの格好？」

　賀か茂もはワンピース姿のみきのほうを見た。ずっと貧乏で巫み女こ装しよう束ぞくしか持っていないため二十四時間年中無休態勢で常に巫女さんの格好をしていたみきだが、最近やっと服を一着新しん調ちようする財政的余裕が出来たらしい。古着屋で見つけてきたらしいから少し流行から遅れているかもしれないが、特に何も問題ない。少なくとも巫女装束のまま電車に乗られるよりは、普通の格好をしてくれて助かった。

「どうって別に普通なんじゃ……？」

　アブデルの質問の意味が分からないまま賀茂がそう言うと、アブデルはいきなり賀茂の横よこっ面つらをぶん殴った。

「この阿あ呆ほんだらあああああああああああああああああっっっ!!」

「いっ、いきなり何なんだ……？」

　殴られたほっぺたを押さえながら目をパチクリさせる賀茂。

　その賀茂に、アブデルは怒りを湛たたえた眼まな差ざしで迫る。

「巫女装束を着ていない巫女少女のどこが普通だと言うのだお前は！　明らかに異常事態ではないか！」

「いや、でもさすがに巫女装束のまま一いつ緒しよに電車乗られても困るだろ……」

「巫女さんが巫女服を着てないほうがよっぽど困るだろうが！　巫女装束なくして巫女さん無し！　あんな普通の格好をされてしまっては、俺おれは一体みきの事をどういう属性分類で認にん識しきすればよいというのだ！」

「どういう属性って……」

　別にそんなもの、いちいち分類しなくてもいいと思うのだが。

「よく分からないけど、文句あるんだったら直接本人に言ってくれば？　こんなとこでぶつくさ言ってないで」

「よし。では賀茂、お前ちょっと言ってこい」

「は？　何でボクが？」

「聞く事か！　みきがどれだけ頑張ってあの服を買ったと思っているのだ！　昨夜もウキウキした調子で『明日あしたはこれを着ていきます』とわざわざ俺に見せに来たくらいに気に入っているのだぞ！　それを俺の口から『それを脱いで巫女服を着ろ』などと言えるはずがなかろう！　そんな事を言ってもしも俺がみきに嫌きらわれてしまったらお前はどう責任を取るのだこの馬ば鹿か者ものが！」

「何でボクが責任取らなきゃいけないんだ……」

　賀茂のツッコミには取り合わず、アブデルは一人ぶつくさと愚ぐ痴ちを垂れる。

「まったく……。ようやくそふりんも一年ほど前から実妹攻略を認めてやっとこれからだという時に、みきの奴やつ……。まさかこの俺を遠ざけようとしているのではあるまいな………」

「…………」

　私服でお洒落しやれしてみせたりするのは、むしろみきなりに頑がん張ばってアピールしようとしてるんじゃなかろうかと内心賀か茂もは思ったが、敢あえて黙だまっていた。

　窓の外へ目をやる。

　晴れ渡った青空に、大きな入道雲が出てきていた。




　三回ほど途中下車をして犠ぎ牲せい者しやたちのお墓に立ち寄ってはまた電車に戻るという事を繰くり返してから、賀茂たちは終点の駅を降りた。

　駅前こそどこにでもありそうな賑にぎやかなショッピングモールになっていたが、一歩町の中へ入ってみると落ち着いた雰囲気で、あちらこちらに古い家並みが残っている。観かん光こうに来たわけではないのでよく知らないが、案外歴史のある町なのかもしれない。

　そんな事を思いながら今日きよう最後の墓地に着いた。辺りを雑木林に囲まれ、すぐ横に古い洋よう館かんが隣りん接せつしている。洋館の庭と墓地とを仕切る塀へいは崩れ落ちて、どこからが墓地でどこからが洋館の庭なのか俄にわかには判別しがたいが、雑草が伸び放題になっている領域からが洋館の庭のようだ。空き家なのだろうか。古びた洋館と墓地の組み合わせは、夜に来たら肝きも試だめしにぴったりな雰囲気である。

　墓地に足を踏み入れる前に少しだけみんなを外で待たせ、賀茂は精神を集中して霊れい視しの『眼め』を開いた。その状態で墓地全体をザッと見回す。

　たまの妖よう気きが残存していないかどうかの確かく認にんである。

　この墓地にはたまの妖気にやられて死んだ人が埋められている。そしてたまの強力な妖気は簡かん単たんに自然浄化してくれるような代しろ物ものではない。当然、この墓地にも妖気の残ざん滓しがまだ漂っている可能性がある。足を踏み入れる前に、一応その確認をしておく必要があるわけである。

「……大丈夫そうだな」

　賀茂は呟つぶやいた。墓地の内部は清浄だ。

「うむ。ざっと『見た』ところ、特に問題はなさそうだ」

　アブデルがうなずく。

　賀茂は後ろで待っていたたまのほうに振り向いた。

「お待たせ。もういいよ」

「じゃ、お参りしてきますね」

　たまが賀茂にぺこりと頭を下げると、入り口に置いてあった手て桶おけと柄ひ杓しやくを持って目的の墓へと小走りに向かう。その後を追って線せん香こうと花を持ったみきが続き、律りつ子こと真ま央おもぶらぶらと中へ足を踏み入れた。

　その後ろ姿を見送ってから、賀茂は呟いた。

「残った妖気のせいで心霊スポットみたいになってんじゃないかと思ってたけど、今日回った所はほとんど問題なかったな」

　以前、たまが通っていた中学校に残された妖よう気きを祓はらいに行った事があるが、そこは完全に異界と化していた。残存していた妖気も、猫の体だった真ま央おを人の姿に変へん化げさせるほどに強力だったものだ。それに引き替え、今回回った墓地はどこも綺き麗れいなものである。まだ微かすかに妖気の残ざん滓しが漂っていた所もいくつかあったが、この墓地に至ってはたまの妖気どころか、墓場で時々見かけるケチな怨おん霊りようの気け配はいすらない。

「やっぱ骨焼かれてお経あげられたら死体に残った妖気も浄化されるって事なのかな」

　賀か茂もは少々拍子抜けした調ちよう子しで呟つぶやいた。

　アブデルが考え込むように顎あごをさする。

「いや、ここに来る途中の墓地はともかくとして、ここはちと様よう子すが違うな……」

「様子が違う？」

「うむ。一ヶ月前までしか遡さかのぼって『見れ』んお前の霊れい視し力りよくでは分からんだろうが、ここには元々かなりの妖気が立ち込めていたようだ。あれを見てみろ」

　アブデルは、墓地の端を指さした。敷しき地ちの四隅に、新しい石いし灯どう籠ろうが据えてあるのが目に入った。内部に何かの神霊を勧かん請じようしてあるらしく、墓地全体を結界として囲んでいる。かなり強力な結界だ。

「あれってつまり、妖気を外に漏らさないように……？」

　妖気だけを対象にして、それ以外の神霊や幽霊やその他諸もろ々もろには影えい響きようがないようにしてあるようだ。そのせいもあって、普通に霊視しても気づかないほどさりげない。この土地本来の霊的バランスを崩さないための配はい慮りよだろうか。誰だれがやったのか知らないが、随ずい分ぶんと高度な技術である。

「他ほかにもあれを見ろ。つい最近まで妖気が立ち込めていたのが分かる」

　傍かたわらの柵さくに蔓つるを絡ませているアサガオを示すアブデル。葉っぱが一枚だけ化け物みたいに肥大化している。

「あれって妖気の影響で……」

「うむ。つい最近まで妖気が立ち込めていたという事だ」

　そう言って墓地全体を眺め回す。

「だが、ある時期を境に突然妖気は自発的に浄化し始め、わずか一週間ほどで完全に消え去っている。浄化の仕方だけ見れば自発的だが、これは明らかに人為的な現象だ」

「人為的な現象？　って事は、誰か他の霊能力者が浄化してったって事？　もしかしてあの結界を張った人が……？」

「……いや、こっちはまた別人だ。無秩序な妖気にごくわずかな力で方向づけをするだけで、自発的に浄化されてしまうよう仕組んでいる。恐らく人間の術者ではないな。現世で活動している者の中でこんな芸当が出来るとしたら……」

　アブデルは独り言のように呟くと、何かに思い当たったように微かすかに唇の端を上げた。

「フン、あの褌ふんどし親おや父じめ。変態のくせに一人前に父親らしい真似まねを……」

　褌親父とは褌をこよなく愛するナイスミドルな紳士、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうこと男だん色しよく魔ま神じんベリアルの事だ。たまの実の父親である。口先こそ憎まれ口を叩たたいたアブデルだが、その表情はどこか小気味良さげだ。賀か茂もも、菜間の事は困った人だとは思うが根は悪い人ではないのだと思う。だからこそただの悪人よりタチが悪い部分もいっぱいあるが、娘のたまのためにこっそり妖よう気きを浄化してやったりするなんて、やっぱり父親だ。

　まあそれはともかく、妖気が残っていないのは助かった。たまの妖気のような強力なモノを祓はらおうと思ったらアブデルの霊れい力りよくを借りるしかないが、死者が埋まっている所へアブデルの強大な霊力を直接ぶつけるのは副作用が少し怖い。だから手順としては墓地の土地神を呼び出して祓わせるというのが基本となるが、しかしこの墓地は仏教勢力圏の土地である。キリスト教勢力圏に属する他所よそ者もののアブデルが仏教勢力を無視して口出ししたり指図するのは、政治的に色々微妙なところがある。だから祓うとなるとあれこれと面めん倒どうくさい術式が必要になるところだったのだが、その手間が省はぶけたというのは賀茂としてはラッキーだ。

「なんか、予定よりも大分早く終わったな」

　賀茂は空を見上げてう～んと伸びをした。

　今日きよう回る予定のお墓はここで最後である。現在、時間は午後の四時半。真夏のこの時間帯はまだまだ昼と変わらない明るさだ。墓に向かって手を合わせているたまの姿を遠くに見ながら、ちょっともったいない気分になった。

「これなら日帰りの予定でも良かったかもしれないな」

「だがまあ今回は宿代はタダだ。それほど気にする事もなかろう」

「まあ、タダっていっても仕事言いつけられてるんだけど」

　実はこの町には賀茂の両親の古い知り合いの寺があって、今日はそこに泊めてもらう手はずになっているのである。

　この墓地の管理もその寺がしているらしく、訪問予定の墓地の一つがここである事を知った賀茂の母が、わざわざ連絡をつけて泊めてもらう段取りをしてくれた。そればかりか、往復分の切符まで買ってくれた。いつもは息子の事など放置に等しい両親がそこまでしてくれるなんて何か裏がありそうな気がしていたら、案あんの定じよう出がけに仕事を一つ頼まれた。といっても大した事ではなく、宿泊先の寺の住じゆう職しよくに、最近何か異変がないか聞いてくるだけでいいらしい。別にこれといった異常があるわけではなくて、定期検診みたいなもののようだ。お盆ぼん前後の寺はあの世から帰省する霊が多いので、異常がないよう毎年見に来ているのだそうだ。今回は賀茂がその代理というわけである。

　というわけで余よ計けいな仕事を一つ押しつけられた形だが、自分の懐ふところが痛まなかったのは賀茂としては単純に有あり難がたい。賀茂は生まれてこの方小こ遣づかいなどという贅ぜい沢たくなものはもらった事がなく、自分が使うお金は全すべて路上で占い師のバイトをやって稼かせいでいる貧乏な身の上なのだ。

「んじゃ、たまちゃんがお参り終わるまでちょっとのんびりしてるか」

　賀か茂もは墓地に足を踏み入れると、たまの妖よう気きの影えい響きようを受けて異い形ぎよう化かした草木や崩れ落ちた壁かべなどを眺めながらブラブラと歩いてみた。そして、ふと妙な事が気になった。妖気の影響を受けた跡が、やけに直ちよく線せん的てきに並んでいるのだ。妖気はただ漠ばく然ぜんと漂っているだけだから、こんなふうに方向づけられているはずはない。念のためもう一度霊れい視しの『眼め』を開いて注意深く観かん察さつすると、墓場の入り口から裏手の洋よう館かんへ向けて悪い気脈の流れが『見え』た。妖気の跡はその気脈に沿って並んでいる。

「アブデル、ちょっと……」

「どうした？」

「妖気の影響の跡が地面の気脈の流れに沿って直線上に並んでるんだけど」

「む……？」

　言われてアブデルも気がついたようだ。

「本当だ。よく見つけたな」

「もしたまちゃんの妖気、あっちの洋館まで流れちゃってたとしたらマズくないか？」

　墓地の結界がいつ作られたのか知らないが、作られる前に流れ出たものが見逃されていてどこかに溜たまっていたりするとちょっと危険だ。

「うむ、少し気になるな。よし。たまちゃんがお参りしている間に念のためチェックしておこう。来い」

　賀茂とアブデルは崩れた塀へいを乗り越えて隣となりの洋館へと足を運んだ。




　たまは今日きよう最後のお参りとなる墓石に向かって手を合わせていた。

　自分の漏らした妖気の犠ぎ牲せいになった人のお墓を回って謝あやまろう。たまがそう思いついたのは、育ての親の神しん父ぷに言われた言葉がきっかけである。育ての親の神父もたまの妖気にやられてずっと昔にこの世を去っているのだが、色々あって前回ほんの少しだけ言葉を交わす機き会かいがあったのだ。その時に言われた事で心に残っているのが、「一生背負う罪なのだから、一度に償つぐなおうと焦あせらずに、自分に出来る範はん囲いの事を死ぬまで続けていきなさい」という意味の言葉だった。

　自分に出来る範囲の事。

　そう考えて最初に思いついたのが、この墓参りだった。

　もちろん、お墓に向かって謝ったからといって何が変わるわけでもない。ただの自己満足と言われたらそれまでだ。それは分かっている。ただ、自分の気持ちの上でのけじめとして、やっぱりちゃんと一度お参りをしておきたかった。

　賀茂にその事を話すとすぐ賛さん成せいしてくれて、みきと二人で被害者の名前や墓地のおおまかな場所も占ってくれた。更さらに、一いつ緒しよに来る事になった律りつ子こが、賀茂やみきの占った結果を元に墓地の正せい確かくな所在地を調しらべてきてくれた。助けてくれる人がいる事の幸せをちゃんと大事にしていきたいと思う反面、まだまだ周囲に甘えてしまってばっかりの自分がやっぱりちょっと情けなく思ったりもする。そもそも自分で出来る範はん囲いでやるというのなら、本当はそういうのも全部自分でやらないといけないはずなのだ。その辺りの未み熟じゆくさも、アブデルから契約はまだ早いと言われた理由の一つなのかもしれない。賀か茂もと契約するという事は、賀茂の仕事のパートナーになるという事でもあるのだし、一方的に頼ってばかりではいけないのは当然だ。第一、契約したら僕しもべとして仕える事になるのに、今みたいに何もかも面めん倒どうを見てもらっているようでは立場が逆だ。賀茂は契約上の関係はどうあれ僕扱いする気はないと言っていたが、僕じゃなくたってやっぱり賀茂にとって役に立つ存在になりたいし、なれないと契約する資格はないのだろうと思う。

　でも、焦あせりすぎてもしょうがない。今の未熟な自分が成長していくためには、出来る事を少しずつ増やしながら一つ一つ確かく実じつにやっていくしかない。これからは賀茂の仕事に出来るだけ一いつ緒しよについて行って、地味な事でもいいからお手伝いしていこうと密ひそかに心に誓った。もちろん、賀茂の邪じや魔まにならない限りだが。

　それはそれとして、今はとにかくお墓参りだ。余よ計けいな雑念を振り払うと、たまは一心に手を合わせた。

　お参りを終えて顔を上げると、後ろで待っていたみきのほうを振り返る。

「お待たせしました」

「終わりましたか？」

「はい」

「じゃあ、参りましょうか」

　入り口へ戻って桶おけと柄ひ杓しやくを返すと、賀茂たちの姿を探す。だが、入り口付近で待っているかと思っていたが姿が見えない。

「あれ？　賀茂さんたちいないですね？　どこ行ったんでしょう……？」

「飲み物でも買いに行かれたのでしょうか……？」

　みきもキョロキョロと周囲を見回してから、墓地の北側を見て言った。

「あ。いらっしゃいました。あそこです」

　みきの指さすほうへ目をやると、隣りん接せつしている洋よう館かんの庭に賀茂とアブデルの姿が見えた。その近くを律りつ子こと真ま央おも散歩している。

「ちょっと呼んできましょう」

　みきがそちらへ向かって歩き出す。たまも慌ててその後に続いた。




　賀茂は洋館の庭の中ほどに立って、注意深く霊れい視ししながら周囲を見回した。外から見ても大きな屋や敷しきだと思っていたが、中から見るとかなりの広さだ。この庭も、ちょっとした公園と言われても信じてしまいそうである。だが、もうかなり長い間手入れもされずに放っておかれているらしく、生い茂った雑草が胸の高さまで伸びている。洋よう館かん自体も見るからに朽ち果てた感じで、人の住んでいる気け配はいはない。

「……特に異常はなさそうかな」

　賀か茂もは『眼め』を閉じながら呟つぶやいた。

　アブデルもうなずいた。

「うむ。少なくともこの庭からは、たまちゃんの妖よう気きは見当たらんな。洋館から少し怪しい気配が漂っているが、無人の廃はい墟きよとなって長いためだろう。害はなさそうだ」

「一応建物の中も見とく？　このラインで妖気が流れて行ってたとしたら、多た分ぶん建物の中にもある程度吹き込んでるだろうし」

「まぁそうだな。確かく認にんしておいて悪い事はなかろう」

　そんな会話をしていると、背後から呼ぶ声がした。

「賀茂さーん」

「あ、たまちゃん」

　顔を上げると、たまとみきが雑草を搔かき分けながらこっちに向かっている。

「お参りもうすんだ？」

「はい。終わりました」

　たまはこくんとうなずいた。

「賀茂さんたち、こんなとこで何してるんですか？」

「ん？　いや、ちょっと気になる事があって」

「気になる事？」

　きょとんと小首を傾かしげるたま。

「うん。お墓に残ってたたまちゃんの妖気は綺き麗れいに消えてたんだけど、消える前にちょっとこっちに流れ込んでた形跡があったから、念のため調しらべてたんだ」

「あ、そ、そうだったんですか。も、もしかしてここのお屋や敷しきが荒れ果ててるのって……」

　たまの表情が不安に曇くもったのを見て、賀茂は慌てて手を振った。

「ああいや、大丈夫。そうじゃないと思う。実際ここの庭にもたまちゃんの妖気は全然残ってないし。ただ一応念のため害がないか調べておこうと思っただけで」

　そう言って安心させてから、賀茂は建物のほうを見た。

「とりあえず、アブデルと二人で中の様よう子すもちょっと確認してくる。さっき律りつ子こたちが玄関のほうに回ってたから、ついでに呼んでくるよ。すぐ戻るから待ってて」

「あ、じゃあ私も一いつ緒しよに行きます」

　歩き始めた賀茂たちにくっついてくるたま。みきもその後ろに続いた。

　雑草を踏み分けながら、改めて建物を見上げる。

　崩れ落ちた屋根のタイル、はげ落ちた漆しつ喰くい、剝むき出しになった石組みの土台。窓もところどころ破れて、残ったガラスも砂さ塵じんがこびりついて真っ白になっている。打ち捨てられたまま、相当長い年月が経たっているようだ。

　みきが呟つぶやいた。

「かつては随ずい分ぶんと立派なお屋や敷しきだったようですけれど、こうなってしまっては虚むなしいものですね。八や重えむぐら、しげれる宿のさびしきに……といった風ふ情ぜいでしょうか」

「そうだな……」

　みきが引用した和歌が何なのか咄とつ嗟さに出てこなかったが、とりあえず侘わびしい気分に浸ってみる賀か茂も。

　その途と端たん、ガンガンと何かをぶつけるようなクソやかましい金属音がした。情じよう緒ちよぶちこわしである。聞こえてきたのは賀茂たちが向かっている玄関の方角だ。

「何だ？」

　急いで音のしたほうへ回り込むと、律りつ子こと真ま央おが玄関先のドアの前に立っている。真央が玄関のドアに向かって何か叩たたきつけているようだ。

「おい真央！　何やってんだ？」

　声をかけると、真央ではなくて隣となりの律子が振り返った。

　律子がたまの姿を見て先に口を開いた。

「あ、もうたまちゃんお参り終わった？」

「はい、終わりました。お待たせしました」

　たまが笑え顔がおで答える。

「で、真央は何やってたんだ？」

「あーこれねー、何かこの子、ドアノッカー見たの初めてらしくって」

　親指で指さしながら肩をすくめる律子。

　ドアには真しん鍮ちゆうで出来たライオンの顔が取り付けられ、その口が飾り彫りのついた輪わを咥くわえている。その輪をライオンの顔の下にある金属板の部分に打ちつける事で、邸てい内ないの人間に来訪を知らせるようになっている。

　真央はその輪から手を離はなさず、顔だけ律子のほうを見る。

「だって普通はもっとピンポ～ンって鳴るやつじゃん。何でこんなの使ってるの？」

　そう言いながら、楽しそうに再びガンガンと打ちつける。結構気に入っているらしい。

「何でって、この建物作られた当時はまだインターホンとか発明されてなかったからじゃないの？」

　興きよう味みなさそうに答える律子。

「それよりたまちゃんお参りすんだって。移動するわよ。来なさい」

　真央の手を摑つかんで引き離す。

　その時、ドアの向こうからパタパタと小走りに駆けてくる足音がした。

　ドアの近くにいた真ま央おと律りつ子こは思わず反射的に飛びすさる。

　それとドアが開いたのが、ほぼ同時だった。

　何十年もの間に錆さびついた蝶ちよう番つがいを軋きしませて開け放たれたドアの向こうから現れたのは、メイド服に身を包んだ少女。開口一番、真まっ直すぐに刈かり揃そろえられたおかっぱ頭をぺこりと下げて謝しや罪ざいした。

「大変遅くなってしまいまして申もうし訳わけございません！　お待たせ致しました！」

　賀か茂もたちは驚おどろいて一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　まさか人がいるとは思わなかった。外から見る限り、どこからどう見たって空き家にしか見えなかったが、それは墓場に面した側だけで、もしかして裏手に回ったら今でもちゃんと生活しているのだろうか。だとしたら、用事もないのに勝手に敷しき地ち内ないに立ち入ってガンガンノックしてた事についてはどう言い訳したらいいんだろう。それも、今いま時どきメイドだとか小間使いだとか雇やとってるようなお屋敷で……。

　皆が凍りついていると、メイドはお辞じ儀ぎしていた頭を上げた。

「どちら様で……」

　そう言いかけて、賀茂たちの様よう子すを見回す。

「あ、いえそのボクらはあの……」

　賀茂が慌てて弁解しようとしどろもどろになっていると、メイドのほうが先に口を開いた。

「ああ、皆様お揃いでお泊まりにいらしたのですね。坊っちゃまのお友達でしょうか？」

　でっかい旅行鞄かばんを持っている様子を見て勝手に早合点したらしい。

　慌てて否定しようとする賀茂。

「いえ、ボクらはえっと……」

　だがメイドはそんな賀茂を遮さえぎるように急せかした。

「早く中へお入りください。ここの近所には婦人会のうるさ方がいらっしゃいますから、このご時じ世せいにそんな高価な洋装をなさっているのが見つかったらとんだ突き上げを喰くらいます」

　声を潜ひそめてそう言うと、一番近くにいた真央と律子の荷物を勝手に持って素早く玄関の中へ運ぶ。更さらに賀茂たちの荷物も運びに戻ってきた。

「さあ、ぼうっとしてないで早くお入りください！」

　追い立てるように背中を押されて、賀茂たちは何が何だかよく分からないまま中へ入った。
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　中に入った賀か茂もたちは驚おどろいた。外から見た時には完全に廃はい墟きよとしか思えなかったのに、中に入ってみると随ずい分ぶんと綺き麗れいなのだ。壁かべや天てん井じようも色いろ褪あせた様よう子すはなく、足元の絨じゆう毯たんもフカフカである。もちろん窓のガラスも全すべてちゃんと嵌はまっており、その表面には曇くもり一つない。室内がひんやりと涼しいのは空くう調ちようが効いているからなのか、それとも単に石造りの建物のせいなのかはよく分からない。

　おかっぱのメイドは賀茂たちを応接間に通すと、全員の着席を待って口を開いた。

「ただいまお茶を持って参りますので、少々お待ちくださいませ」

　一礼するとやや早足気味に部屋を出て行く。

　残された賀茂たちは、メイドが姿を消すと互いに顔を見合わせた。

「どうする……？」

　賀茂が切り出した。

　律りつ子こが聞き返す。

「どうするって？」

「いや、だから何か完全に勘違いされちゃってるみたいなんだけど……」

「ほっときゃいいんじゃないの？　勝手に間違えたの向こうだし」

「いや、ほっとくって……」

　律子のいい加減な態度に呆あきれる賀茂。

　そこへアブデルが口を開いた。

「まぁ確たしかにノックをしたのはこちらかもしれんが、素す性じようを確かめもせず強引に中へ招じ入れたのはあのメイドの責任だろう、茶を淹いれてくるとの事だから、誤ご解かいを解くのは一服して休きゆう憩けいしてからで良かろう。ちょうど喉のどが渇いていたところだしな」

　こちらも図ずう々ずうしい事を平気で言う。賀か茂もは困って黙だまり込んだ。

　そこへ、先ほどのメイドがお盆ぼんにティーポットとカップを載せて戻ってきた。

「失礼致します」

　一声かけてお盆をテーブルに載せると、皆の分を注ぎ分けて出す。給仕が終わると、両手でお盆を抱えてテーブルの傍かたわらに直立した。

「皆様お初に御お目め文も字じ致します。私はこの平ひら河かわの家にご奉ほう公こうさせていただいております、お蘭らんと申します。御滞在の間のお世話は私が全すべてさせていただきますので、何かご用がございましたらいつでも御ご遠えん慮りよなくお申しつけくださいませ」

　そう言って深々とお辞じ儀ぎ。

「あ、えとボクは賀茂って言って……」

　名乗られたので、慌てて自分も名乗り返す賀茂。

「賀茂様、でございますね。ところであの、大変申もうし訳わけないのですけれど……」

　お蘭は言いにくそうに心持ちうつむいた。
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「実は今、この家は旦だん那な様をはじめ皆様留守にされておりまして……」

「留守に？」

「はい。せっかく遠路はるばるお越しいただいたのに申もうし訳わけございません。旦那様は遂ついに先日、晴れて出兵なされ、奥様やご家族の方は皆疎そ開かい中ちゆうでございまして……」

「そ、疎開……？」

　いきなり何の話だ。思わず賀か茂もが聞き返すと、蘭らんは表情を曇くもらせた。

「はい。昨今は遂に本土にも米べい英えいの飛ひ行こう機きがやってくるようになりましたでしょう？　それで、ここの近くには海軍の工こう廠しようがございますから、あそこが空くう襲しゆうの標的になっているともっぱらの噂うわさでして。この界かい隈わいでお金に余裕のございます御家庭は、どこもこぞって疎開しております」

　極々当たり前の様よう子すで淡々と時じ代だい錯さく誤ごな話をするお蘭。だが昨今も何も、空襲だの疎開だのなんてもう半世紀以上前の話だ。

　賀茂がリアクションに困っていると、お蘭は再び頭を下げた。

「せっかくお越しいただいたのに申し訳ございません。一応関係者の方たちには全すべてお手紙差し上げたはずだったのですけれど、そちら様へはご連絡が届いておりませんでしたようで……。何か郵便局で手違いでもあったのでしょうか……」

　口元に手を当てて首を傾かしげるお蘭。

　何か、困った事になった。賀茂たちの事を完全にこの家の来客だと勘違いしている上に、何故なぜか未いまだに戦時中だと思い込んでいるようだ。ふざけているようにも見えないし、正直どう対応したものやら分からない。

　賀茂が困っていると、脇わきからたまが脳のう天てん気きに尋たずねた。

「お蘭さんは家族の人たちと一いつ緒しよに疎開しなかったんですか？」

　お蘭の時代錯誤な話は気にしていないらしい。たまは元々素直な性格で相手の言った事はそのまま信じるタイプだからしょうがないかもしれないが、こんな話まで素直に受け入れていては一般常じよう識しきがちょっと不安になる。

　お蘭はたまのほうに顔を向けると、一いつ瞬しゆん見えにくそうに目をしばたたいた。声の主を捜すように一瞬視し線せんを彷徨さまよわせる。窓を背にして逆光になっているので眩まぶしかったのだろうか。視力が弱いのかも知れない。

　しかしすぐ微笑を取り戻すと、自分の胸に手を当てた。

「はい。私は見てのとおり人形でございますから」

「人形？」

　びっくりして聞き返すたま。

　賀茂たちも思わず蘭を見る。また変な事を言い出した。見てのとおりも何も、どこをどう見たって人間にしか見えないのだが。

　戸と惑まどう賀茂たちを前に、お蘭は平然と話を続けた。

「はい。ただでさえ贅ぜい沢たく禁止令などが出ております昨今、疎そ開かい先に人形なぞ連れて行くわけにも参りませんでしょう。それで坊っちゃま……いえ、旦だん那な様より、直じき々じきに『留守を頼む』と申しつけられまして、女中の身で僭せん越えつではございますが、こうして留守の番をさせていただいております」

　少し誇らしげに頰ほおを紅こう潮ちようさせて微笑ほほえむ。

　頭大丈夫なんだろうかこの人……。

　賀か茂もは、相手が何かになりきって演技をしているのか、こちらのツッコみ待ちでボケているのか、はたまた自分を人形だと思い込んでいる頭の可哀かわい想そうな子なのか、その辺の判断がつかずに困った顔でお蘭らんを眺めた。

　律りつ子こが口を開いた。

「あの、見てのとおりっつーけど見た目人間にしか見えないんだけど」

　言ってしまってもいいのかどうか賀茂が躊ちゆう躇ちよしていた核心を、遠えん慮りよなくズバリと突く律子。

　だがお蘭はその言葉に怯ひるむどころか、嬉うれしそうに顔をほころばせた。

「お褒ほめいただきありがとうございます。実は皆様そうおっしゃられるんですよ。まるで生きた人間みたいだ、と。旦那様も、そうやってお客様が驚おどろかれるのを見るのが一番の楽しみで、来客があると必ず私が御用を言いつけられたものでございます」

「御用って、でもアンタ人形なんでしょ？」

「はい。名めい刺しの取り次ぎとお茶くみが主な仕事でございましたが、他ほかにも旦那様に改造していただいて、繕つくろい物や掃そう除じなども一通り出来るようになっております」

「ああ、要するに茶運び人形みたいなもん、って設定なわけね？」

「はい。大おお野の弁べん吉きち晩年の遺い作さくでございます」

　頭を下げるとニッコリと笑うお蘭。

「むぅ。そこでカラクリ弁吉を出してくるか。マニアめ……」

　律子は、半なかば呆あきれ半ば感心した様よう子すで溜ため息いきを漏らした。

　真ま央おが脇わきから律子を引っ張る。

「弁吉って誰だれ？」

「ん？　大野弁吉っていったら、カラクリ弁吉の異い名みようで知られる江え戸ど末期の機から巧くり師しよ。どっかの藩はん主しゆが面おも白しろがって弁吉の作ったカラクリ人形の頭を叩たたいたら、叩かれた人形が怒って血相変えて、腰に差した刀に手をかけたなんて伝説もあるくらい、とにかくリアルな人形作ってた事で人形愛好家の間では有名らしいわ。弁吉を題材にした講こう談だんや戯ぎ曲きよくもあるくらいだし」

「へー。律ちゃんってそういうどうでもいい事だけはよく知ってるよね」

「まあ、やっぱ私も女の子だし、お人形の世界は普通に好きだからねー」

「カラクリ人形好きな女の子ってのは、どっちかというと珍しい気がするけどな……」

　脇から律りち儀ぎにツッコむ賀茂。

　律りつ子こはその賀か茂もたちのほうへ目をやった。

「で、自分はその弁べん吉きちの作った人形だから、人間にしか見えなくてもむしろ当然という事みたいよ、彼女の主張では。どうする？　もうちょっと弄いじって話聞いてみる？　それともガンガンツッコんで妄想破は壊かいして帰る？」

「まぁ、無理して相手の妄想を否定する必要もないし、適当に切り上げてさっさと帰ったほうが無ぶ難なんかもな」

　頼まれもしないのに他人の家に乗り込んで、相手の信じ込んでいる世界にケチをつけるのも余よ計けいなお世話だ。ちょっとおかしな人だとしても、大人おとなしく自分たちが帰ればすむ話。

　賀茂はそう考えて、お蘭らんのほうを向いた。

「あの、家の人がいないんなら、今日きようのところはボクらはもう帰るんで……」

　ホントは客じゃないんだと説明しても良かったが、わざわざ相手の勘違いを正すよりもこのほうが手間が省はぶけて簡かん単たんだ。それに、お蘭に強引に引っ張り込まれたとはいえ、ずうずうしくお茶までいただいてしまった事への後ろめたさもある。

　だが賀茂が腰を浮かしかけた途と端たん、お蘭は慌てたように引き留めてきた。

「いいえそんな！　せっかく遠い所をわざわざお越しいただいたのに、何のおもてなしもせずに帰らせてしまっては私が旦だん那な様に叱しかられます」

　しまった。この反応は考えていなかった。これなら最初から素直に自分たちはこの家の客じゃないと言っておいたほうが良かった。

　お蘭は言葉を継ぐ。

「それにお帰りになるとおっしゃられましても、今日の汽車はもうございませんよ。昨今は戦争のため石炭も不足しておりまして、この辺りでは日に三本しか走っておりません。この時間ですともう、賀茂様たちが乗っていらっしゃったのがおそらく最後の便かと」

　またもや戦時中の話を出してきた。

「ですから今日はゆっくりここでお休みいただいて、お帰りになられるのは明日あしたになさってはいかがでしょうか。どのみちお泊まりのご用意はなさっておいでなのですし」

　賀茂たちの旅行鞄かばんに視し線せんをやるお蘭。

「あ、いやこれは……」

　確たしかに宿泊の用意ではあるが、この家に泊まりに来たわけではないのだが。賀茂は困って目を泳がせた。

　賀茂が黙だまったのを了解したと受け取ったのか、お蘭はお辞じ儀ぎをすると部屋を出て行こうとした。

「それでは今すぐお部屋のご用意をして参りますので、今しばらくこちらのお部屋でお待ちいただけますでしょうか」

「あ、いや、ちょっと待って」

　慌てて呼び止める賀か茂も。客でもないのに部屋を用意されても困る。こうなったらもう正直に客じゃないと説明するしかない。

「はい？　何でございましょう？」

　キョトンとした顔で振り向くお蘭らん。

「あの、ボクらは客とかそういうのじゃなくてただの通りすがりで、この家は空き家かと勘違いしてたから……」

　賀茂がそう言いかけた瞬しゆん間かん、カチリという小さな音とともに突然お蘭の動きが止まった。その場に直立したまま、まるで石せつ膏こうで固められたかのように微動だにしない。

「あれ……？」

　思わず賀茂たちは顔を見合わせる。

　しばらく様よう子すを見ていたが、いくら待っても動き出す気け配はいがない。それどころか、まばたき一つ、呼吸一つさえしていない。一体どうしたのだ。

「あの……？　お蘭さん……？」

　賀茂が恐る恐る声をかけると、お蘭はハッと我われに返った。

　一瞬周囲を見回し、賀茂たちの姿を認みとめると大急ぎで頭を下げる。

「あっ。申もうし訳わけございません。大変失礼致しました」

　そして再び、先ほどと同じ台詞せりふを繰くり返す。

「それでは今すぐお部屋のご用意をして参りますので、今しばらくこちらのお部屋でお待ちいただけますでしょうか」

「いや、だからボクらは来客じゃなくて……」

　再び否定する賀茂。

　だがその途と端たん、またしてもお蘭は微かすかな音とともに動きを止めた。お辞じ儀ぎした頭を上げようとした不自然な姿勢のまま、まるで置物のようにじっとして微動だにしない。まばたき一つ、呼吸一つまで完全に止まっているのもさっきと同じだ。

「ど、どうしたんだ？　さっきから急に……」

　賀茂が戸と惑まどっていると、アブデルが脇わきから突つついた。

「賀茂。『眼め』を開いて彼女を『見て』みろ」

「え？」

　言われたとおり、蘭を霊れい視ししてみた。そしてギョッとした。

「これって……」

　開いた『眼』に映ったのは、ガラスの眼球、檜ひのきで出来た手足、そして全身の内部に張はり巡めぐらされた歯車や糸の数々。どこをどう見ても生きた人間ではない。

「人形……？　ホントに……？」

　間違いない。お蘭が自分で言っていたとおり、確たしかに人形だ。ゼンマイ仕掛けや手足を動かすための伝でん導どう索さくが内部に張はり巡めぐらされているところを見ると、カラクリ人形なのだろう。顔や手足は精巧に作り込まれていて頭部も人の髪が植え込まれ、一見すると人間と変わりなく見えるほどだが、明らかに生きた人間ではない。

　律りつ子こが目を輝かがやかせながら聞いてきた。

「ちょっと。人形って、彼女マジで人形なわけ？」

「うん。ただの人形じゃなくてカラクリ人形みたいだな。かなり古いけど、すごく精巧に出来てる」

「じゃあ何？　もしかしてさっき彼女が言ってた事って実は全部本当なの？　江え戸ど時代末期にここまで人間に近い動作と姿勢制せい御ぎよと知能と言語能力を備えたアンドロイドが完成されてたって事？」

「いや、スムーズに動けるのは人形自体が動くように作られてるからだけど、喋しやべったり意い識しきがあるのは人形に魂が宿ったせいみたいだ」

　賀か茂もは霊れい視しを続けながら答える。大して霊気が強いわけではないのに自然な動きが出来ているのは、元からあるカラクリをそのまま使っているためのようだ。ただ、ものを見たり声を聞いたりする機き能のうはついていないので、そこは大半の霊や妖よう怪かい同様に簡かん単たんな霊視をしているのだろう。さっきたまを見た時に少し見えにくそうにしていたのは、たまの体内の妖気が邪じや魔まして普通の人と同じように『見れ』なかったからに違いない。

　今度は真ま央おが聞いてきた。

「やっぱ、たまちゃんの妖気が影えい響きようして化けたの……？」

　賀茂は首を捻ひねる。

「どうなんだろ。少なくとも今『見え』てる限りでは人形自体の霊力だけしか働いてない感じだけど……。元々、人形は人の形をしているから魂が宿りやすいし、器物でも百年経たてば化けて付つく喪も神がみになるくらいだから、もしかしたら何かの事情で自然に化けた可能性も……」

　ここ一帯に漂っていたたまの妖気が消えたのは、賀茂が霊視して遡さかのぼれるよりも前の事だから、もしたまの妖気が影響していたとしても賀茂には分からない。元々の人形自体からして生きた人間のようなずば抜けた出来だし、自然に魂を宿しても不ふ思し議ぎはない。律子が言っていたような伝説的な職しよく人にんの手によるものなら尚なお更さらである。

　賀茂は意見を求めるようにアブデルを見た。

「どう思う？」

　アブデルは人形を見つめながら顎あごをさする。

「……自由に動けるようになったのは最近だが、意識自体はかなり昔から持っていたのかもしれん。元々化けるための素地はあったようだな。そこに更にたまちゃんの妖気を吸収することで、自発的に活動出来るだけの力を得たらしい。この館やかたの内外にたまちゃんの妖気がまったく残っていないのは、全すべてあの人形が吸収し尽くしたためという事か……」

「そうか。ある意味ラッキーだったな」

　人形が人に化けてしまうというのは要するに妖よう怪かい化かしたという事だからあんまり良くはないのだが、妖気が無差別に人に害を与えるよりは無害な人形に吸収されたほうが被害がない分マシである。

　みきが心配そうな声を出した。

「魂の宿った人形との事ですが、呪のろいや祟たたりといった危険はないのでしょうか？　よほど強い執着や怨おん念ねんなどがなくては、人形とはいえそうそう化けるものではないと思うのですが……。私たちを中へ引き入れたのも、何か企たくらみがあっての仕し業わざという事は……」

　賀か茂もはもう一度蘭らんに『眼め』を向けてみた。

「……う～ん、一応大丈夫なんじゃないかな。執着はあるみたいだけど、それって『この家を守る』ってくらいしか読み取れないし。それに騙だまして捕まえて何かしようってんなら、自分から人形だなんて正直に言わないと思うんだけど」

　そう言いながら、意見を求めるようにアブデルを見る。

　アブデルはうなずいた。

「そうだな。名めい刺しの取り次ぎや茶運びをしていたカラクリ人形時代の職しよく務むを、今も忠実に果たそうとしているだけのようだ。我われ々われを中へ招じ入れたのも、『表玄関の扉をノックする』イコール『来客に違いない』と機き械かい的てきに判断しただけだろう」

「是これ雄お様の判断だけでは少々不安ですが、お兄様もそうおっしゃるのでしたら安心しても良さそうですね」

　さりげなく失礼な事を言いながら、ホッと緊きん張ちようを緩ゆるめるみき。

「でもまぁ、とにかく少し話が見えてきたな」

　賀茂は背もたれにもたれながら言った。

「多た分ぶんこの家は第二次大戦中に一家が疎そ開かいしたまま何らかの理由で手放されて、この人形だけがここに残されたんだろう。ずっと外の世界から遮しや断だんされたままだったから、今もまだ戦時中だと信じ込んでるんだ」

「留守を頼むという主人の言いつけをひたすら忠実に守って、家の人たちが帰ってくるのを何十年もたった一人で待ち続けているのですね……」

　しみじみと呟つぶやくみき。

　たまが心配そうな顔で尋たずねた。

「もしかして、さっきから何度も止まっちゃうのは古くなって壊こわれてきちゃってるんでしょうか……？」

「そうかも。江え戸どの末期に作られたような事言ってたし、ガタが来てても不ふ思し議ぎじゃないし……」

　そう言いながら立ち上がってお蘭に近づく賀茂。

「ちゃんと直せるかな……」

　真ま央おが口を出す。

「そんなの、直さなくてもこのまま黙だまって帰っちゃえばいいじゃん。ごんだって引き留められて困ってたんだし」

「そりゃまあそうだけど、止まったまま放置して帰るってのも何か悪いだろ」

　律りつ子こがうなずく。

「そうよね。んじゃ、持って帰ろっか」

「は？」

「持って帰ったら修理も出来るかも知れないし。こんな良く出来た人形、捨てて帰るのはもったいないでしょ」

　律子も席を立って人形の側そばまで来る。

「もったいないって、人の家の人形を黙って持って帰ったら泥どろ棒ぼうだろ！」

「でもこの子止まったまま放置して帰るのも嫌いやなんでしょ？」

　そう言いながらお蘭らんの頭をポンと叩たたく律子。

　その途と端たん、カチリと何かがはまる音がしてお蘭が目を覚ました。側に立っている賀か茂もと律子を見て、ちょっと驚おどろいた顔をする。賀茂と律子も同様に驚いた表情でお蘭を見た。

「あ、あの、どうかなさいましたか？」

　おずおずと尋たずねるお蘭。

　律子が答える。

「いや、何か急に止まったからどうしたのかなーって思って」

「また止まっておりましたか。申もうし訳わけございません。何分古い上、もう長い事手入れもしておりませんので……」

　赤面して頭を下げるお蘭。

　そして三度同じ話を繰くり返す。

「それでは今すぐお部屋のご用意をして参りますので、今しばらくこちらのお部屋でお待ちいただけますでしょうか」

「あ、いや、だから……」

　賀茂も同じく説明して断ろうとしたが、後ろからアブデルが止めた。

「待て賀茂。ここでまたさっきと同じ事を繰り返して停止されても困る」

「え？」

「さっきは二回ともお前が断った途端に機き能のうを停止した。断った事と彼女の停止に関係があるのか偶然なのかは判然としないが、二度も続けて止まっている以上同じ事は繰り返さんほうがいいだろう」

「そ、そうだな。けどじゃあどうやって断る……？」

　客の振りをして、家の人がいないなら帰ると言ってみるやり方はすでに失敗している。他ほかに泊まるところがあるからと言って断っても、この家を避さけて別の家に泊まるとなったら平ひら河かわ家けの恥になるとか何とか言い出しそうだ。

　上手うまい口実が見つけられずにいると、アブデルが賀か茂もを押しのけて前に出た。

「よし。ここは一つ俺おれに任せろ」

「え？　何かいいアイディアでも？」

「うむ。こういう時は逆転の発想だ」

　アブデルはニヤリと笑うと、賀茂たちの話が終わるのを待っていたお蘭らんのほうを向く。

　お蘭もそれに気づいてアブデルのほうを向いたが、たまの時と同様『見え』にくいらしく、ちょっと首を傾かしげながら目をこすった。

　それには構わずアブデルが言う。

「さっきから泊まる泊まらんとごちゃごちゃと揉もめていたが、話し合った結果やはり今夜はここで世話になるのが一番だという結けつ論ろんに達した。突然の来客で大変だろうがよろしく頼む」

「え……？」

　思わず呆あつ気けに取られる賀茂。

　その目の前で、静かに一礼するお蘭。

「かしこまりました。それではお部屋の準備をして参りますので今しばらくこの部屋でお待ちくださいませ」

　そのまま引き留める間もなく部屋を出て行く。

　賀茂は我われに返るとアブデルに詰め寄った。

「おいちょっとアブデル！　今夜はここに世話になるって、アンタ何を勝手に……」

　だがアブデルは涼しい顔だ。

「まぁ落ち着け賀茂。いいか？　冷静に考えてみろ。お前の親の知り合いの寺に泊まろうが、この屋や敷しきに泊まろうが、一体何の違いがある？」

「何のって……」

「どっちに泊まろうが宿泊費はタダだし、どっちの家もどのみち我々にとっては知らぬ家だ。ならば寺に泊まろうがここに泊まろうが変わりあるまい。俺たちとしては今夜の宿さえあればそれでいいのだからな。だったら無理に寺に固執する事をやめさえすれば、それで万事丸く収まる」

「だけど一応仕事も頼まれてるし……」

「仕事といってもどうせ異常がないか聞きに行くだけだろう。ひとっ走り行ってきて、さっさとすませてくれば良い話ではないか。あの人形も、俺たちが今夜はここに世話になると決まれば、ちょっと用事で出かけるくらい引き留めはしまい」

「いやまぁそうだけど、でも向こうだってボクらが泊まるからって事で色々用意もしてるだろうに……」

「だったら彼女が部屋の準備をしているうちに黙だまって出て行くか？」

「いや、それは……」

「それが嫌いやならあきらめてここに泊まるしかあるまい」

「だからそれは……」

「何を躊躇ためらう事がある？　俺おれは何もせっかく出会えた和製ロボメイドさんとこんなにすぐさよならするのがもったいないとか和製ロボメイドさんと一つ屋根の下で過ごしたいとか和製ロボメイドさんに色々ご奉仕してもらうのが楽しみだとかいった理由でここに泊まると言っているわけではなく、あくまでこれがもっとも円満に解決する策だからこそ、この方法を選んだのだぞ。それが不服だというなら責任を持って対案を出せ」

「いやそれどう聞いたってあの人形が目当てだろ……」

　そういうのが本音にあるから心情的に同意しづらいのだ。だが、かといって賀か茂もとしても代わりの案はない。

「みんなはどう思う……？」

　他ほかのメンバーに助けを求めてみる賀茂。

　最初に律りつ子こが返答。

「私もあの人形ちょっと興きよう味みあるから、今夜はこっちに泊まるほうが嬉うれしいかなー」

　続いて真ま央お。

「別にどっちでもいいけど、こっちに泊まるほうがこれ以上歩かなくていいからいい」

　そしてみき。

「お兄様のおっしゃるとおり、ここに泊まるのが一番揉もめずにすむ解決策だと思いますけれど。あの人形に危険はないようですし、万が一何かあったとしてもお兄様がいらっしゃるわけですし」

　最後にたま。

「もうお蘭らんさんもお部屋の支し度たくしに行っちゃってますし、ここに泊めてもらっちゃったほうがいいのかな、って思うんですけど……。久しぶりのお客さんで何だか嬉うれしそうでしたし……」

　見事に全員一致だ。

「これで決まりだな」

　アブデルが勝ち誇ったように言う。

　まあ、確たしかに冷静になって考えれば、ここに泊まる事にしたってこれといった問題はない。ただ、お寺のほうは賀茂たちを泊めるための準備をしてくれているのだろうから、それをこんな直前になってキャンセルするのはやっぱり多少気が引ける。

　腕時計を見ると、四時五十分。地図で見た感じでは、ここから寺まで十分もかからない距きよ離りだったはずだ。今から大急ぎで寺まで走れば、五時過ぎには着けるだろうか。向こうの人が賀か茂もたちのために晩飯の支し度たくを始める前に着けたら、直前キャンセルでも多少は気が楽なのだが。

　そんな事を考えていると、お蘭らんが戻ってきた。

「お待たせ致しました」

　そう言って頭を下げる。

「あの……」

　今からちょっと出かけてくると言おうとした賀茂だが、お蘭に遮さえぎられてしまった。

「ところで皆様、今晩のお食事はいかがなさいましょう？」

　真ま央おが尋たずねる。

「何が出来るの？」

「何分このご時じ世せいですので何でもというわけには参りませんが、ご希望がございましたら極力それに沿う形で努力致したいと存じます。この平ひら河かわ家けの恥とならぬよう精一杯おもてなしさせていただく所存でございます故ゆえ、どうぞご遠えん慮りよなくお申しつけくださいませ」

　それを聞いたアブデルが大いにうなずいた。

「うむ、それでこそジャパニーズ女中ガール。主家の誇ほこりを己おのれの誇りとし、主家の恥は我わが身の恥と考える、この一体感を伴った帰属意い識しきと忠誠心こそは、武士道ならぬ『女中道』の神しん髄ずい。単なる下働きの賃金労働者に堕だした西洋のメイドたちとの決定的な違いだな」

「何だその女中道ってのは」

「知らんのか？　女中道というのは女中のあるべき道を示すための精神的支柱とも言うべきもの。はっきりそれと言語化されるのは雑誌『婦人世界』明治四十二年五月号の記事を待たねばならんが、かつて男にとって武士道が規き範はんとなったように、女にとっては女中道こそが人生の規範だったと言っても過言ではあるまい。かつては女中奉ぼう公こうは女が一生涯を懸かけて勤め上げる価値のあるものと見なされ、女中奉公のキャリアを持つ事は嫁よめ入いりの際の重要なセールスポイントだったほどだからな」

「ちょっと待て。マジでそんな言葉存在したのか？」

　勝手な造語だと思ったらやけに具体的に切り返されて啞あ然ぜんとする賀茂。

　アブデルは滔とう々とうと続ける。

「欧米のメイドたちのようにホイホイと奉公先を変える事は、日本の女中にとっては主家への裏切りであり、よほどの事情がない限りあくまで一つの家に忠義を尽くす。時には二代、三代にも亘わたって何十年も同じ家へ奉公し、その事を何よりの誇りとする。結婚などで奉公を下がった後のちもかつての奉公先を自らの主家と看み做なし、主家の一大事と聞いては真っ先に駆けつけて主家を助ける。侍さむらいが己おのれの主人に命を懸けて仕えるように、女中も主家のため『私』を滅めつして奉公したのだ。一方で主家の側も女中を我が娘の如ごとく教育し躾しつけをし、嫁とつぐ際には主家で嫁入り支度を整ととのえてやり、歳としを取って寡か婦ふとなれば隠いん居きよ所じよを造って養ってやる。それが古き良き日本の女中であり、戦後、家電の発達によって女中という存在が駆く逐ちくされ絶滅させられた最後の日まで、良家に奉ほう公こうする女たちはその気け高だかき精神を保ち続けた。日本の漫画やアニメやギャルゲー文化における和製『メイドさん』が皆一様にご主人様への絶対的忠誠心を持っているのも、この『女中道』が無む意い識しきのうちに魂の遺伝子として深く根付いているお陰かげであり、まさにこれ故ゆえにこそ、maid in japanメイド・イン・ジヤパンは世界中で高い評価を受けたのだ！　たまちゃんも契約など交わすつもりなら、まずは彼女の奉公振りをしっかりと見習って……」

「いや、made in japanメイド・イン・ジヤパンってスペル違うだろ」

　さすがにそこはしっかりツッコむ賀か茂も。

　しかしお蘭らんは、アブデルの言葉に少し表情を曇くもらせた。

「……過分なお褒ほめをいただきありがとうございます。けれども最近は我わが国におきましても、ここ五十年ほどの間に、アメリカ方式などと申しまして女中奉公を単なるお金稼かせぎとしか考えない方も段だん々だんと増えて参りまして、まぁ昨今は戦争などもございますからアメリカ式という言い方は致しませんけれど、とかく若い人は主人と女中の関係を労働と賃金の関係に置き換えて、他所よそにお給金の良い家があるとすぐそちらへ移ってしまうような不義理な者も少なくないようで。私が初めてこの家にご奉公に上がった頃ころなどは、例えば主人が辱はずかしめを受けたならば己の命を賭としてでも仇あだを討つのが女中の気き概がいというものでございましたが、昨今ではそういうわけにも参らぬご家庭が多いようでございます。全く嘆なげかわしい世の中でございますが……」

　頰ほおに手を当て、ハァ、と溜ため息をつく。

　アブデルが目を閉じてうなずいた。

「うむ。まあ、大だい道どう廃すたれて仁じん義ぎありと言うが、殊こと更さらに女中道などを唱となえねばならなくなったのは、むしろ本来の自然な女中道的精神が衰すい退たいし始めたが故ではあるのだろうな。本来なら殿でん中ちゆうに奉公する女子への敬称に近かった『女中』という言葉も、その中身が衰退するとともに侮ぶ蔑べつ的てきな響ひびきを帯びるようになってしまい、今では差別語のような扱いさえされている始末。その女中が蔑さげすみの眼まな差ざしを跳はね返して再び本来の誇ほこりある地位に復権するには、女中の名と割かつ烹ぽう着ぎを捨て、ロングドレスとエプロンとヘッドドレスに身を包み、『メイドさん』なる新たな呼称を手に入れる日を待たなければならなかったのだ！　分かるか賀茂！」

　喋しやべりながらどんどん感情を高ぶらせていって、いきなりどん！と拳こぶしでテーブルを叩たたくアブデル。

　お蘭はちょっとキョトンと小首を傾かしげてから、話を合わせるように口を開いた。

「私には難むずかしい事は分かりませんが、やはり時代とともに人の心は荒廃して行くものなのでございましょうか。もっともそのような不心得な女中が問題になっているのは主に中流のご家庭の話でして、当家では左さ様ような事はほとんどございませんけれども、前に一度だけ学がく婢ひを上げた時は手を焼きました。これがまぁ何かというとすぐ怠なまけて小説などを読みふけっていたり、やれ勉強する時間をよこせだの、学校へ通わせろだのと、呆あきれた心得違いの者でございまして……。あれ以来、学婢だけは決して入れぬようにと旦だん那な様直じき々じきにお達しになられたほどでございます」

　そう言うとお蘭らんは思い出したように再び溜ため息いきを漏もらした。

　たまが首を傾かしげる。

「がくひって何ですか？」

　アブデルが説明した。

「貧しい家の娘が学校に通うための手段として女中奉ぼう公こうに出る事を学がく婢ひと呼んだのだ。元々女中というのは下げ女じよや下げ婢ひなどと呼ばれていたのだが、その『下婢』に『学』の字を組み合わせて作った造語だな。こういう字だ」

　テーブルに指で『学婢』と書いてみせる。

「まあ、この下婢やら下女などいう言葉はイメージが悪いということで、明治の末頃ごろ辺りから『女中』と言い換えるようになったのだがな。だが、下女を女中と呼び変えたところで下女が殿でん中ちゆうの女中扱いされるわけもなく、むしろ反対に女中という言葉に『下女』の持っていた悪イメージがついただけで、十年と経たたずして『女中』という言葉までが侮ぶ蔑べつ的てきなものとなってしまった。まあそのお陰かげで女中に脚光を浴びせづらくなり、巡めぐり巡って『メイドさん』へと生まれ変わったのだと思えば怪け我がの功名かも知れんが。女中さんが女中さんのままでありつづけていれば、今こん日にちのメイドさんの隆盛はあり得なかっただろうからな。……いや、しかし待て。お女中萌もえというのも、これはこれで世が世なれば一世を風ふう靡びしていた可能性も……」

　考え込むように腕を組むアブデル。そこで一いつ瞬しゆん会話が途と切ぎれる。

　さっきから「出かけてくる」と言い出すタイミングをずっと待っていた賀か茂もは、この機きを逃さず口を開く。

「ところでお蘭さん。ボクらちょっとこの近所に用事があるんで、少し出かけてきてもいいかな」

「あ、はい。かしこまりました。お帰りは何時頃でしょうか？」

「多た分ぶんすぐ戻ると思うけど」

「お夕食はこちらでお召し上がりですね」

「うん。お願ねがい」

　賀茂はそう言うと、立ち上がった。時計を見るともう五時だ。さっきから十分も無む駄だにしてしまった。ちょっと急ごう。

　賀茂が立ったのを見て、たまとみきも一いつ緒しよに立つ。

　それを見た律りつ子こが、メンドくさそうに手を振った。

「あ、みんな行くの？　私はここでお茶してるから、頑がん張ばってきて」

「じゃあ私も外暑いからここで待ってる」

　と真ま央お。

　まあ、基本的には賀茂とアブデルの二人で用は足りるので、別についてこなくても問題ないのだが。ただ、律りつ子こと真ま央おの二人だけを残していくのは何となく不安だ。

「みきさんは残って律子たちがあんまりワガママ言わないように見張っててくれる？」

「お目付役、ですか……？」

　ちらっと律子たちのほうに目をやるみき。だらしなく椅い子すにもたれる律子と、反対にテーブルの上に寝そべるようにしている真央を見て、みきは溜ため息いきを漏もらした。

「……あの方たちだけと一いつ緒しよというのは正直気が進みませんが、まあ仕方ありませんね。かしこまりました」

　みきは渋しぶ々しぶうなずいた。

　賀か茂もとアブデルはたまを連れて、洋よう館かんを後にした。
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　お蘭らんは賀か茂もたちを玄関まで見送ってから応接間に戻ると、部屋の脇わきに置いてあった荷物のほうへ向かった。

「お荷物は寝室のほうへお運びしておきますね」

　そう言うと、バッグを積つみ上げて一度に全部ヒョイと抱える。見た目は細いがかなりの重労働にも耐えられる作りのようだ。

「そういえば今日きようはご兄妹の皆様お揃そろいでいらっしゃったのですか？」

　荷物を担かつぎ上げながら、世間話のように尋たずねるお蘭。

「へ？　兄妹って誰だれと誰が？」

　律りつ子こがキョトンとしたように尋ね返した。

　みきが脇から口を出す。

「私とお兄様は兄妹ですが何か？」

「いや、違うでしょアンタも」

　みきはアブデルを「お兄様」と呼んでいるが、それは死んだ実の兄の代わりにそう呼ぶ事を特別に許可してもらっているだけで、血が繫つながっているわけでも何でもない。

　律子の反応に、ハッと口元を押さえるお蘭。

「あっ、違いましたか。失礼致しました。すると皆様、ご親しん戚せきの方で……？」

「あーいやいや、タダの友達。そういや私たちまだちゃんと自己紹介してなかったっけ」

　律りつ子こはそう言うと座り直した。

「んじゃ順番に私から名前言っとくわね。私は佐さ々さ木き律子」

「佐々木様ですね」

「そんな堅っ苦しい呼び方じゃなくて律ちゃんでいいわよ」

「そういうわけには……。では律子様とお呼びさせていただきます」

　ぺこりと一礼。

　続いて隣となりの二人も順に名乗る。

「私、鍋なべ島しま真ま央お」

「勘解由かでの小こう路じみきと申します」

「あと、さっき賀か茂もくんと一いつ緒しよに出てったのがたまちゃん。桂かつらたま。それからあぶでる様は学校で使ってる阿あ部べテルさんって偽ぎ名めいのほうがいいのかな？」

　律子が代わりに紹介しながら、みきのほうを見て首を傾かしげた。

　一方、自己紹介を聞いたお蘭らんは何故なぜか啞あ然ぜんとして立ち尽くす。

「桂家に鍋島家に万里までの小路こうじ家でございますか？　公こう侯こう伯はくと爵しやく家け揃そろい踏みではございませんか！」

　反射的に直立不動の姿勢を取る。たまや真央の名みよう字じが華か族ぞくの家名と偶然重なっていたのを思い切り勘違いしたらしい。もっとも、この家も相当立派な屋や敷しきだったようだから、ここへ遊びに来るような関係の人間で名字が重なっていれば華族の子女だと思い込んでも、それはそれでやむを得ないのかもしれないが。

「ぞ、存じ上げませんで、大たい層そう失礼を……。なるほどそれでこの時分にもそのような高価そうなお召し物で……」

　勝手に一人合点するお蘭。

「いえあの、私は万里小路家ではなく勘解由小路です。伯爵家ではありません」

　名前を間違えられていたみきが訂正する。

「あっ、失礼致しました。けれどやはりそのお名前でしたら、公く卿ぎよう様のお家柄なのでしょう？」

「さぁ……。かつてはそうだったとも聞いておりますが、とうにその身分は失って、今は家名だけが虚むなしく残っている次第です」

　溜ため息とともに頭を振るみき。

　その時、館やかたの外で唐とう突とつに唸うなるようなエンジン音が響ひびいた。続いてガーッとやかましい騒そう音おん。その振動で、窓ガラスやテーブルの上のティーカップまでもが小刻みに震ふるえる。

「何？」

　窓の外を見るみきと律子。だが、この部屋の窓からでは音のする場所は見えない。

　その時、カシャンと何かがスライドするような音がした。

　振り返ると、お蘭が騒音のするほうを鋭するどく睨にらんでいた。さっきまでとは明らかに顔つきが違っていて、まるで別人のようだ。

「……申もうし訳わけございません。少し席を外させていただきます」

　お蘭らんはこわばった表情でそれだけ言うと抱えていた荷物を降ろし、くるっと踵きびすを返して部屋を出て行った。

「何なのかしら？」

　何か異常事態かもしれないと、ワクワクしたように目を輝かがやかせる律りつ子こ。隣となりに座っている真ま央おの帽子をポンと取る。

「真央ちゃん、アンタ耳いいでしょ？　何が起こるか聞き耳立てて解説してくれる？」

「んー？　いいけど、騒そう音おんのほうに歩いてってるだけみたいだよ？　あ、今ドア開けた。外に出るみたい」

　耳をヒクヒクさせながら説明する真央。玄関とは違う方向に歩いていったから、勝手口か何かだろうか。

　そう思った瞬しゆん間かん。

　突然、室内の明かりが消えた。

「あれ？」

　天てん井じようのシャンデリアを見上げる律子。

　みきも上を見ながら首を傾かしげた。

「どうしたのでしょう？　停電でしょうか？」

「かな？　まだこの時間帯なら、今の時期明るいから平気だけど」

　律子は窓のほうへ視し線せんをやりながら言った。そして何かに気づいたように目を留めると、窓まど際ぎわに近づいた。

「ん？　ちょっとこれ……」

「律ちゃんどうかした？」

　真央が近づいて尋たずねる。みきも席を立って律子の後ろまで行った。

　律子は、アーチ型をした背の高い窓を見上げた。

「ちょっとこの窓ガラス見て」

「え？」

「さっきまで綺き麗れいだったのに、いつの間にか曇くもって真っ白。ホラ」

「あ、ホントだ」

　気づいてちょっと驚おどろく真央。

　律子は窓ガラスを指でなぞった。だがガラスに指の跡はつかず、なぞった指にも汚れはない。

「内側は綺麗だわ。これ全部、外から吹き付けた砂すな埃ぼこりね」

　それを聞いてみきが首を傾げる。

「でもこんな砂埃などいつの間に……。奇妙ですね。こんな風もない日に……」

　そう呟つぶやきながら自分も窓まど際ぎわに近づいて、ハッとしたように窓枠に目を留めた。

「これは……？」

「ん？　みきちゃんどうかした？」

「いえ、この窓枠ですが、先ほどまでと比べて急に古びているような……」

「あ、ホントだ。蝶ちよう番つがいとか錆さびついてるし。逆光だからくすんで見えるってだけじゃなさそうね」

　律りつ子こも顔を寄せてうなずいた。

　その時後ろから真ま央おが声をかけた。

「律ちゃん見て。窓だけじゃなくってこっちも何かボロっちくなっちゃってるよ！」

　言われて二人が室内を振り返ると、ソファの布張りや部屋の壁かべ紙がみはすっかり色いろ褪あせてところどころ破れている。何十年も放置されたあばら屋そのものだ。

　好奇心を煽あおられたように表情が輝かがやき出す律子。

「どうも、単なる停電じゃなさそうね」

　真央は少し不安げに律子にくっついた。

「何か、昔話とかで狐に化かされたお話みたいじゃない？　お屋や敷しきに招かれたと思ったら、朝になったらあばら屋だった、っていう……」

「あー、言われてみたらそんな感じね。じゃあ、案外さっき出された紅茶も本当は馬のおしっことかだったりして？」

「ちょ……っ、やめてよそういう事言うのー！」

　うげっ、と吐きそうな顔をする真央。テーブルに戻ってカップに残った紅茶の匂においを嗅かいでみる。そしてホッとした顔。

「さっきより香りしないけどギリギリで一応何とか紅茶っぽいよ。腐った臭においもしてないし」

　みきがしゃがみ込んで絨じゆう毯たんを撫なでながら呟いた。

「確たしかに、急に古くなったというよりは、先ほどまでの小こ綺ぎ麗れいな室内の様よう子すのほうがまやかしと考えたほうが良さそうですね。この家は戦時中に放棄されて以来今日きようまで放っておかれたのですから、むしろこのような光景こそが本来の姿なのでしょうし……。恐らくあの人形の力によるものかと」

「そっか。だからお蘭らんちゃんが外に出ちゃったせいで力が届かなくなって元の姿に戻っちゃったのね」

「私の霊れい視し力りよくでは何も『見え』ませんので断定は出来ませんが、恐らく……。お兄様たちがいらっしゃれば、もう少しはっきりした事が分かるのでしょうけれど……」

「ま、ともあれ紅茶の葉っぱが腐ってなかったのは不幸中の幸いだったわね。お蘭ちゃんが中にいればちゃんと香りも楽しめるし」

　律子がそう言った時、外で重い金属が激はげしくぶつかり合う音がした。さっきまでの騒そう音おんとは違う。続いて男の物と思われる悲鳴。

「何？」

　反射的にまた窓まど際ぎわへ駆け寄る律りつ子こ。

「あー、クソ。窓ガラス曇くもっちゃってて何にも見えないわね。無理やり開けたら壊こわれそうだしなー」

　完全に錆さびついた蝶ちよう番つがいを眺めながらもどかしそうに愚ぐ痴ちる。

　その時真ま央おが耳をピクッと動かして後ろを振り向いた。

「あっ！　ドア開いた！　さっきのメイドさん帰ってくるよ！」

　その真央の言葉とほぼ同時に、応接間の様よう子すが急に元に戻った。絨じゆう毯たんも壁かべ紙がみもソファもテーブルも、全すべて新品同様に綺き麗れいに輝かがやき出す。消えていたシャンデリアの明かりも点灯した。

「やっぱお蘭らんちゃんが中にいる時だけ綺麗な状態なのね」

　部屋の中を見回しながら椅い子すに戻る律子。

　みきが律子と真央に声をかける。

「とりあえず席に着きましょう。家の人がいない間に部屋の中をウロウロしているというのはあまり品の良い振ふる舞まいではありません」

「それもそうね。真央ちゃん、戻って来て座りなさい」

「はーい」

　律子が真央を呼び寄せて、全員座ったところへお蘭が早足に戻ってきた。

「失礼致しました。もう片づきましたので」

　そう言ってお辞じ儀ぎするお蘭。

　律子が尋たずねる。

「外で何があったの？」

「実は……」

　お蘭は少し浮かぬ顔をした。

「……先ほども申しましたとおり、この家は今、私が女一人で守っているものでございますから、それを嗅かぎつけた良からぬ連中が時折ああして押しかけてくるのでございます」

「じゃあ、それを追っ払ってきたわけ？」

「はい。旦だん那な様たちがお戻りになられるまでこの家の留守を守り通す事が、私の使命でございますから」

　そう言って笑うお蘭の右手をふと見ると、円えん錐すい形けいのでっかいドリルがついている。

　律子がそれに気づいて尋ねた。

「あれ？　お蘭さんそれは？」

「はい？　何でございましょう？」

「いや、右手にドリルが……」

「あ。これでございますか」

　ハッと顔を赤らめるお蘭らん。

「先ほど悪人どもを追い払う時に付け替えたのですが、慌てていたものですから元に戻すのを忘れておりました。すっ、すぐ戻しますので」

　うっかり付け替えるのを忘れていた事を恥ずかしがっているのか、ドリル装着自体を恥ずかしがっているのかは分からないが、とにかく大急ぎでドリルを外すと、エプロンのポケットから右手を取り出して装着する。

「それではっ、おっ、お荷物お運びしてしまいますね」

　照れ隠しのように慌ただしく会釈をすると、いそいそと部屋をあとにするお蘭。

　ポカーンとして見送る律りつ子こたち。

　お蘭がいなくなると同時にみきが呟つぶやいた。

「女中として作られた人形に、何故なぜドリルが……」

　律子が応じる。

「分かった。いざとなったらあのドリルで防ぼう空くう壕ごうとか掘る予定だったのよ多た分ぶん。あとは本土決戦に備えて塹ざん壕ごう掘ったり」

「あれで戦車をやっつけたりするんじゃないの？　穴掘るよりもそのほうがかっこよくない？」

　真ま央おも適当な思いつきを述べる。

　その後、お蘭のいなくなった部屋では、謎なぞの右手のドリルについての詮せん索さくが続いた。




　一方その頃ころ。

　寺に着いた賀か茂も、アブデル、たまの三人は、客間でお茶を出されていた。

「や～、よう来てくださった。よう来てくださった」

　出迎えたのは、五十歳前後と見られるやや脂ぎった感じの住じゆう職しよく。頭は綺き麗れいに禿はげきってツヤツヤと光を反射しており、口元には真っ黒な口ひげを生はやしている。何となく狸たぬきみたいな印象を受ける。

「今日きようは六人で来ると聞いとりましたが、他ほかのお友達はまだですか？」

「あ、それが実は急な事情で別のところに泊まる事になりまして……」

「おお、そうですか。じゃあ今夜はお三人だけという事でよろしいんですかな」

「あ、いえ、実はこんな直前に言うのも何なんですけど、ボクらもそっちに泊まる事にしようかという話に……」

　賀茂が恐る恐るそう言うと、住職は意に反してニコニコと笑った。

「ああ、そうですかそうですか。いや、それは助かった」

「え？」

「実はまだ何も用意しとらん状態でしてな、部屋はまああっちの十畳間のほうに雑魚ざこ寝ねしてもらったら何とでもなりますけど、食べモンとかの買い出しを忘れてまして。でも今日きようは泊まらんのでしたら気にする事ありませんな。食費もかからずにすんで良かった良かった」

　そう言って吞のん気きに笑う住じゆう職しよく。賀か茂もとしては正直ちょっと気が楽になった。

「それにしても大きくなりましたなぁ。ご両親の代理を務められるほどで。いや立派立派」

「え？　以前にお会いした事ありましたっけ……？」

「いやまあ儂わしが見たのは十五年も前の事じゃで、アンタは憶おぼえておらんでしょうが」

　ニコニコと笑え顔がおで喋しやべる住職。笑うと案外人が良さそうな人相だ。

「ま、遠えん慮りよせずお茶菓子でも召し上がってくだされ」

　皿に載せた饅まん頭じゆう菓子を勧める。

「はぁ……。じゃ、いただきます」

　とりあえず湯ゆ吞のみに手を伸ばす賀茂。

「ところであの、両親から最近異常がないかどうか聞いてこいって言われてきたんですけど、何かありましたか？」

「ん？　ああ、そうそう。それがアンタ、今年ことしは珍しい事にこれといった異常はほとんどなくて平和なもんでしてな」

「今年『は』……？　って事は例年は……」

「そりゃもうここ十年近くずっと異常続きでしてな。ここからちょっと離はなれた場所にうちの管理しとる墓地がありまして、そこで必ず何か奇妙な事が……。ご両親から聞いておらなんだですか？」

「え？　ええ。特に何も……。ただ、お盆ぼん前後は戻ってくる霊れいが多いから念のため様よう子すを聞いてこいとしか」

「ああ、そうですかそうですか。では今年は特に異常がない事は、ご両親はとっくに知っておったんですかな。それで自分たちで来るまでもないから代理でアンタさんを修行代わりによこしたと。さすがですなぁ、あのお二人は」

　感心したようにうなずく住職。でも多た分ぶん本当は、毎年異常があると言ったら賀茂が嫌いやがって断るかもしれないから噓うそをついたに違いない。

　しかし、毎年あそこの墓場で異常があったというのは、やはりたまの妖よう気きのせいだろう。賀茂の父と母でも、たまの妖気を完全に祓はらってしまうのは無理だったのだろうか。いや、そのまま残しておいたほうが毎年仕事が入ってくるからと、わざと結界を張るだけで放っておいた可能性もある。帰ったらちょっと問いつめてやろう。

　だがまあ、すでに妖気は浄化されているし今年は特に異常はないそうだから、この場はとりあえず用ずみだろうか。

「じゃあ、今年は特に何もないって事でしたら、今日はもうこれで……」

　賀か茂もが帰ろうとすると、住じゆう職しよくはハッと思い出したように膝ひざを叩たたいた。

「あっ、そうそう。忘れておった。実は一つだけ、ちょいと気になる事がありまして」

「気になる事？」

　あるのか。せっかく何もしないで帰れるかと思ったのだが。どんな事だろう。あまり厄やつ介かいな事でないといいが。

　住職は表情を曇くもらせた。

「実は先ほど言っておりました墓地のすぐ隣となりに古い洋よう館かんがありましてな。新たな墓地にするために最近そこを土地ごと買い取ったのですが……」

「はぁ……」

　洋館というと、お蘭らんが住んでいるあの建物だろうか。古い洋館などそうそうあるものではないだろうし、墓地に隣りん接せつしていると言ったら多た分ぶんあそこに違いない。まさかこの住職が買い取っていたとは意外だが、それよりも何かあったのだろうか。お蘭を目もく撃げきした人が、動いている人形がいるという事で騒さわいだりしたのかもしれない。

「その洋館が、何か……？」

「……いや、これが長年の間ずっと手つかずのまま放置されておって、土地の権利もどうなっておるのか色々ややこしい問題がありましてな。ようやく買い取ったはいいが、いざ洋館の取り壊こわしをしようとすると何者かが妨害を始めまして、お陰かげで作業がちっとも進まず……」

「工事の妨害ですか」

　お蘭絡がらみではないのか。何となくホッとする賀茂。

「でもそれだったらボクらじゃなくて警けい察さつとかもっと他ほかのところへ相そう談だんに行ったほうが……」

　霊れい能のう稼か業ぎようの賀茂には、生身の人間同士の争いは畑違いだ。

　だが住職は首を振った。

「いや、もちろんそれはおっしゃるとおりなのですが、何やら最近ちょっとおかしな噂うわさがありましてな……」

「おかしな噂？」

「はぁ。最初は、夜の間に敷しき地ち内ないに置いておいた作業機き械かんが壊されとったんですな。で、買い取る際に色々とまぁ面めん倒どうがありましたんで、どこかから恨うらみでも買って妨害されておるんだろうかと、夜中に見張りを立てたんです。ところがいくら見張りを立てておいても、誰だれも外から侵入していないのにやっぱり壊される。更さらに、誰もいないはずの洋館の中で動いている人ひと影かげを見たという者が出始めたんですわ。現場では洋館に住み着いた化け物の祟たたりじゃないかという噂が立って、もっとも最初のうちは誰も本気にしとらんでしたが、あんまりにもおかしな事が長い事続くもんで、最近では気味悪がって作業を嫌いやがる者も出始めておりまして……。ほれ、すぐ隣の墓地では毎年のように何かあったもんですから、こちらの噂もただの噂として放っておくわけにも参りませんで」

「はぁ……」

「それで一応アンタがたにも見ていただきたいと思いましてな」

　住じゆう職しよくはそう言うと立ち上がった。

　賀か茂もたちは住職の車に乗せられて問題の洋よう館かんまで移動した。




　正門の前に車を着けると、賀茂、アブデル、たまの三人は車を降りた。

「ここです」

　見るとやはりさっきの洋館だ。

　たまが賀茂の服を引っ張る。

「賀茂さんここって……」

「うん。やっぱここの事か」

　賀茂は振り返ってうなずくと、建物の屋根を見上げて少し面めん倒どうくさそうに頭を搔かいた。

「こっちです」

　住職は門を開けて中へ入ると、建物の向かって左側の庭へと足を向けた。賀茂とアブデルがその後に続く。たまも置いて行かれないよう小走りで賀茂の後を追った。

「賀茂さん、お蘭らんさんは無害だって言ってましたよね……。じゃあもしかして他ほかにも何かあるんでしょうか……」

　お蘭なら人形が化けたものと言っても人とほとんど変わりないから平気だが、それ以外にも何かいるとしたらちょっと怖い。たまは自分も悪あく魔まのくせにお化けは苦にが手てなのだ。

　たまが少し怯おびえているのに気づいて、賀茂はポンとたまの頭を叩たたいた。

「大丈夫だよ。住職さんの話じゃ多た分ぶん、お蘭さんを目もく撃げきした人の話と土地の権利関係で揉もめてる話が一いつ緒しよになって怪かい談だんっぽくなってるだけだろうし。……まあ、人形が動いてるってだけで普通は充分怪談だけど」

　住職には聞こえないよう小さな声でそう言って安心させる賀茂。

　だがアブデルが厳きびしい表情で言った。

「いや、そう判断するのはまだ早いぞ賀茂。過去にこの洋館へ流れ込んだたまちゃんの妖よう気きが全すべてあの人形に吸収されたとは限らん。どれくらいの量が流れ込んだか分からんが、場合によっては館やかた全体が幽ゆう霊れい屋や敷しき化している可能性もなくはない」

「う～ん……。ここからざっと『見た』感じじゃ、古いせいで気け配はいが怪しくなってるって程度だと思うんだけどなぁ……」

　歩きながら建物のほうを霊視して首を捻ひねる賀茂。

「俺おれも初めはそう思ったが、吸収された妖気が完全に館と一体化した状態でじっとしていたら、ちょっと『見た』だけでは分からん場合もある。外部からの影えい響きようを受けているのではなく、外部に影響を与えているのでもない状態では、内部まで霊視していかん限り因果系列の歪ゆがみは見つからんからな」

「まあそうだけど」

「それにあの室内の小こ綺ぎ麗れいさは、あの人形が手入れを怠おこたっていないというだけでは説明がつかん。六十年以上張り替えていないにしては壁かべ紙がみやソファの布張りなどが新しすぎるし、外から見て曇くもっていたガラスが中から見ると綺麗だというのもおかしい。建物全体にも何らかの力が働いている可能性は高い」

「そういやたまちゃんの妖よう気きを吸収したにしては、あの人形が動くのに使ってる霊れい力りよくはちょっと少なすぎるしな。後で建物自体ももうちょっとしっかり『見て』みたほうがいいか」

　小声でそんな会話をしている二人を、何だか難むずかしそうな話をしてるなぁと感心しながら眺めるたま。しかし、そんな他人事のような感想ではいけない。そんな事だから「契約するなどまだ早い」とアブデルに言われてしまうのだ。せっかくついてきたんだから、何かお手伝い出来なくてはしょうがない。出来もしない事をやろうと無理して出しゃばって足を引っ張っては意味がないが、今の自分に出来る範はん囲いでもやれる事はあるはずだ。そう思い直すと、たまは建物に向かって『眼め』を開いてみた。肉眼で見える以外の物がいくつも重なって見えてしまうと目が回るので普ふ段だんは滅めつ多たに霊視の『眼』を開かないようにしているたまだが、単純な霊視力だけなら人間である賀茂よりも遙はるかに遠い因果まで届く。もしかしたら、受肉して能力に制限を受けているアブデルよりも、何の制限もないたまのほうが上かもしれないくらいだ。そう思って気合いを入れるたま。

　しかし、遠くまで眼が届くと言っても一度に認にん識しき出来る範囲が変わるわけではない。更さらにたまは、霊視する範囲をきちんとコントロールする訓練も複雑に入り組んだ因果の網あみの目を正せい確かくに辿たどる練習もしていない。数秒前の様よう子すを見ようとして一気に何年も遡さかのぼってしまったり、直接の影えい響きよう関係を辿るだけのつもりが二次的、三次的な間接原因まで一足飛びに飛んでしまったりして、全然関係ないところに迷い込んでしまったりする事は日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。果たして今回も、すぐ目の前にある建物の外がい壁へきを『見る』ところまでは簡かん単たんに出来たが、建物内の霊気を探ろうとした時にうっかり間違えて壁の石材の過去へと飛んでしまい、そこから石材切り出し現場で働いている青年の様よう子すに迷い込み、間違えた事に気がついた時には病気のお袋さんと幼い弟妹たちをたった一人で支えて生きる青年の愛と涙の半生をダイジェストで見ながら滝のような感かん涙るいを流していた。

「……たまちゃん？　どうかした？」

　賀か茂もの心配そうな声にハッと我われに返るたま。

「えっ？　いっ、いえっ、なっ、何でもないです……」

　慌てて涙を拭ぬぐうと、たまは真まっ赤かになって首を振った。調ちよう子しに乗って賀茂の代わりに出来もしない霊視をしようとして失敗したなんて、ちょっと恥ずかしくて言えない。

「ホントに平気……？」

　気き遣づかわしげな賀か茂も。突然泣いたりしたから心配させてしまったらしい。

　たまはかぁ～っと赤くなったまま、うつむいて賀茂を押しやる。

「あのっ、後でっ、後で説明しますから。とにかくあのっ、ホントに何でもないんで……」

　やがて住じゆう職しよくが立ち止まった。庭の片隅におかれたブルドーザーとクレーンを指さす。

「これが壊こわされた重じゆう機きなんですが。本当はもっとたくさんあるんですが、みんな修理に持って帰ってしまって、ここに置いてあるのは一週間前に壊されたこれだけですわ」

「はあ。じゃ、ちょっと調しらべてみます」

　ブルドーザーに近寄る賀茂とアブデル。たまも後ろから背伸びして覗のぞき込む。

　外装があちこちへこまされて、エンジン部分にはドリルで開けたような穴がある。

「見た感じ、外部から力が加わって破は壊かいされてる感じだな」

「うむ」

　賀茂の呟つぶやきにアブデルもうなずいた。

「霊れい視ししてみなくても分かるんですか……？」

　不ふ思し議ぎに思って尋たずねるたま。

　賀茂は振り返った。

「ん？　ああ、もちろんしてみないと確かく実じつな事は言えないけどね。ただ霊れい障しようで壊れる時は大抵、一部が急きゆう激げきに劣化するか、動くはずの可動部位が急に動かなくなって無理な力が加わり自壊するのが普通だから。ぶん殴られてへこんだ跡がつくっていうのは、どうにも霊障っぽくないなと思ってさ」

「なるほど……」

「いきなり霊視すると雑多な情報が一気に『見え』てきちゃって、必要なものとそうでないものの区別が大変になるから、何を『見る』べきか予あらかじめ大ざっぱな見当つけておくと少しだけ楽なんだ。長時間霊視してると疲れるしね」

　やっぱり色々と考えてるんだなぁ、と感心するたま。自分みたいに何も考えず闇やみ雲くもに霊視してみても、変なところに迷い込むのは当然なのだ。

　賀茂はブルドーザーのほうに向き直った。

「んじゃ、とりあえず霊視してみるかな」

　そう呟いて精神を集中させる賀茂。たまも真似まねしてもう一度霊視してみる。しかしまた失敗して、ブルドーザーのメーカーの親会社の社長の息子夫婦と姑しゆうとめの確かく執しつの修しゆ羅ら場ばへと迷い込んでしまった。

「……やっぱり破壊跡に残存した霊気や妖よう気きはないか。壊されたのは一週間前って言ってたけど…………ん、これか？」

「あっ、賀茂さん何か見えましたか？」

　姑にいびられて一人泣いている嫁よめをその家のお抱え弁べん護ご士しが慰なぐさめている様よう子すをハラハラしながら眺めていたたまは、賀か茂もの声に思わず『眼め』を閉じて賀茂の横顔を見る。

　ブルドーザーのほうを霊れい視ししたまま答える賀茂。

「ん、何か漫画に出てきそうな円えん錐すい形けいのドリルみたいなのが見えた。でもその周辺の因果系列には、霊的な物が物体に直接作用してるような不自然な歪ゆがみはないな……」

「ってことは……」

「うん。少なくとも、このドリル自体は普通のドリルだ。いや、あんまり普通じゃないけど、少なくとも霊的なものじゃない。このドリルを使ってるのが何者か『見え』ればいいんだけど、一週間も前だと系列乗り換えるのはちょっと難むずかしいな……え～と、ここをこう……」

「どうですか？　何か怪しげなモンでも見えましたか？」

　賀茂がもう少しよく見ようとしたところで住じゆう職しよくが尋たずねてきた。

　賀茂は一いつ旦たん霊視の『眼』を閉じると首を振る。

「いえ、今ザッと見たところでは特に霊れい障しようといった感じのものは何も……」

「ああ、そうですか」

「この穴が開いた原因はドリルみたいですね」

「ドリルですか。するとやっぱり誰だれかが忍び込んで壊こわしに来てると……」

「もうちょっと調しらべてみないと断言出来ませんけど、今『見た』限りではその可能性が強いんじゃないかと」

　そう言った時、建物の角の向こうから作業着姿のひげ面づらの男が血相を変えて走ってきた。工事の人だろうか。住職の姿に気づいて足を止める。

「あっ。住職さん！　来とったんですか」

「おう、熊くまさん。どうしたね、そんな慌てて」

「仲間がエラい事になっちまって。一人じゃ助けられんですから応援を呼ぼうかと」

「エラい事？」

「はあ。俺おれがションベンしてたら何かデカい音が聞こえてきて、何かあったのかと戻ってきたら奴やつの姿が消えてて、どこ行ったかと思ったらあっちの庭の一本杉のてっぺんに吊つるされちまってて」

　困こん惑わくした顔で額ひたいの汗を拭ぬぐう作業員。

　賀茂たちは顔を見合わせた。慌てて現場へ駆けつけると、高く伸びた大きな杉の木のてっぺんに太った男が逆さかさ吊りになっているのが見えた。ぐったりした様よう子すで動かない。

「生きてるんだろうな、アレ……」

　賀茂が見上げて呟つぶやいた。たまも思わず賀茂の服の背中にしがみつきながらごくりと唾つばを飲む。

「とりあえず男手が集まったんで、皆さんに協力してもらって救助していいっすか？」

　ひげ面の作業員が賀茂たちを見ながら住職に頼む。

　住職が賀茂を見た。

「いいですよ。そのほうが助けを呼びに行くより早いですし」

　賀か茂もがうなずき、この場で急いで助ける事に決まった。ひげ面づらがロープの束たばを二つ肩に担かついで木に登り、吊つられた男の所まで行く。男を吊り下げている縄なわを囲むように、自分で持って上がった細いほうのロープを小さな輪わにして通すと、端を地上に投げる。縄に結わえられた輪の部分は、そのまま重さで縄を滑すべり、縛しばられた男の足の結び目までずり落ちた。

「降ろす時に揺れて木の幹みきに頭ぶつけないよう、コイツしっかり持っててやってくだせえ！」

　ひげ面が樹じゆ上じょうから指示を出す。続いて太いほうのロープを手に取り、男を吊り下げている縄にガッチリと縛しばり付けた。そしてロープを枝に引っかけ、端をまた地上に投げてよこした。

「今からこのガキを枝に吊り下げてる縄切りますんで、今投げたロープ、何人かでしっかり摑つかんでピンと張っといてください！　このガキが落っこちねえように！」

　賀茂とアブデルと住じゆう職しよくの三人で摑んだ。先に投げられた細いロープはたまが持つ。その状態を確かく認にんしてから、樹上のひげ面は最初に男を吊り下げていた縄を枝から切り離はなした。縄の切り目近くに団子結びをして滑り止めを作り、結び付けたロープから縄が滑り落ちないようにする。賀茂たちが持っているロープと男を吊つるしている縄が一本に結びつけられて、吊られた男を地上の賀茂たち三人で支えている形になった。

「オーケーです！　ロープ少しずつ緩ゆるめて、降ろしてやってくだせえ！」

　ひげ面が合図する。賀茂たちは手に持ったロープを徐じよ々じよに緩めて、揺らさないよう注意しながら吊り下げられた男を少しずつ地上へと降ろした。ひげ面の作業が素早く的てき確かくだったお陰かげで、完全に地上に降ろすまで十分とかからなかった。

　降ろした男を見ると、ひげ面の作業員と違ってこちらはまだ若い。気絶しているが命に別状はないようだ。とりあえず地面に寝かせておいたが、木に登っていたひげ面の作業員が降りてくるまでの間に意い識しきを取り戻した。

「で、何があったんだ？」

　ひげ面の作業員が尋たずねる。

　若い太った作業員は意識をはっきりさせるように頭を振ってから口を開いた。

「いや、熊くまさんに言われたとおりにあそこの切り株をショベルカーで掘り返してたら突然何かが飛んできて……。気がついたらショベルカー壊こわれて横倒しになってるし、自分は縛り上げられて吊されてるしで……」

　太った男が指さす方向を見ると、ショベルカーが大破して倒れている。

　住職が尋ねた。

「何かが飛んできたって、何がだ？」

「一いつ瞬しゆんだったんでよく分かんなかったっスけど、何か女みたいでした。エプロンして長いスカートの服着て……」

　それを聞いたひげ面が馬ば鹿かにしたように否定する。

「女一人でショベルカー横倒しにしたりあんな高い木の上にお前吊つり下げたり出来るわけねぇだろが。テメェ自分の体重何キロあると思ってやがんだ」

「いや、だけど……」

　やりとりを聞いていた賀か茂もが思わずアブデルの顔を見る。

「エプロンして長いスカートで女って、もしかしてあの人形じゃ……」

「あの人形って、お蘭らんさんですか……？」

　たまが尋たずねる。

　その時、唐とう突とつに背後から声がした。

「祟たたりじゃ……！」

　何事かと思って振り返ると、腰の曲がった老ろう婆ばが一人。軽く八十歳は超えているだろうか。杖つえを片手にこちらを睨にらんでいる。

　熊くまと呼ばれていたひげ面づらの作業員が慌てて側そばに寄った。

「婆ばあさん、危ないから勝手に工事現場に入ってきたら駄だ目めだって何度言ったら……」

　だが老婆はその手を振り払うと、しわくちゃな顔を一いつ層そうくちゃくちゃにしかめた。

「お前たちこそ、危ないからここの屋や敷しきに手を出すなと儂わしがあれほど言っとるのに、ちぃとも聞きやせん」

　住じゆう職しよくが割って入った。

「まあまあ、宮みや田たの婆様。だから今日きようは婆様の話を聞いて、霊れい能のう力りよく者しやの方をお願ねがいして連れてきておるんで……」

　そう言いながら賀茂とアブデルを手で示す。

「さっきも検分してもらったが、特に祟りのようなことはないと……」

　老婆は賀茂たちを胡う散さん臭くさそうに一いち瞥べつして、フンと鼻を鳴らした。

「こんな頼りなさそうな若造に何が分かるか」

「いやいや、確たしかに見た目は一見頼りなさそうだが、若くてもちゃんと立派なその道の修行を積つんだ人だと儂が保証するんで」

　それを聞いて、やっぱり賀茂さんは若くても実力はちゃんと認みとめられてるんだなぁ、と素直に感心するたま。

　そのたまの後ろで賀茂はぼそっとアブデルに呟つぶやく。

「保証するも何も、住職さんだってこっちの実力なんて何も知らないはずだけどな……」

　たまと違ってあくまでツッコみ属性の賀茂である。

　老婆はジロリと賀茂を見上げた。だがすぐプイと背を向ける。

「アンタらもつまらん遊びしとらんでさっさと帰れ。怪け我がせんうちにな」

　そのまま歩き出す老婆。

　あの老婆には残念ながら全然信用されてないようだ。それを見てたまは自分の事のようにがっかりした気分になる。

　一方賀か茂もは当たり前のような顔で、やれやれと軽い溜ため息いきを漏もらした。

「ま、見るからにまだ学生のボクらを単純に信用するほうがおかしいよな」

　そのあっさりした態度にたまは、やっぱり自分なんかよりも賀茂さんはずっとずっと大人おとなだなぁ、と賀茂の横顔を見上げながら改めて思った。

　老ろう婆ばの後ろ姿を目で追いながら、住じゆう職しよくは困ったように賀茂に苦にが笑わらいして見せた。

「いやもう困ったもんで。毎日のようにアレですわ。実は最初に幽ゆう霊れい騒さわぎを言い出したのもあの婆ばあ様とその仲間でしてな。十数年前に一度この土地に買い手がついて、この屋や敷しきも取とり壊こわそうとした事があったんですが、そん時も工事の人に怪け我が人にんが出た途と端たんにあの調ちよう子しで『祟たたりじゃ』『危ないから手を引け』の一点張りで。結局その時の買い主は気味悪がってすぐに手放しまして、それ以来この屋敷の権利は色んな人の手を転々としとったんですが、みんな工事をあきらめてしまいまして。で、それをまた面おも白しろがって『あの人らは化け物を見たから怖がって撤てつ退たいした』とか言いふらす奴やつがおるんですな。あの婆様もそうですが、とにかく年寄りは迷信深くてかなわん。お陰かげで作業員たちも不安がって仕事になりませんで……」

「はぁ……」

　曖あい昧まいな返事を返す賀茂。

　アブデルが賀茂に囁ささやく。

「どうやら住職としては、本気で霊れい障しようだと思っているわけではなく、あの老婆を説得したいというのが本音のようだな」

「うん。でももしかしたらお蘭らんさんの仕し業わざの可能性もあるし……」

「うむ。あの老婆が何故なぜ祟りだと思ったのか、理由は一応聞いておきたい」

「そうだよな」

　賀茂はうなずくと住職のほうに向き直った。

「あの、すいません。ちょっとあのお婆さんの話も気になるんで、一いつ旦たんここで失礼していいですか？」

「あの婆さんの話を？　でもさっき、霊障じゃないと……」

　嫌いやそうに顔をしかめる住職。

「いや、あの時点では霊障の徴候は見つからなかったというだけで、まだ分かりません」

　賀茂は正直にそう言うと、老婆の去ったほうへ足を向けた。

「それじゃ、ちょっと行ってきますんで」

　その後ろから心配そうな声が追いすがる。

「それであの、もし本当に霊障だった場合は……？」

「その時は後でまた報告に行きますから。とにかくあのお婆さんに話を聞いた後、試しに今夜は一晩ここで明かしてみます」

「賀か茂もさん、試しにって、最初からここに泊まるはずじゃ……」

　たまが不ふ思し議ぎそうに尋たずねると、賀茂はちょっと笑って答えた。

「まあホントはそうだけどね。事情説明するのはちょっとややこしそうだから」

　それから住じゆう職しよくのほうをもう一度振り返る。

「それじゃ失礼します」

「あの、本当に霊れい障しようだった場合、相そう談だん料はどうなるんで……」

「ああ、すいません。そこら辺は親に連絡して相談してもらえますか」

「は、はぁ……ご両親にですか……」

「はい。普ふ段だんそちらとどういう料金で契約してるか聞いてきてませんので。すいません」

「ハァ……分かりました……」

　何やらどんよりと暗い顔になる住職。

　洋よう館かんの敷しき地ちを出ると、アブデルが呟つぶやいた。

「あの住職の様よう子す……。普段よっぽど追加料金でたかられているようだな、お前の両親から」

「みたいだな……」

　賀茂はうなずくと、はぁ～っと再び大きな溜ため息いきを漏もらした。

　たまはその賀茂の顔を見て、よく分からないけどお仕事ってやっぱり大変なんだなぁ、と思った。
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　老ろう婆ばの家の前まで辿たどり着いた賀か茂もは、玄関先でアブデルの顔を見た。

「で、どうやって切り出す？」

　さっきの屋や敷しきの庭での様よう子すからして、こっちは全然信用されていないわけである。どうやって話を切り出そうか正直迷う。

　アブデルは考え込むように顎あごをさすった。

「……よし。信頼されていないというなら、ここは一つ信頼させるためのパフォーマンスだな」

「パフォーマンスったって……。何やるんだ？　霊れい視しして何か当ててみるとか？」

「いきなり尋たずねてきて頼まれてもいないのに霊視か。まるで霊感商法のようなやり口だな。それでは余よ計けい怪しまれそうではないか？」

「うっ。まあそうだけど……。じゃあアブデルは何かアイディアあるのか？」

「そうだな。……ならば今からこの家に呪のろいをかけてみるというのはどうだ？」

「は……？」

　一いつ瞬しゆん固まる賀茂。思わずキョトンとして隣となりのたまと顔を見合わせてから、アブデルにツッコんだ。

「いやちょっと待て！　そんな事したら思いっ切りイメージ悪くなるだろ！」

　アブデルは落ち着き払って言い返す。

「最後まで聞け。いいか。誰だれもただ呪いをかけてお終しまいとは言っておらん。まず分かりやすいポルターガイスト現象が起こるように仕込み、婆ばあさんが動転して恐怖に駆られたところで颯さつ爽そうと現れて解決するのだ。これで大たい抵ていの人間は信頼するだろう。ついでだから壺つぼか何かを売りつけて小銭を稼かせいでもいいかもしれん」

「っていうか、そっちのほうがよっぽど悪あく徳とく霊れい感かん商法みたいじゃないか！」

「仕方なかろう。愚おろかな人間の相手をする時には奇跡の演出も必要だ。かのイエスでさえ、愚かな大衆に神の言葉を説いて回るために死者を生き返らせたり水の上を歩いてみせたりとパフォーマンスで大変だったのだぞ」

「パフォーマンスって……。アンタ何自分の主しゆに失礼な事言ってんだ」

「どこが失礼だ。大衆が愚かなせいで我わが主がいらぬ苦労を強しいられたと言っているまでで、俺おれが悪く言っているのはあくまで愚かな愚民どもだ」

　賀茂とアブデルが言い合っていると、突然目の前の戸がガラッと開いた。そして先さき程ほどの老婆が姿を現す。

「玄関先で何やらうるさいのがいると思って覗のぞいてみたらアンタらか」

「あ……すいません……」

　気まずい気分で頭を下げる賀茂。

　老婆は、賀茂、たま、アブデルの順に胡う散さん臭くさそうに睨にらみ回してから尋たずねた。

「何の用じゃ」

「あっ、えっとその、話を聞かせていただきたくてその……」

「話？」

「ですからその、あの洋よう館かんの事で……。祟たたりっておっしゃってたのは……」

「何じゃアンタら、祟りとか関係ない言うとったのと違うのか」

「いえ、それはあの住じゆう職しよくさんの早とちりで、ボクらはただ、あの時点でははっきり霊れい障しようだと判断する証拠はまだ見つかってないと……」

　しどろもどろに答える。

　老婆はじっと賀茂を値踏みするかのように黙だまって睨ねめ回していたが、やがて口を開いた。

「小僧、名前は？」

「え……？」

「人に話を聞こうとする時はまず名乗るのが礼れい儀ぎっちゅうもんじゃ」

「あ、すみません。えと、賀茂是これ雄おと言います。今日きようは両親の代理であそこのお寺に……」

　仕事用の自己紹介テンプレートに従って、別に言わなくてもいい両親の代理などという事までつい喋しやべる賀茂。言ってしまってから、代理なんて言ったらまた「若造が」と思われて信用下がるんじゃなかろうかと少し後悔する。

　しかし老婆は驚おどろいた顔で聞き返してきた。

「ちょっと待ち。アンタ今賀茂言うたか？」

「え？　はい」

「ご両親の代理言うたな。ご両親のお名前は？」

「え？　えと、忠ただ幸ゆきと裕ゆう子こですけど……」

「ほんならアンタら、あの先生らの一人息子か！」

　声を上げると、急に表情が和やわらぐ老ろう婆ば。賀か茂もの両親の事を知っているらしい。

「そうかそうか。そんなら信用してもええかも知れんの」

「あの、ウチの両親の事をご存じで……？」

「おお、そりゃもうよう知っとる。三年前じゃったかの、ウチの爺じい様が何を血迷うたかお盆ぼんに化けて帰ってきよってな、そんで何の恨みがあったんか知らんけども家の若いのに取とり憑ついて病気にさせてな、あのバカたれが。で、お墓があのさっきの坊主の墓地じゃし法事もあそこの寺で毎年やってるんじゃから、お前何とかせえ、言うて引っ張ってきたんじゃけど、あれはもうひどい生なま臭ぐさで坊さんの癖くせに金かね儲もうけしか考えてないようなロクデナシでな、先代はまだ良かったんじゃけどアレはもう坊さん言うよりサラリーマン住じゆう職しよくじゃな。寺社経営がどうの墓地経営がどうのて、経営経営てアンタ坊さんがそげなことばーっかり口にしてて、何の有あり難がたい事もあらせん。とにかくあんなんがお経唱となえても幽ゆう霊れいかて何も効き目あるわけないわな。こらアカン、思うてたら、そこへ来たんがアンタらのご両親じゃ。あっちゅう間に病人からウチの爺様の幽霊引きはがしたかと思うたら、ちゃんともっかい供く養ようしなおしてきちんと成じよう仏ぶつさせてくれよった。いやもう鮮あざやかなもんじゃったで。アレはきっと、あの坊主の葬式では成仏出来んから、もっかい供養しなおしてくれー言うて化けて出よったんじゃな」

「はぁ、なるほど……」

　気を許したのか一気にしゃべり出す老婆に、曖あい昧まいにうなずく賀茂。要所要所に住職の悪口が挟まっていて、素直に同意すると何だか住職に悪い気もする。それに、自分の両親がやけに信頼されているのも何だか意外で変な感じだ。もちろんあの両親は霊能力者としては充分トップクラスだし、実力も賀茂より遙はるかに上ではあるのだが、家でのチャランポランな態度しか見ていない賀茂にはこの老婆が騙だまされているんじゃないかとすら思えてしまう。

「とにかくまあ、あのお二人の息子さんいう事なら間違いなかろ。立ち話もなんじゃで上がりなされ」

　老婆は中へと促うながした。

「はい。じゃ、じゃあお邪じや魔まします」

　賀茂はアブデル、たまと一いつ緒しよに玄関を潜くぐった。




「……儂わしはあの平ひら河かわ様のお屋や敷しきでずっとご奉ほう公こうしとってな」

　奥の座ざ敷しきに賀茂たちを案内すると、老婆はぬるい煎せん茶ちやを淹いれて自らも啜すすった。

「あの洋よう館かんに住んでたんですか？」

　ちょっと驚おどろいて尋たずね返す賀か茂もに、老ろう婆ばはゆっくりとうなずいた。

「今でこそあのお屋や敷しきは打ち捨てられて廃はい墟きよみたいになっとるが、戦前はそれはもう立派なお屋敷でな。外見だけじゃなく中身も元々何かの大変格式高い家いえ柄がらの傍流らしくて、まあ傍流じゃから旦だん那な様のお家は華か族ぞく様ではなかったんじゃが、そこらの成なり金きんとはもうはっきりと一いつ線せんを画かくしとった。奥様も非常によく出来たお方でな。儂わしら女中に対しても、『他所よそ様の家の娘さんをお預かりするからには親と同様の責任がある』ちゅうて、読み書きから礼れい儀ぎ作さ法ほうから炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じ裁さい縫ほうまで、きっちりと仕込んで下さってな。平ひら河かわのお屋敷に奉ほう公こうしとると言えば下手へたな女学校に通うよりよっぽど羨うらやましがられたほどじゃ。五年も勤めれば当然もうあちこちから嫁よめの引き手あまたでな。嫁に出す時も平河の家で嫁入り支じ度たくから何から全部揃そろえてくださって、そりゃもう豪勢なもんじゃった。儂わしもこの家に嫁とつぐ時は車いっぱいの嫁入り道具を持たされたもんでな」

　懐なつかしそうに語る老婆。

　やはり相当なお屋敷だったようだ。今は荒れ果てて見る影かげもない感じだが。

「……先代の旦那様が大たい層そう舶はく来らい物好きな方じゃったらしくてな。家も洋風にお造りになるし、女中にもみんな洋装をさせて、それがまた珍しさもあって近所でえらく評判でな。みんな洋装じゃから当然奉公した者は洋裁も教えてもらえるというのが、これも平河のお家にみんな奉公したがる理由の一つで、ほれ、あの、前に露西亜ロシアと戦争やったじゃろ？　あの戦争で夫を失った人がおったらしいんじゃが、それでも洋裁教室を開いて女手一つで子供四人立派に育て上げたとかいう話でな。もちろんその時も先代の旦那様は教室の場所なり何なり手配してくださって、それはもうお優やさしい心がけじゃったそうで。その次の旦那様も、歳とし食って寡やもめになった昔の奉公人のために隠いん居きよ所じよを用意してくれたりと、儂らが嫁いだ後も後のち々のちまでずーっと家族も同然に気にかけてくださってな……」

「はぁ。ご立派な方ですね……」

「そらもうご立派もご立派で。先代の旦那様は割と早うに隠居なされて、坊っちゃまが若くして家か督とくをお継ぎになられたんじゃけどもな。この坊っちゃまもまあ立派な方で。日本がアメリカと戦争やって召集令状が来た時もな、あれだけの名家の戸こ主しゆじゃし、上手うまくお上かみに話通して立ち回ればいくらでも徴ちよう兵へいなんぞ逃げられますて周囲から進言もあったんじゃが、『老人から学徒までこの国こく難なんを救わんと戦っておるこの時勢に、己おのれ一人だけ銃後で女め々めしゅう怯おびえておらりょうか』ちゅうて。じゃから昔奉公しとった儂らもみんな一斉に集まって千人針して、出征の日もお見送りの行列が駅からあそこのお屋敷までずらーっと続いたほどで、それはもう凜り々りしい出いで立ちでな。名実共にあれが最後のご奉公じゃったんで、よう憶おぼえとる」

「最後ですか」

「そうじゃ。この辺にも米軍の爆ばく撃げき機きが来るっちゅう噂うわさがあって、坊っちゃまが出征された日に平河の家の方たちはみんな疎そ開かいなさってな。その時にも見送りの儂らに抱えきれんほどの餞せん別べつを下されて。何かと物資の不足しとった頃ころじゃでお屋や敷しきにもそんなに物はなかったはずじゃったのに、米じゃ小麦粉じゃと惜しげものう儂わしらに分けてくださってな。あれのお陰かげでどんだけ助かった事か分かりゃせん。奥様とは別れ際ぎわに、戦争が終わって戻ってきたらまた一いつ緒しよに洋菓子でも作ろう言うて約束したんじゃが……」

　そこで老ろう婆ばは少し声を落とした。

「……それが、事もあろうに疎そ開かい先さきで大きな空くう襲しゆうにお遭いになってしもうてな。みんな全滅じゃ。そらあの頃は日本中どこも焼け野原にされとった時代じゃからしょうがないけども、何もこっちが無事じゃったのにわざわざ疎開した先でなぁ。坊っちゃまも南洋で戦死されて、お骨こつが送られてきたはええが引き取る家の人が死んでしもうて誰だれもおらん。親族のほうも手分けして探したんじゃが、何分当時はどこもかしこも空襲じゃ敗戦じゃ何じゃっちゅうて混乱しとってな。仕方がないから奉ほう公こうしてたもんで集まって相そう談だんしてな。結局いつまでも放っておくわけにもいかんで、儂らでお金を出し合ってお葬式を出して、お骨はホレ、さっきのあの住じゆう職しよくのおる寺、あそこの墓地に先代の旦だん那な様も先々代もずっと入っとるからっちゅう事で、あそこにお墓を建てる事にしてな」

「って事は、あの家の人たちはみんなもう死んじゃったって事ですか。それで空き家に……？」

「そうじゃ。それでも、空き家っちゅうても放っておくわけにもいかんからな。この近所の女中仲間が入れ替わりで、せめてお屋敷のお庭だけでも綺き麗れいにしとこうっちゅうて、疎開なさってた時からずっと掃除をしとったんじゃ。旦那様も奥様やご家族の皆様全部お亡くなりになったと知らされた後も、やっぱり自分が勤めてたお屋敷が荒れるのは見たくないからな。ずーっと日につ課かみたいにして朝早はように草刈りに行ったり庭木の枝を切ったりあれこれしとったんじゃ。ところが最近、ここ十数年ほどかの。何やら妙な噂うわさが立っての」

「妙な噂……？」

「女中の幽ゆう霊れいが出るっちゅうんじゃ」

「幽霊……ですか？」

　いよいよ本題に入ってきたらしい。思わず賀か茂もは背筋を伸ばす。たまが怯おびえたように賀茂の服の裾すそをぎゅっと摑つかんだ。

「何も知らん若いモンらは、お屋敷で手打ちにされた女中の怨おん念ねんじゃとか何とか勝手な事を言いよるが、あそこのお屋敷に限ってそんな事はない。旦那様も奥様も、他人から恨うらまれるようなお人とは違う。恨んで幽霊なんか出るわけはない。ただ……」

　老婆は湯ゆ吞のみを取って軽く舌を湿らせてから続けた。

「……実は、あの家には昔からある人形があってな」

「人形ですか」

　お蘭らんか？　一いつ瞬しゆん体に緊きん張ちようが走る賀茂。

　隣となりでたまがやはり人形という言葉に反応して、ハッとしたように賀か茂ものほうを見た。賀茂は口に人差し指を当てて、今は黙だまっているように伝える。余よ計けいなことを言うと、相手は無む意い識しきのうちにこちらに話を合わせようとしてしまう。そうなると正せい確かくな情報が得られない。今はまず老ろう婆ばの知っていることを全部喋しやべってもらうことが大切だ。

「……人形いうてもただの飾りものとは違う、カラクリ人形いうもんでな。知っとるか？　お盆ぼんに湯ゆ吞のみを載せたら、トコトコと歩いていってお客様にお茶を運んで、飲み終わった湯吞みを置くとまたトコトコと戻ってくるっちゅな」

「ああ、はい。分かります」

「先代は珍しい物好きな方でな。平ひら河かわのお屋や敷しきには先代の買われた茶運び人形がずっと使われとって、お客様が来た時には必ずその人形がお茶をお出ししとったんじゃ。名前も付けられてて、みんなは『お蘭らん』って呼んどった。ほれあの、蘭学の蘭じゃわな。そこから取って名付けたと先代の旦だん那な様がおっしゃっとった」

　空中に指で『蘭』と字を書く仕し草ぐさをする老婆。やはりお蘭の事だ。賀茂は一いつ瞬しゆん、たまやアブデルと目を見交わした。

　老婆は続ける。

「どこで買われたんか知らんが、このお蘭は実によう出来とってな。カラクリ人形っちゅうたら大たい抵ていは足の部分がごまかしてあって、実際は車しや輪りんで動いとるんじゃが、お蘭は本当に自分の足でトコトコと上手に歩きよってな。大きさもその辺の子供と変わらんくらいの背せ丈たけじゃったし顔の作りも人間そっくりで、言われんかったら本物の人間と区別がつかんほどじゃった。それが動くと、まさに生きた人間かと見まごうほどでな。服装も他ほかの女中と同じ格好しとるし、みんなも普通に『お蘭』て呼びなさるし、儂わしが初めて奉ほう公こうに上がった時、それ見て先せん輩ぱいのお女中さんかと思ってお辞じ儀ぎしたら大笑いされてな」

　思い出したように笑う老婆。

「……まあ最初は儂も少々薄うす気き味み悪わるかったが、じきに慣なれてな。洋裁の練習にお蘭の新しい服を仕立ててやったり、夜には一いつ緒しよの女中部屋に置いて顔やら手やら拭ふいてやったりして、みんなで可愛かわいがっとったんじゃ。特に坊っちゃまが機き械かいいじりが大好きな方で、当然お蘭の事も大のお気に入りでな。夜な夜な自分の部屋に持ってってはあれやこれやと改造して、最初は茶運びくらいしか出来なんだのが、名めい刺しの取り次ぎやら金物磨みがきやらあれこれ出来るようになってきて。どんな細工をしたのやら儂には想像もつかんけど、まあ若いうちから偉いお人じゃったわな。他ほかにも大工道具やら鉄砲なんかも持たせて遊んでらして、まあ男の人じゃからそういうモンのほうが本当は好きなんじゃろうけど、女中の格好した人形に鉄砲持たせて兵隊ごっこさせても滑こつ稽けいちゅうかおかしゅうてな。お蘭もあれ、人形じゃから表情一つ変えんと黙だまっとったけど、それでもおなごがもろ肌脱いでチャンチャンバラバラやらされたりして、内心どう思っとったんかの」

　老ろう婆ばはそうやって楽しそうに思い出話に耽ふけっていたが、やがて真ま面じ目めな顔になった。

「でな、さっきも言ったとおり、坊っちゃまは家をお継ぎになってすぐ出兵なさって、ご家族も疎そ開かいなさる事になったんじゃ。もちろん戦場やら疎開先へそんな人形持って行く余裕なんかないわな。結局お蘭らんはあの屋や敷しきに一人残されたんじゃ。坊っちゃま……そん時はもう旦だん那な様じゃったけど、旦那様は偉く名残なごりを惜しまれて、別れ際ぎわにお蘭に『必ず帰ってくるからそれまで留守を頼む』と、そう言い残してな。まあ、それっきり旦那様も奥様も誰だれもお帰りになられんかったわけじゃが。……でな、さっきも言うたけど、儂わしら昔奉ほう公こうしてたモンらで順番にお屋敷のお庭の手入れをしとったんじゃが、ある時……十何年くらい前じゃったかな。ちょっとよう憶おぼえとらんが、あそこのお屋敷に初めて買い手がついて、とうとう人手に渡ってしもうた頃ころじゃ。買ったはええが、工事しに来たんは最初の数日だけで何故なぜかすぐにほったらかしにしとったから、儂らも相変わらずお庭のお掃そう除じを続けとったんじゃが、その頃儂らの仲間で、掃除しとったら何か得え体たいの知れんモンに襲おそわれたとか言い出す人が出てな……」

「得体の知れないモノ？」

「そうじゃ。いつものようにお庭の掃除に行って、ついでに窓にこびりついた砂をガリガリと落としとったら、誰もおらんはずの屋敷から飛び出してきて、人とは思えん動きで襲おそってきたっちゅうんじゃ。まあそのちょっと前から近所のモンも屋敷内で動く人ひと影かげを見たとか工事に来た作業員が襲われたとかいう噂うわさは立っててな。さっき言ったみたいに、あのお屋敷で不始末をしでかして手打ちにされたモンの怨おん念ねんじゃとか、そういういい加減な噂じゃ。儂らはみんな、あのお屋敷に恨うらみ持っとるモンがおるわけあるか馬ば鹿か者ものっちゅうて初めは相手にしとらんかったんじゃが、仲間のモンまで見たとなったら放っておけん。幽ゆう霊れいとは思っとらなんだけど、浮浪者が勝手に上がり込んで荒らしてるとしたら大変じゃと思ってな。終戦直後は特にそういうのが多かったんじゃ。持ち主のおらん家を狙ねろうて勝手に上がり込んだり物盗んだりな。じゃからその頃はこまめに見回っとったんじゃが、最近はさすがにそんな不ふ逞ていな連中もおらんから油断しとった。このままお屋敷を荒らされたら旦那様のお墓に顔向け出来んっちゅうて、駐ちゆう在ざいさん連れてみんなで確たしかめに行ったんじゃ。じゃがみんなお暇ひまを出された身でお屋敷の鍵かぎなんぞ預かってるわけもないし、家の中の様よう子す見よう思ってもどうしようもないわな。で、窓を外はずそうちゅうことになってガタガタやっとったら、そん時じゃ」

　老婆は声を潜ひそめると、顔を突き出して囁ささやいた。

「突然屋根の上から誰かが降ってきて、窓を開けようとしとった駐在さんを突き飛ばしてすぐまた天てん狗ぐみたいに飛んで戻ってったんじゃ」

「その誰かっていうのがつまり……」

　賀茂が言うと、老婆は黙だまってうなずいた。

「……お蘭らんじゃ」

　湯ゆ吞のみを持ち上げると、ゴクリと飲み干す。

「賀か茂もさん……」

　たまがどうしようという顔で賀茂を見上げた。

「しっ」

　賀茂は黙だまって手で制し、老ろう婆ばの話の続きを待った。

　老婆はふぅっと一つ息を吐くと続ける。

「あの顔立ち、あの服装……。間違いなくお蘭らんじゃ。もちろん、いくら精巧なカラクリ人形じゃっちゅうても、あんな動きが出来るとは思えんし、打ち捨てられてから五、六十年も経たっててその間誰だれもゼンマイなぞ巻いとらんし、何より人形が勝手に自分から動くはずがない。駐ちゆう在ざいさんも儂わしの家族もそう言うて信じなんだ。じゃが儂と一いつ緒しよに目もく撃げきした仲間はみんな、あれはお蘭に間違いないとそう言うとる。いつも間近で見とった儂らが言うんじゃ。間違いない。あれ以来危険じゃからちゅう事で、儂らも庭の手入れには行かんように注意受けてな。お陰かげで今はもうあの荒れようじゃ。情けない……」

「どうしてその人形が動き出したんだと思いますか……？　何か人形にまつわる因いん縁ねんみたいな話などは……」

「因縁めいた話は聞いた事はない。じゃがあれは使われてる時からまるで生きとるみたいじゃった。夜中のみんなが寝静まった時にふと厠かわやとかで目が覚めると、部屋の隅に座らせてあったお蘭がスゥスゥと人間そっくりの寝息を立てとったなんて話は、奉ほう公こうに上がってた時分にもよく聞いた。夜中になるとこっそり一人で家事の練習しとるっちゅうような噂うわさもあって、それを見るとお蘭が恥ずかしがるから見んかった振りをするように、ちゅな注意が女中の間でされとったりな。今になって急に動き出したのは、お屋や敷しきを守るために一人頑がん張ばっとるんじゃと儂は思っとる。旦だん那な様に何も言わんと勝手に屋敷を取とり壊こわそうとするモンがおるから、お蘭が怒ったんじゃ。お蘭は旦那様の特別のお気に入りじゃったからな……」

　老婆は呟つぶやくようにそう言うと、賀茂の目を見た。

「……アンタはまだ若いし、ご両親に比べたら未み熟じゆくじゃろうとは思う。じゃからお蘭をただの人形に戻してくれとまでは言わん。ただ、お蘭がお屋敷を守ろうとして人を傷つけるのは止やめさせにゃならん。お蘭には旦那様が改造した武器がある。大きな被害が出る前に、あのバカたれの住じゆう職しよくにちゃんと警けい告こくして、無む茶ちやな工事から手を引かせてほしいんじゃ。あのお屋敷に手ぇさえ出さんかったら、何の害もないんじゃ。平ひら河かわのお屋敷で人死にでもあった日には、儂も旦那様や奥様に顔向けが出来ん」




　その後賀茂たちは、住職を説得すると約束して老婆の家を後にした。

「う～ん、やっぱりイマイチ信用されてないのかなぁ……」

　賀茂は首を捻ひねりながら呟いた。住職にあの洋よう館かんから手を引かせるだけでいい、と言われた事についてである。まだ若いからお蘭を止めてただの人形に戻してやってくれとまでは要求しないと、面と向かってはっきり言われると、さすがにちょっと情けない。

　アブデルがそっけなく応じる。

「実際未み熟じゆくなのだから仕方なかろう。さすが棺かん桶おけに片足突っ込んでる年ねん齢れいだけあって、お前の霊れい力りよくの程ほどは直感的に分かったようだな」

「そういうお年寄りに失礼な言い方は……」

「まあしかし、あの老ろう婆ばの本音としては、お蘭らんが人を傷つける事への懸け念ねんよりもむしろ、住じゆう職しよくがあの建物を取とり壊こわすのをやめさせたいというほうにあるのだろうがな。お蘭があの家を守り続ける事に対しては、それはそれで歓かん迎げいするところがありそうな気け配はいを感じた」

「そっか。そういやあのお婆ばあさんもあの屋や敷しきで女中してたっていうし、愛着あるんだろうな。ずっと庭の手入れとかもしてたみたいだし」

「うむ。しかしあの老婆があそこで女中奉ぼう公こうをしていたとは意外だったな。メイド服に身を包んでいる姿を想像して思わず吐きそうになってしまった。若い頃ころなら多少マシだったのかもしれんが、最初の想像の時点で怖おぞ気けが立ってしまって、とても数十年前の様よう子すを霊視してみる気にはなれなかったぞ」

「いや、それ以前に想像するなよそんなもん……」

　一応ツッコむ賀か茂も。

　たまが悩んでいる様子で呟つぶやいた。

「……けど、やっぱりお蘭さんでしたね」

「うん。旦だん那な様が別れ際ぎわに言った『留守を頼んだ』って言葉を忠実に守ろうとしてるんだろうな……」

　賀茂も浮かない気分でうなずく。

「あのお婆さんは住職さんに工事をやめさせるだけでいいって言ったけど、そういうわけにも行かないよな。何も知らない子供が迷い込んで襲おそわれる可能性だってあるんだし」

　ボヤくように言いながら、暗くなってきた空を見上げた。

　アブデルも深刻そうに腕を組む。

「うむ。ただでさえ強すぎる思いは長い年月を経て妄もう執しゆうへと化けやすいものだが、あの人形は、家の留守を守るという思いに凝こり固まりすぎて、段だん々だんと抑制が利きかなくなりつつあるのかもしれん。放置するのはマズかろう」

　たまがふと思い出したように尋たずねた。

「そういえば、何で私たちはお客さん扱いしてもらえたんでしょう……？　一いつ緒しよに働いてたあのお婆さんたちでも襲われたみたいな事言ってましたよね……？」

　アブデルが答える。

「まあ、魂が宿ったとはいえ、所しよ詮せんは機き械かい。完全な自由意志は持ち得なかったという事だな」

「……？」

　よく分からないといった顔で首を傾かしげるたま。

　アブデルは説明を続ける。

「つまり、表玄関をノックして訪ねてきた人間であれば客に違いないと機き械かい的てきに判断したのだろう。あの老ろう婆ばによれば彼女は名めい刺しの取り次ぎなどもしていたようだから、恐らくその時の名残なごりだ。そして一度客として認にん識しきされてしまえば、次はお茶くみ人形としての機能に沿ってお茶出しもするし、もてなしもするのだろう。付つく喪も神がみなど無生物の霊れいはキリスト教文化圏では余あまり見かけんから俺おれもさほど詳しくはないが、化けた後も本来の道具としての用途にこだわり続けるのが彼らの習性なのだろう？」

　賀か茂もに話を振るアブデル。

　賀茂はうなずいた。

「うん。基本的にそういうタイプが多いらしいな。じゃあ、彼女から敵意とか害を及ぼしそうな気け配はいが全くなかったのはそのせいか。もし真ま央おがドアノッカーを乱打するんじゃなくて壁かべとか叩たたいてたら、やっぱり襲おそわれてたのかも」

「だろうな。とにかく、人を襲い出しているというのが実にマズい。あの老婆の話では武器を装着する事も出来るようだし、このままではいずれ死人が出かねん」

「確たしかに、人の命まで奪うばっちゃったらヤバいよな。あんまり悪業を積つんだら成じよう仏ぶつ出来なくなるどころか迷いが増幅して悪あく霊りよう化かしかねない」

「うむ。彼女にとってあの洋よう館かんを守る事こそが絶対である以上、殺してしまっても『侵入者から留守を守るためだから仕方なかった』と自己正当化してしまう事は確かく実じつだ。だがその論ろん法ぽうでは殺す事への歯止めを失う事になり、やがて『留守を守るためには侵入者は殺さなければならない』となって悪霊化するのは霊の常。己おのれの使命のみに愚ぐ直ちよくな器物の怪ならば一いつ層そうだろう。想いが凝こり固まって視野が狭きよう窄さくしている者ほど、この種の論理の飛ひ躍やくを容易にしてしまうからな」

「そうなったら、もう本物の化け物として調ちよう伏ぶくするしかなくなるな。そうなる前に止めないと……」

　厳きびしい顔で呟つぶやく賀茂。

　三人は、日の落ちた町を洋館に向かって急いだ。
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　一方、こちらは洋よう館かんの中である。

　荷物を寝室まで運び終えたお蘭らんは、お茶のお代わりを持って戻ってきた。

「新しいお紅茶を淹いれて参りました」

　そう言ってから、少し申もうし訳わけなさそうな口く調ちようになる。

「ところで実はお茶菓子をすっかり切らしておりまして……。今から注文して届けてもらおうかと思うのですが、皆様何かご希望などは……」

「んじゃ私、苺いちごのミルフィーユと桜さくら餅もちとブランマンジェとフランボワーズのタルトとアイスクリーム。バニラで」

　遠えん慮りよの欠片かけらもなくリクエストを並べる律りつ子こ。

　真ま央おが負けじと口を開く。

「じゃあ私はチョコバナナとメロンソーダと鯛たい焼やきとたこ焼き！」

　思いついた物を本能のままに列挙するだけで、紅茶に合うかどうかなど微み塵じんも考えていない。

　みきが露ろ骨こつに冷たい視し線せんを律子と真央に向けた。

「行ぎよう儀ぎも礼儀も弁わきまえていないあなたがたに言っても無む駄だだと思うので敢あえて申しませんが、二人とも少しは遠えん慮りよしたらどうなのです……贅ぜい沢たくな……」

　申しませんと言いつつ、思い切り口にするみき。

　お蘭が慌てて取りなした。

「確たしかに昨今は贅ぜい沢たく禁きん止し令なども出ておりますが、白しろ木き屋やとは長い付き合いでございますからきっと何とかなるかと存じます。ご安心ください。それよりみき様はいかがなさいましょう……？」

「あ、いえ、私は特に……」

　みきは断ろうとしたが、お蘭らんは一行を館やかたに引き留めた時と同様に食い下がる。

「ご遠えん慮りよなさらないでください。はるばる遠くからいらっしゃったお客様にお茶菓子の一つもお出ししなかったと知れたら、私が旦だん那な様に叱しかられます」

「そうですか。……では、私は白玉をいただけますか」

「かしこまりました。では少々お待ちくださいませ」

　みきの注文を聞くと、一礼して下がるお蘭。

　しかししばらくすると困った顔で戻ってきた。

「申もうし訳わけございません。白木屋の支店にかけたのですが、何故なぜか電話が通じず……。本店のほうにもかけてみたのですけれど、やはり駄だ目めで……」

　頭を下げるお蘭。

「つーか白木屋デパートって潰つぶれたんじゃなかったっけ？」

　律りつ子こが首を傾かしげた。

　それを受けてお蘭は驚おどろいた顔をした。

「潰れたという話は初耳ですが……。あの大火事は大変でしたけれど、やはりあの影えい響きようで……？」

「いや、火事ってそんな昔の話じゃなくって戦後。東とう急きゆうグループに吸収されてテコ入れしたけど結局持ち直せなくてコケたんじゃなかった？　私こないだ人に頼まれてその辺色々嗅かぎ回ってたからちょっと詳しいんだけど」

　だが外の世界と隔かく離りされ戦時中までで知ち識しきの止まっているお蘭にそんな話が分かるわけもない。キョトンとした顔で首を傾げる。

「あ、そっか。お蘭ちゃんが分かるわけないわね。真ま央おちゃん知らない？」

　隣となりの真央に話を振る律子。

　しかし真央が知っているはずもなく、ふるふると首を振る。

「白木屋デパートっていうの自体知らない」

　お蘭はそれを聞いて随ずい分ぶんとびっくりした表情を浮かべた。

「ご存じないのですか？　白木屋と申しましたらホラあの有名なデパートで、十年ほど前に大火事があって新聞などで全国でも話題になりましたでしょう？　窓から綱つなづたいに逃げようとした女店員が、はだけた裾すそを押さえようとして落ちてお亡くなりになったとか。まだその頃ころはお子様でいらしたでしょうからご存じありませんか」

「十年前？」

　真ま央おはう～んと頭を抱えたが、三秒と保もたずに再び首を振った。

「やっぱり私、そんなの知らないけど」

　もっとも白しろ木き屋やで火事があったのは昭和七年、西せい暦れきだと一九三二年である。真央が生まれるより遙はるかに前の話なのだから、今回ばかりは真央の記き憶おく力りよくのせいではない。

　みきが脇わきから説明に入った。

「古い小説などを読むと時々名前が出て参ります。私も実際にはよく存じておりませんが、昔は有名な老舗しにせのデパートだったようですが」

「字ばっかりの本なんて読まないもん」

　身みも蓋ふたもない返答の真央。みきは呆あきれたような視し線せんを返す。

　お蘭らんがみきの説明に戸と惑まどい顔を浮かべた。

「いえ、今でも充分立派なデパートなのでは……？」

　一人だけ話についてこれていない様よう子すである。

　律りつ子こがそれに気づいて言った。

「あ、そっか。お蘭ちゃんずっとこの家の中に一人でいたから世の中の動きとか全然知らないのよね」

　キョトンとしながらうなずくお蘭。

「はぁ……女の身ですし所しよ詮せんは女中風ふ情ぜいでございますから、世せ情じように聡さといなどとはとても申せませんが……」

　そうは言いつつ白木屋が潰つぶれたという話にはやはり納得がいかない表情を浮かべる。

　律子はボリボリと髪を搔かいた。

「イカンイカン。一人だけついてこれない話して除のけ者にしちゃうとこだったわ」

　そう呟つぶやくと、お蘭に向き直る。

「だからね、お蘭ちゃんが知ってる頃ころは老舗のデパートだったんだろうけど、戦後しばらくして業ぎよう績せき振るわなくなってきて、確たしか六七年頃に東とう急きゆうに吸収されちゃったのよ」

「せんご……？　六七年頃……でございますか？」

　目をパチクリさせるお蘭。考え込むように一人でぶつぶつと呟く。

「明治は四五年までですし……。戦後……というと日にち露ろ戦争後でしょうから、という事は皇こう紀き二五六七年（西暦一九〇七年）頃という事でしょうか……。しかしその頃でしたらまだ白木屋は普通に営業していたかと記憶しておりますが……」

　しきりに首を傾かしげるお蘭を見て、律子はボリボリと頭を搔いた。

「あ～、いや、西暦西暦。西暦の一九六七年。戦後ってのは太平洋戦争後……じゃなくて大だい東とう亜あ戦争後って言わないと分かんないのかな、お蘭ちゃんの場合。太平洋戦争って戦後出来た呼び方だし」

「え……？」

　一いつ瞬しゆんお蘭らんの動きが止まった。

「今、何と……？」

「だからね、戦争はとっくに終わって昭しよう和わの時代も終わって、今はもう平へい成せいに入って二十一世紀なのよ」

「戦争は……とっくに終わった………？」

「そうよ。日本の負けでね。空くう襲しゆうで日本中焼け野原にされて民間人だろうが女子供だろうが無差別に焼き殺されて、最後は原げん爆ばくの実じつ験けんまでされて降参よ。よく陸軍上層部の無能っぷりが批判されるけど、私はそれ以前にせっかくの空母機き動どう部隊構想を古くさい大たい艦かん巨きよ砲ほう主しゆ義ぎに引き戻して対米九段作戦を骨抜きにした海軍艦かん政せい本部の間抜けどもがそもそも一番の戦犯だと思うわね」

　やれやれと溜ため息いきをつく律りつ子こ。後半の話はその場の全員が何の事か分からずポカンとしていたが、みんなが平等についてこれない話なら別に平気らしい。

　お蘭は納得していない。

「ほ、本当に日本が負けたというのなら、どうして皆様はそうして吞のん気きにご旅行などしている余裕がおありなので……」

「そりゃだって負けたっつってももう半世紀以上昔の話だし。もはや戦後ではない、って経済白書で宣言されたのが一九五六年よ？　戦後の復ふつ興こうどころか今や世界第二位の経済大国よ。そりゃ余裕だってあるわ」

「半世紀以上も前に……戦争は終わっていた………」

　茫ぼう然ぜんとしたように呟つぶやくお蘭。どこか様よう子すがおかしい。どうしたのだろう。目の焦点が合っていない。また調ちよう子しがおかしくて停止しかけているのだろうか。

　お蘭はしばし目を見開いたままカチカチと小刻みに奥歯を鳴らしていたが、やがて震ふるえる声が唇からこぼれた。

「……かないでください………」

「え……？」

　よく聞こえず、お蘭の口元を見つめる律子。

　お蘭は突然大声を上げた。

「噓うそをつかないでください！　戦争がとっくに終わったのなら……とっくに終わって何十年も経たっているのなら……それなら何な故ぜ旦だん那な様は帰ってこないのです！　何故奥様や家の方たちは帰ってこないのですか！」

　あまりの大声に、テーブルの上のカップがビリビリと震える。真ま央おが思わず身を竦すくめた。

　律子は溜め息混じりに視し線せんを逸そらした。

「何故ってそりゃまー、何十年も音おと沙さ汰たがないって事は……」

　みんな死んじゃったんじゃない？と身みも蓋ふたもない事を言おうとした時、がしゃん、と何かが切り替わるような音がお蘭らんの体から聞こえた。

　それと同時に目つきが一変した。さっき、不ふ審しん者しやを退治に外へ出て行った時そっくりの目だ。だがその目はさっきと異なり、外ではなく律りつ子こに向けられている。

　何かヤバい！

　そう思った瞬しゆん間かん、律子の座っていた椅い子すをお蘭の鉄てつ拳けんが砕くだいた！

「なっ!?」

　間一髪でかわした律子は、弾はじけ飛ぶ椅子の破片を横目に体勢を立て直す。だがそこへ更さらに追つい撃げきの蹴けりが律子の頭部へと放たれた。

　律子は咄とつ嗟さに上体を大きく横へ倒しながら、カウンターの膝ひざをお蘭の顎あごにぶち当てた。まともに喰くらって吹っ飛ぶお蘭。テーブルごと床ゆかに転がり倒れる。

「……ったく。いきなり何なのよ？」

　軽く息を弾ませながら腰に手を当てる律子。

　倒れて動かないお蘭を見て真ま央おがちょっと心配そうな顔をする。

「壊こわしちゃったの……？」

「一応レアもの相手だから手加減したつもりだけど、ちょっと焦あせってたからどうかなー……」

　真央が近づいて指の先でお蘭の足を突つついた。

「……大丈夫かも。外見はどこも壊れてないっぽいよ」

「そう？　中の機から巧くりも無事だといいけど」

　そう律子が言って覗のぞき込んだ途と端たん、お蘭はバネ仕掛けのように飛び上がった。そして再び脇わき目めも振らず律子に向かって襲おそいかかる。

「なっ！　また……！」

　律子は今度はさっきのようなカウンター攻撃はせず、お蘭のパンチをいなして距きよ離りを取る。伝説のカラクリ人形師の遺い作さくなんていう滅めつ多たに出会えない貴重品を壊すわけにはいかない。防ぼう御ぎよに徹てつして、お蘭を止めるチャンスを待ちたい。

　だがいなして後ろを取ったと思った瞬間、お蘭は人間にはあり得ない動きで真後ろに飛んできた。そのまま上から足を回して蹴りを放つ。間一髪のところで受け止める律子。そのまま足を捕まえてぶん投げるが、お蘭は空中で姿勢を立て直すと綺き麗れいに着地した。

「ちょっとお蘭ちゃん、怒ったんなら謝あやまるけどその前に何をそんなに怒ったのか訳わけを話しなさい訳を！」

　律子はお蘭に向かって怒ど鳴なりつけた。

　しかしお蘭は問答無用で襲いかかってくる。こちらの声自体聞こえていないかのようだ。繰くり出してきた拳こぶしを再び摑つかまえて、投げっぱなしの一本背負いを決める律子。床に叩たたきつけたわけではないので、お蘭はまたしても宙でくるりと姿勢を立て直す。

　ふと気がつくと、お蘭の右手がいつの間にかドリルに変わっている。投げられた時に付け替えたのだろうか？　あんな物で殴りかかられたらさすがに摑つかんだり受け止めるわけにはいかない。

　その時素す早ばやくお蘭らんの背後に回った影かげがあった。真ま央おだ。お蘭の髪の毛を数本毟むしると、みきのもとへ飛ぶように走る。

「これでいいの？」

「ありがとうございます」

　受け取ったみきは常時持ち歩いている呪のろいの藁わら人にん形ぎようを取り出すと、その中へお蘭の髪を入れた。

「おー！　その手があったか！　助かったわ。ありがとみきちゃん」

　ポンと手を叩たたく律りつ子こ。

　みきは律子のほうへ冷ややかな視し線せんを送る。

「礼には及びません。別にあなたを助けるつもりはございませんので。ただあなたの馬ば鹿か力ぢからであの人形が壊こわされ、お兄様が悲しむ事になるのを避さけたいだけです」

　そう言いながらお蘭の手足の動きを封じるようしっかり押さえるみき。

　だが次の瞬しゆん間かん、お蘭の右手のドリルがギュンギュンと唸うなりを上げて回り出した。ギョッとして目を見開くみきの眼前で、またしても律子目がけて飛びかかる。

「ちょっと！　全然効いてないわよみきちゃんの呪い！」

　間一髪。服を掠かすらせて避よける律子。

　みきは突然何事かに気がついたように愕がく然ぜんとした。

「ハッ！　そう言えばこの髪は誰だれか他ほかの人間の髪を人形の頭に植えたもの……！　という事は、これで動きを封じられるのは人形ではなく元々この髪を生はやしていた人間のほう……！」

「なに────────っ!!　意味ねぇ────────っっ!!」

　律子は叫びながら迫り来るドリルを間一髪で避ける。かわされたドリルが壁かべをギュンギュン削けずって、ぽっかりと綺き麗れいな穴を抉えぐった。さすがにこれは素手で受け止めるのは無理っぽい。

　お蘭は壁からドリルを引き抜くと、今度は標的を変えて真央に襲おそいかかった。

「真央ちゃんっ！」

「何で私までっ!?」

　身軽さなら猫並みの真央は、悲鳴を上げながら咄とつ嗟さに飾り棚の上へ飛び上がる。逃げられたお蘭は、今度はみきを視界に捉とらえた。

　ぎくっとして立ちすくむみき。

　そこへ、真央を助けに飛んできた律子の飛び回し蹴げりが炸さく裂れつ。お蘭はみきから引ひき剝はがされるように吹っ飛んで転がる。

　お蘭を警けい戒かいしながら呟つぶやく律子。

「急にどうしたってのかしら？」

「もしかして、余よ計けいな事をしてしまったせいで私たちまで敵と認にん定ていされてしまったのでしょうか……」

　みきが青ざめた。

　その目の前でお蘭らんがゆっくりと起きあがった。完全に戦せん闘とうマシーンと化した両眼の焦しよう点てんが律りつ子ことみきにぴたりと合わされる。左手の指先が開いて銃口が顔を覗のぞかせた。五本の指が銃身に代わって丸く連なり、左手がそのまま五連装のガトリング砲になる。小火器まで内蔵されているようだ。

　右手のドリルの回転音が上がった。不気味な唸うなりが部屋中に響ひびき渡る。

　棚の上から真ま央おがオロオロと声をかけた。

「り、律ちゃん……ど、どうするの……」

「う～ん……、やっぱ一いつ旦たん機き能のう停止してもらうしかないかしらん……？」

　律子はお蘭から目を離はなさず答えると、困ったように頰ほおを引きつらせた。




　一方洋よう館かんまで戻ってきた賀か茂もたちである。

　賀茂は玄関を開けてもらおうとドアノッカーに手を伸ばしたところで、アブデルが呼び止めた。

「待て賀茂よ。中へ入る前に今回の我われ々われの目的とそのための手段を確かく認にんだ」

　振り返る賀茂。

「え？　確認って……、目的はお蘭さんがこれ以上人を襲おそわないようにする事で、そのための手段は……」

　ちょっと考えてから口を開く。

「とりあえず話をして、これ以上待ってても家の人は帰ってこないから留守を守ってても無む駄だだって事を理解させるって事でいいんじゃ？」

　アブデルは険しい顔で問うた。

「もし理解しなかった場合はどうする？」

「理解しなかった場合……？」

「そうだ。相手はあくまで機械仕掛けのカラクリ人形。人でさえ話が通じん事はザラなのに、相手が機械ではなおさらだ。現にあの人形は、俺おれたちを来客だと認にん識しきした後は何を言っても通じなかっただろう」

「そ、それは確たしかに……」

「また、お前があの人形に対して自分たちは客ではないと説明しようとした時、彼女は突然動きを止めた。あれは恐らく、『この人たちは客である』という機械的な認識と、その客本人からの『客ではない』という否定とが彼女の中で矛む盾じゆんを起こし、どう行動して良いか分からなくなってしまったのだ。意識を持ったとはいえ、その程度の矛盾ですぐに判断エラーを引き起こしてしまう彼女に、家の人はもう帰ってこないなどと言ったら、正直どうなるか分からん。機き能のう停止して聞かなかった事にされるだけならまだ良いが、暴ぼう走そうして暴あばれるかもしれん」

「え……？」

　一いつ瞬しゆんポカンとしてからハッとする賀か茂も。

「あ、そっか。旦だん那な様が帰るまで留守を守るってのが今の彼女の存在意義なのに、それを正面から否定したら……。一応彼女も器物の霊れいだし、ヤバいよな……」

「器物の霊だと危ないんですか……？」

　たまが不安そうな顔で脇わきから尋たずねる。

　うなずく賀茂。

「うん。道具ってのは何かの用途に使うために生み出されて、その用途を果たせなくなったらバラされたり捨てられたりしちゃうだろ。だから器物の霊は『自分はこの役目を果たすために作られて、この役目のためにここにいる』って意い識しきがものすごく強い。まだ使えるのに捨てられたり一度も使ってもらえなかった道具が化ける事が多いのも、与えられたはずの自分の役目を全まつとう出来なかった無念が迷いになるせいで、とにかく器物の霊ってのは自分に与えられた役目が全すべての存在意義になっちゃってるものなんだ。人間でも『自分はこれのために生きてるんだ』って思ってるものを否定されたら怒るけど、器物の霊の場合はその怒り方も尋じん常じようじゃない。人間なら否定されても新しい生きる目的を探せる可能性があるけど、道具はそうじゃないからね。本当に、全ての存在意義を完全に否定される事になる」

　アブデルが説明を引き継いだ。

「あの人形は、『主人が帰るまで留守を守れ』という命令が与えられた。そして、留守を守るという使命を全うするために化けるに至ったわけだ。なのに『家の人はもう死んでるから留守を守っても意味ない』などと言われたらどうなるか。彼女は人形で、与えられた使命を自力では変更出来ないから、『主人が帰るまで留守を守れ』という命令は打ち消す事は出来ない。だが、『主人が帰るまで留守を守れ』という命令と『家の人はもう死んでるから留守を守っても意味ない』という現実は、彼女の中では共存出来ない。そうなった時、現実のほうを否定しようとして、主人が死んだ事を伝えた人間を襲おそいかねん。コンピュータのような思考回路しか持たないのなら『主人が帰るまで留守を守る』『ただし主人は帰ってこない』『故ゆえに永久に留守を守る』という結果になるだけで済むのだろうが、魂を宿し感情を持ってしまった彼女の場合はそうではない。主人が帰らねば留守を守る意義は失われ、留守を守る意義が失われれば彼女の唯一の存在意義が否定される事になってしまう。そうなったら、自分の存在する意義を奪った者への怒りで暴走する恐れがあるのだ」

「なるほど……。確たしかに、一いつ生しよう懸けん命めい留守を守ってるのに旦那様はもう帰ってこないって言われたら、怒っちゃうかもしれないですよね……」

　うなずくたま。途中説明を聞いている時はポカンとして理解出来ていない顔もしていたが、結けつ論ろん部分だけは一応分かった様よう子すだ。

　アブデルは賀か茂ものほうに向き直った。

「で、万が一彼女が暴ぼう走そうしてしまった場合、どうするか考えはあるのか？」

　賀茂は少し歯切れの悪い口く調ちようで答えた。

「そ、その場合はしょうがないから一いつ旦たん霊れい力りよくを封じて行動を押さえつけるしか……」

「出来るのか？」

　冷たい目で鋭するどく問うアブデル。

「え？」

「相手は単なる霊ではない。実体を持ち、魂と体とが一体となっている。あのショベルカーに大穴を開けたのは、霊力ではなく純粋に物理的な力によるものだ。つまり、お前がいかに霊的な防ぼう御ぎよを行おうと、彼女の攻こう撃げきを防ぐ事は出来ん。しかも彼女の素す早ばやさは、一いつ瞬しゆんであの太った大柄な作業員を縛しばり上げて杉の木のてっぺんに吊つるすほど。彼女がもし暴走した場合、絶対に殺されず、そしてたまちゃんやみきたちにも怪け我がをさせずに止められるという自信はあるか？」

「それは………」

　賀茂は言葉に詰まった。

　言われてみたら確たしかに、相当難むずかしい仕事だ。相手はドリルだってあるし、老ろう婆ばの話によれば武器を扱える可能性だってある。誰だれにも怪我をさせずに止められるかと言われたら、無理だと答えるしかない。

　絶句した賀茂を見て、たまが何とか元気づけようと口を出す。

「で、でも、暴走なんかしないでちゃんと話を聞いてくれる可能性だってあるかもしれないですし……」

「いや、だけど危険が伴う仕事の時は、ちゃんと最悪の事態を想定して備えておかないと。怪我したり死んじゃってから後悔しても遅いからね」

　真ま面じ目めな顔で諭さとす賀茂。

「そ、それはそうですよね……」

　まるっきり無む駄だな馬ば鹿か発言に終わってたまはしょんぼりと引き下がった。

　賀茂が考えあぐねているのを見て、アブデルが言った。

「やはりこの場合、留守を守る意味がなくなった事を伝えるのではなく、彼女の役目を終わらせてやるという方向で考えるべきだと思う」

「役目を終わらせてって、でも家の人はもうみんな死んじゃってるのに……」

「そこでコイツの出番だ」

　アブデルは言うが早いか、どこからともなく付けヒゲと背広を取り出した。

「は……？」

　全然分からない。怪け訝げんそうに眉まゆをしかめる賀茂。

　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた賀か茂もの目の前で、アブデルはヒゲを装着すると得意満面に胸を反らした。

「つまりだ。俺おれが代わりに『旦だん那な様』になる！　旦那様が帰ってくれば彼女はこの家の留守を守る任務から解放され、もはや人々を襲おそう心配もなくなる。そして俺の言葉を旦那様の言葉として聞くならば、もう暴ぼう走そうの恐れもあるまい。これ以上の完かん璧ぺきな解決策はあるだろうか？　いや、ない！」

　うさんくさい付けヒゲを得意げにしごくアブデル。しかし全体的に細身で若者の外見で長髪のアブデルが付けヒゲをつけて背広を着ても、全然似合わない。

「そのアイディアもどうかと思うけど、それ以前にその格好全然似合わないから……」

　呆あきれた調ちよう子しで呟つぶやく賀茂。

　アブデルはそれを聞いて憤ふん慨がいする。

「似合わんだと？　そんなはずはあるまい。中身が良ければどんな格好だろうとサマになるものだ。ましてやこの俺だぞ？　似合わないと感じるとしたら、それはお前の感性に問題があるのではないか」

「いや、っていうかそういう格好するにはやっぱりもっと落ち着いた年ねん齢れいじゃないと。例えばほら、菜な間まさんみたいなああいう感じの……」

　たまの実父の大悪あく魔まの名前を挙げてみる。菜間は菜間で変態ふんどし愛好家なのだが、少なくとも外見や物腰だけなら一いち分ぶの隙すきもないナイスミドルな紳士だ。共通の知り合いで『旦那様』という言葉が似合う人と言ったらとりあえず菜間くらいしか浮かばない。

　その時、突然背後で土を踏む音がした。

「呼びましたかな？」

　いきなりの声に驚おどろいて振り向くと、オールバックに口くち髭ひげを生はやし、一分の隙もないお洒落しやれなスーツに身を包んだナイスミドルの姿。今ちょうど話していた地獄の王ベリアルこと菜間尺しやく八はち郎ろうその人である。

「菜間さん？」

「こんばんは皆さん。こんな所でお会いするとは意外ですが、お元気そうで何よりです」

　優ゆう雅がに会え釈しやくする菜間。

「たまも元気にしていたかね？」

「はい。元気で……」

　たまが無防備に答えようとした時、それを遮るようにしてアブデルが菜間とたまの間に立ちはだかった。

「貴き様さま、何故なぜここに……？」

「理由は特にありませんが、敢あえて言うなら今こ宵よいの月の美しさに誘われて……といったところでしょうか」

「一人か？　あの眼鏡めがねっ娘こはどうした？」

　警けい戒かいした目で問いただすアブデル。菜な間ま尺しやく八はち郎ろうの養女、真ま理り子こは、地味ながら養父をも上回る高精度の霊れい視し能力と魔ま力りよくのコントロール技術を持っている。父娘二人で手を組まれると、賀か茂もとアブデルのコンビでは歯が立たない。

　だが警けい戒かいするアブデルとは対照的に、菜間尺八郎は紳士的に微笑した。

「真理子ですか？　心配ご無用。あの子はここには連れてきておりません」

　それを聞いた途と端たん、アブデルは気の抜けた様よう子すでくるりと菜間に背を向けた。

「そうか。ならばむさ苦しい中年男に用はない。帰れ」

　背中を向けたまま腕だけ後ろに伸ばして帰り道を指さす。真理子は高い能力を持った危険な相手であるだけでなく、二つお下げに黒くろ縁ぶち眼鏡の可愛かわいい眼鏡っ娘でもあるのだ。その真理子を伴っていないとなれば、アブデルとしては中年男の菜間になど関心はない。

　菜間はアブデルのつれない態度に肩を竦すくめた。

「帰れと言われましても、実は私もこの家にちと用がありますのでね」

「何の用だ？　この家は空き家だ。貴き様さま好みのチンコを生はやした不ふ潔けつな生き物などおらんぞ」

「空き家なのは知っております。それよりあなたがたこそこんな空き家の前で何をしているのです？」

「答える必要はない」

「ならば私も答える義理はありませんな」

　険悪になる空気。

　賀茂が慌てて間に割って入った。

「ちょ、ちょっと待てアブデル。何もそんな最初っから喧けん嘩か腰ごしじゃなくても……」

「そうは言うがな賀茂よ。ただでさえ男などと口を利くのは不愉快極まる行為だというのに、よりにもよってこんなムサい髭ひげマッチョを目の前にしているのだぞ。これで穏おん和わな態度を取れと言うほうが無む茶ちやではないか」

「アンタのほうが無む茶ちや苦く茶ちやだ！」

　反射的に賀茂は突っ込んだ。

　相手の正体は大悪魔だとはいえ、たまの実の父親だ。少なくともたまの事は大事に思っているのは過去に確かく認にんずみである。それに菜間は悪魔だとはいっても残忍だったり悪意に満ちているわけではなく、単に変態趣しゆ味みのある度が過ぎた悪いた戯ずら親おや父じといった感じだ。普通にしていれば一応紳士だし、こちらから事を荒立てなければ衝しよう突とつする事はないはず。第一、たまの目の前で喧嘩になったらたまが悲しむ。

　賀茂はアブデルを押しのけると菜間の前に立った。

「実はここへ来たのは、たまちゃんが自分の妖よう気きの犠ぎ牲せいになった人たちのお墓参りに行きたいって言い出して……」

「何だ賀か茂も貴き様さま、将来の『お義父とうさん』に今から媚こびを売っておこうとでもいう魂こん胆たんか？　だが、この俺おれがそう簡かん単たんにたまちゃんとお前をくっつかせると思……」

「いいからちょっとアンタは黙だまっててくれ」

　うんざりしたようにアブデルを押しとどめてから、再び菜な間まのほうを向く。

「それでまずは近場からって事で、電車の沿えん線せんのお墓をずっと巡めぐってきて、ここが今日きようの終点だったんです。この建物のすぐ隣となりにあるあそこの墓地が」

　指をさす賀茂。

「ほう……墓参りですか。この子もいよいよあなた方人間と同じ側で生きていくためのけじめをつけようという気持ちになってきたという事ですかな……」

　たまをちらっと見やって、どこか物寂しげな複雑な微笑を浮かべる菜間。

「しかし、墓参りに来たはずのあなた方が何故なぜ墓地ではなくこの洋よう館かん前にいるのです？」

　目があったたまが答えた。

「あ、それはえっとですね、私たちは今夜はこのお屋や敷しきにお泊まりする事に……」

「この屋敷に？　待ちなさいたま。それは危険だ」

　一いつ瞬しゆん顔色を変える菜間。

　アブデルがそれを見逃さず、すかさず問いつめる。

「危険とはどういう事だ？　貴様、この家について何を知っている？」

　菜間はしまったという表情をした。娘を心配する余あまり、つい余よ計けいな事を口走ってしまったようだ。

　一つ息を吐くと、菜間は仕方ないといった調ちよう子しで口を開いた。

「……まあ、あなた方がお参りに来たというあそこの墓地とこの建物とは、どちらも私が管理している怪奇スポットですからな。当然あなたがたよりは詳しいつもりです」

「菜間さんが管理って、じゃああの人形が動くようになったのってもしかして……？」

「ほう。すでに彼女とも会いましたか」

　菜間は賀茂のほうを見て軽く口くち髭ひげをしごいた。

「なに、私は大したことはしておりません。確たしかに少しは手を貸しましたがね。あれはまだ自分の意志で動けなかった頃ころからすでに、自然に意い識しきを宿していた。私はただ彼女の『みんなが帰ってくるまで留守を守りたい』という純粋な気持ちに打たれ、彼女が一人でもこの家を守り抜けるための力を与えてやり、ついでに力の源みなもととして、あの墓場に溜たまったたまの妖よう気きをこの建物まで引いてやった。それだけの事です」

　菜間の話に、アブデルが鋭するどく詰きつ問もんする。

「生きたメイド人形を生み出した事の功こう績せきは認みとめよう。だが、その軽はずみなお節せつ介かいで人が襲おそわれる事になる可能性は考えなかったのか？」

「考えませんでしたとも。私は何かをする時には常に、軽挙と妄動を旨むねとしています。後の事を考えずに事を起こせば、必ず間違いが起きるもの。世に混乱の種をまく事は悪あく魔まの大切な務めですからな。それに短たん慮りよとはいえ善意からの行動であれば、あなた方天使も容易に咎とがめ立ては出来ますまい」

　得意げに胸を張る菜な間ま。

　アブデルは冷たく言葉を返す。

「その結果、こうして娘の安否を心配する羽は目めになるとはな。悪をなす者には悪が戻って来るものだ」

「そうそう。それだ。あの人形はこの屋や敷しきに侵入しようとする者には容よう赦しやがないはずだが、何故なぜこの建物に泊まろうなどと言い出したのですか？」

　菜間は思い出して詰め寄る。

　アブデルの代わりに賀か茂もが答えた。

「あの、連れがドアノッカーを鳴らして遊んでたら、ボクら全員お客様だと勘違いされちゃいまして……。しつこく引き留められてどうしようもないんで、今晩一晩泊まっていく事に」

「ああ、そうですか。それは良かった。それなら危ない事はなさそうですな」

　ホッと額ひたいの汗を拭ぬぐう菜間。

　今度はたまが菜間を見上げて小首を傾かしげる。

「菜間さんがここへ来たのもやっぱりお蘭らんさんの事で何か……？」

「まぁ、そんなところです。実は最近、あそこの墓地に溜たまっていたはずの妖よう気きが消えてしまってね。ちょうどこの近くの小料理屋を訪ねる用事があったものだから、そのついでに寄ってみたのです。もしやあの人形も動けなくなってしまってはいまいかと心配になりまして。ですが今皆さんのお話を伺うかがったところでは問題なく動いているようですな」

　それを聞いたアブデルがフンと笑った。

「あそこの妖気を消し去ったのは他ほかならぬ貴き様さま自身だろうに」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開く菜間。だがすぐに小さく微笑した。

「……ご存じでしたか。仲間の悪魔たちが自然浄化に違いないと誰だれ一人疑わなかった真ま理り子このあの細さい工くを見破るとは、さすが熾し天てん使しですな。地上で活動するため受肉した今の状態では、力は相当制限されているはずなのに、いやはや大したものだ」

　話を聞いていたたまが驚いたように口に手を当てる。

「え？　じゃあ、どこのお墓にも全然妖気とか残ってなかったのは、全部菜間さんが……？」

　菜間はちらりとたまの顔を見てから地面に目をやって少し苦笑し、そして夜空を見上げた。

「……まあ悪魔仲間の間では、あとわずか数百年後に迫った水みず瓶がめ座ざの時代のために、この子の妖気スポットは大変貴重なものではありましたがね。人として人とともに生きたいというこの子の希望を想おもえば、あの妖気が直接の原因となってこれ以上犠ぎ牲せいを出す事は避さけさせてやりたいと。まぁつまらん親心ですが」

　敢あえてたまの問いには直接答えず、アブデルとの会話を続ける菜な間ま。

　アブデルは容よう赦しやなく冷たい言葉を浴びせる。

「だが今いま更さらわずかばかりの善行を積つんだところで天国への門が貴き様さまのために開かれる事はあり得んぞ。分かっているだろうが」

「善行を積んだつもりはありませんな。私がやった事は、プライベートな感情を優ゆう先せんさせる事で仲間の悪あく魔またちを裏切るという、どこに出しても非の打ちどころしかない立派な悪あく行ぎようです。世の中に身内第一主義ほど公おおやけの正義を損そこなう悪徳はない」

　ニヤリと笑って嘯うそぶいてみせる菜間。

　そしてそのまま賀か茂もに歩み寄った。

「そういえば身内主義ついでにお尋たずねするが、君とうちの娘との関係はその後どうなのかね？　当然、もう契約は交わしたのでしょうな？」

　唐とう突とつに尋たずねられて、賀茂は少し慌てながら返事をする。

「え？　あ、いえそれが実はまだ……」

　それを聞いた菜間は驚おどろいたように詰め寄った。

「まだですと？　それはまた何なに故ゆえに？　悪魔の契約を交わして一生この子を側そばに置き、死後はあなたの魂をこの子の物として死んだ後のちも添そい遂とげる。私が調しらべたところでは、君はこの子にそう約束したはずですが？　この子もそれを望んでいるはずだ。最近は独身貴族などと気取って誰だれとも契約を交わさん悪魔も増えているようだが、しかしやはり悪魔の幸せというものは、これと狙ねらいを定めた人間との契約にこそある」

　たまの頭をぐいと抱き寄せながら賀茂を問いつめる菜間。

　たまが慌てて菜間の服を引っ張る。

「あの、違うんです。契約の仕方がまだちゃんと分かってなくて、賀茂さんはずっと一いつ生しよう懸けん命めい調べてくれてるんですけど、お家うちにあんまり資料がないらしくて……。それにアブデル義兄にい様が先に守しゆ護ご霊れいになっちゃってますから、そうすると普通の魔女の人とかの契約と同じじゃいけないらしくて、アブデル義兄様に聞いても『契約するのはまだ早い』って……」

「契約の仕方が分からない？　悪魔たるもの、人との契約は種しゆの本能。年とし頃ごろになれば己おのれの望む契約書を自然に作れるようになるはずだが……。という事はまだもしやたまはまだ第二次性せい徴ちようを迎えておらんのか」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる菜間。

　賀茂とたまはキョトンと顔を見合わせた。

「自然にって……？」

「どうやってですか……？」

「まあ、余あまり人に言う事ではありませんが……。例えば朝起きたら下着がどうも湿っぽいので見てみたらパンツに契約の文字が浮かんでいて、乾いていないインクが肌に冷たかったりというような感じですな。家族に見つからぬようそっと風ふ呂ろ場ばで汚れたパンツを洗ったりする経けい験けんは、若い悪あく魔まなら誰だれしもあるものです。女の子の場合だと、初めて契約書が出た日は赤飯を炊たいて祝ったりする風習のある地域もありますな。最近は娘が恥ずかしがるのでやらない家庭も多いようですが」

「あのー、それって……」

　賀か茂もが何か違うものなんではなかろーかとツッコミを入れようとした時、菜な間まはふといい事を思いついたように言った。

「そうだ。契約書の作り方が分からないとの事でしたが、何なら今ここでご覧らんにいれましょうか？」

「え？　いや……」

　賀茂は慌てて手を振ったが、菜間は構わずネクタイを緩ゆるめた。

「よろしい。大事な娘のためでもある。恥ずかしさはこらえて、特別にお目にかけると致しましょう！」

　軽く頰ほおを上気させると、一挙動で上着だけでなく全部脱ぎ捨てる菜間尺しやく八はち郎ろう。全身にごわっと剛ごう毛もうの生はえた筋肉の塊のような裸体が、淫いん靡びなうねりを伴って姿を現す。股こ間かんは相変わらず白しろ木も綿めんのふんどしだ。

「なっ？　いきなり何を……？」

　ギョッとして思わずたまを後ろに隠す賀茂。

　賀茂の驚おどろきをよそに、菜間は艶なまめかしくも激はげしい勢いで腰を振り出した。

「このようにして身も心も解き放ち、腰のリズムに乗せて契約を結びたいと願ねがう相手への気持ちをひたすらに昂たかぶらせてゆくのです」

　じんわりと汗を搔かいた顔をうっとりと紅こう潮ちようさせて、ジリジリとにじり寄ってくる菜間。

「やがて興こう奮ふんが法ほう悦えつの極みに達した時！　前ぜん立りつ腺せんから発して尾てい骨を震ふるわせつつ脊せき髄ずいを駆け上がるクンダリニーの蛇は無限なるウロボロスとなって原初の炎を燃もやし尽くし、乳と蜜みつの流れる川の彼ひ岸がんにある快楽の夢幻境へと我わが身を誘いざなうのです！」

　汗でぬめる体をどこまでも卑ひ猥わいにうねらせながら、恍こう惚こつとした表情で意味不明な事を絶叫する。至し近きん距きよ離りで腰を振られて、賀茂は飛び散る汗から逃げるのに必死だ。

　と思ったら、突然スッと静かな態度に戻る菜間。

「ここで予あらかじめ用意してあった羊よう皮ひ紙しを取り出して、己おのれの血に霊れい力りよくなり魔力なりを込めながら必要事項を記載してですな……」

　ふんどしの下から羊皮紙とペンを取り出すと、洋よう館かんの壁かべを机代わりにして何やら書き始める。

「え……？　手書き……？　じゃあさっきの踊りみたいなのは……」

「ん？　ああ、あれは私わたし流の精神統一です。いや、いい汗をかいた」

　菜間はそう言って快活な笑えみを浮かべると、気持ち良さそうに額ひたいの汗を拭ぬぐう。こぼれる汗が月明かりにキラキラときらめいた。

「どういう精神統一だ……」

　避さけきれなかった汗をハンカチで拭ふきながら呆あきれていると、いきなりアブデルの霊れい力りよくが大量に流れ込んできた。何事かと驚おどろいて振り返ると、やはり大量の汗にまみれたアブデルが冷たく一言。

「……殺せ。俺おれが許す」

「いや、殺せって言われても……」

　気持ちは分かるが、そんな事言われても困る。一応相手はたまの実父でもあるし。

　菜な間まは困こん惑わくする賀か茂もと殺意漲みなぎるアブデルの様よう子すにはまるで頓とん着ちやくせず、上じよう機き嫌げんで羊よう皮ひ紙しを差し出した。

「まあ、こんな感じで書けばよいのです。基本的にはヨーロッパの年ねん季き奉ほう公こう人にんの契約書と同じですな。年限を決めて契約を交わし、年季明けにまとめて報ほう酬しゆうを支払う。ただこの期間が一年区切りでなく一生で、報酬が契約者の魂となるところが人間同士の奉公と違うだけです。今回はお試し用として五分間だけ魔ま力りよくを自由に使えるような契約内容の物を作ってみました。報酬は、たった五分で魂を寄こせというのも無む茶ちやですから、魂の尊そん厳げんを奪うばうという事で契約者が女物のハイレグビキニを着てポーズを決めた写真を十二枚……」

　そう言いかけた瞬しゆん間かん。

　突然飛来した影かげが、巨大なモーニングスターで菜間の脳天を殴おう打だした。

「うぉおほぉおおおおおおるぁあああああっっ!?」

　棘とげのついた鉄球部で後頭部を抉えぐられ、髄ずい液えきと血液を撒まき散らしながらもんどり打って倒れ込む菜間。

　思わず息を吞のむ賀茂とたま。

　地に臥ふした菜間の体を、返り血を滴したたらせながら見下ろすのは、二つお下げに黒いセルロイド縁ぶちの眼鏡めがねをかけた眼鏡っ娘こ。菜間尺しやく八はち郎ろうの養女、真ま理り子こである。

「この間の『ふんどし汁』の件の折せつ檻かんはまだ終わっていませんわよお父様！　この私の『眼め』から逃げられるとでもお思いですか！」

　モーニングスターを地面に突き立てながら、肩で息をする。ナイス乱入ではあるが、出来れば菜間が服を脱ぐ前に来てほしかった。

　それから傍かたわらに立っていた賀茂たちのほうを振り返った。

「申もうし訳わけございません。うちの父が大変お見苦しい物を……。人前で裸になるなと何度も言っているのですけれど……」

　そこでたまの顔を見て、驚おどろいた声を上げる。

「まあ！　たまさん？」

「真理子さん！　お久しぶりです！」
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　嬉うれしそうに真ま理り子こに抱きつくたま。

　アブデルは真理子を見て気持ちが和なごんだのだろうか、賀か茂もに流れ込んでいた大量の霊れい力りよくは突然収まった。分かりやすいな、と内心呟つぶやく賀茂。

　真理子はたまを抱きとめながら、賀茂たちのほうを見た。

「それにあなた方は確たしか、たまさんとご一いつ緒しよにお住まいの……」

「あ、どうも久しぶり……」

「またうちの父が下らないちょっかいを？　申もうし訳わけありません。二度とあなた方の前には姿を見せないとお約束したはずですのに、まったくこの父は」

　たまを体から離はなすと、ものすごく恐きよう縮しゆくした素振りで何度も頭を下げる。そして大急ぎで菜な間まの体を担かつぎ上げた。

「帰ったら、今日きようの分も含めてしっかり折せつ檻かんしておきますので、今日のところは何分これで……」

「あ、いや、ここで会ったのは単なる偶然だから……」

　賀茂が言いかけるのも聞かず、真理子は菜間の巨体を肩に担いで夜の闇やみへと消えていった。

「それではごきげんよう！」

　二人が立ち去った後には大量の汗と血けつ痕こんだけが残された。

「何だったんだ一体……」

　疾しつ風ぷうのように現れて嵐あらしのように去っていった二人に、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく賀か茂も。

　ふとたまが、菜な間まの手書きの契約書が落ちているのに気づいた。

「賀茂さん、あれ……」

　賀茂の服の裾すそを引っ張って指をさす。

「あ、忘れてったのか」

　賀茂はアブデルのほうを振り向いた。

「どうする？　あれ」

　アブデルがチラッと一いち瞥べつして顔をしかめた。

「破り捨てろと言いたいところだが、破ったり焼いたりした者には呪のろいがかかるようにしてあるな。だがまあ、契約者のところに菜間のサインが入っておらんから、間違って拾った者が契約を交わしてしまう心配はないだろう。打ち捨てておいても構わんのではないか。それに万が一契約が成立したとしても、どうせ奴やつのところへ女物のビキニを着た写真を納めるだけだ」

「でも誰だれかが見つけて、うっかり破って呪われたらマズいんじゃ？」

「こんな所に足を踏み入れる可能性があるとしたら、あの作業員たちか住じゆう職しよくか老ろう婆ばくらいのものだろう。気にする事はないと思うが」

「いや、気にしろよ！」

　思わず叫ぶ賀茂。

　アブデルは面めん倒どうくさそうに頭を搔かいた。

「分かった。どうしてもお前が気になるようなら仕方ない。一いつ旦たん持って帰って、後で処分する方法を検討する事にするか。ただし言い出したお前が持って帰れ。俺おれは触れたくない」

「はいはい分かった」

　賀茂はうなずくと、しゃがみ込んで契約書を拾い上げた。菜間の汗が染み込んでじっとりと濡ぬれている。アブデルが触れたくないといった理由はこれか。暗くてよく見えなかったが、確たしかにこんな汗まみれでは触りたくない。幸い羊よう皮ひ紙しだから普通の紙と違って濡れて破けるという事はなさそうだが、とにかくもう最悪だ。

　賀茂のイヤそうな様よう子すに気づいたのか、たまが脇わきから声をかける。

「あの、私が持ってましょうか……？」

　パッと見ただけじゃ汗まみれになっている事には気づかないので、たまも賀茂が何な故ぜ嫌いやがっているかは分かってないのだろう。でもさすがにこんな汚お物ぶつにたまを触れさせたくない。

「いやいいよ。大丈夫」

　賀茂は内心の泣きたい気分を押し隠して平気な素振りでつまみ上げると、何とか折りたたんでズボンの後ろポケットにしまい込んだ。

「……しかしせっかくあの人形を動けるようにした張本人と遭遇したってのに、ほとんど情報得られなかったなー」

　はぁ、と溜ため息いきを漏もらす。

　アブデルが言った。

「気にするな。どのみちあの男が協力してくれるはずなどない。下手へたに話を聞いたところで虚実織おり交ぜた情報で混乱させられるだけ。奴やつは『面おも白しろそう』という理由で実の娘でさえ平気で段ボール詰めにして路上に捨てるような、根っからの外げ道どうだという事を忘れるな」

「まあ、それはそうかもしれないけど」

　たまが人間に拾われて育てられた背景には、「赤ん坊の泣き声と猫の鳴き声は似てるので、赤ん坊を箱詰めにして道に捨てて置いたら誰だれかが猫と勘違いして拾ってびっくりするかもしれない」という、実に下らない思いつきから捨てられてしまったという事情がある。

　アブデルは言った。

「どうせ最初から我われ々われだけで解決する予定だったのだ。もう一度冷静に、どうすれば俺おれがお蘭らんのご主人様になれるかを考え直すしかあるまい」

「うん………ってちょっと待て！　サラッと何おかしな事言ってんだ！」

「何がおかしい？　旦だん那な様が帰って来るまで留守を守るというのなら、俺を旦那様と認みとめさせれば解決だとさっき話し合ったばかりではないか」

「いや、だからその案自体ボクは同意してない！」

「じゃあどうするというのだ？　他ほかにいい解決策でもあるのか？」

「だから、もう家の人は帰ってこない事を納得させてやるだけでいいだろ。その際に、どうやって暴ぼう走そうさせないで安全に納得させられるかを考えればいいわけで……」

「確たしかにそれでも『留守を守る』という使命からは解放されるかもしれんが、それと同時に彼女はもはやこれ以上己おのれの存在意義をなくしてしまう。そうしたらただの人形に戻ってしまうだろう。彼女は化け生しようの者とはいえかりそめにも魂を宿した者。その彼女が魂を失うとしたら、それは死ぬも同じ事ではないか」

「いや、死ぬも同じって、本来の形に戻るだけだろ？　元々迷いや執着があるからああやって化けちゃうわけで、ずっとあのままでいるって事はずっと迷いに縛しばられ続けるって事だし、それよりは安心して本来の人形に戻れるほうが……」

「それでは何か？　お前はあのお蘭がもう笑う事も喋しやべる事もお茶を淹いれる事もなく、ただの人形として動かなくなったとしても、何も感じないとでも言うのか！　お前はそんな冷たい心の持ち主なのか？」

「いや、そりゃもちろん寂しい気持ちにはなるだろうけど……」

「ホラ見ろそうだろう。お前だって本当は嫌いやなのではないか。だが俺が新たなご主人様になれば、彼女は俺に奉仕するという新たな使命を得られる事になる。その使命が彼女の魂をつなぎ止め、ただの人形に戻ってしまう事を防いでくれるのだ。ウチは教義的には人間以外に魂の存在を認める事には消極的だが、しかし事実として魂を宿している以上、これを尊重すべきなのは当然だと俺おれは考える」

「……っていうか、アブデルの案って要するに自分がメイドさん欲しいだけだろ」

　身みも蓋ふたもないツッコミを入れる賀か茂も。

　だがそのくらいではアブデルは怯ひるまない。

「もちろんそのとおりだ。俺おれは心からメイドさんが欲しいと思っている。上うわ辺べだけの優やさしさや偽ぎ善ぜんで彼女のご主人様になろうと言うのではなく、真に心の底から彼女を求めているのだ。そうであればこそ、俺は彼女を幸せにしてやる事が出来るのではないか。機き械かい人形である彼女には、与えられた命令を自ら変更する事は出来んが、それならば俺が旦だん那な様になって新たな使命を与えてやればよい。何か問題があるか？」

「いや、だから……」

　どこにツッコんだらいいのか分からなくなって賀茂は頭を抱えた。

「……とにかくまあ、もし万が一彼女がアブデルを新しい主人として認みとめるような事があったらその時はそれで別に文句はないけど、もうちょっと真ま面じ目めな対策も考えてくれないかなぁ。どっちにしろ、旦那様が死んじゃった事を伝えない事にはアブデルが新しい旦那様になるなんて話もしようがな…………い？」

　賀茂は反射的に喋しやべるのをやめてドアを見つめた。突然玄関のドアの向こうから何やら激はげしい騒そう音おんが近づいてきたのだ。丈夫な石造りの壁かべと分厚い扉のこの洋よう館かんで、中の音がこれだけ外に響ひびいてくるというのは尋じん常じようではない。

「なっ、何だ？」

　反射的に身構える賀茂。

　その直後。

　激しい衝しよう突とつ音おんとともに、人の体をした物体が分厚いドアをぶち破って吹っ飛んできた。

　反射的に抱きとめたが、そのままもんどり打って尻しり餅もちをつく賀茂。

「あいた……」

　顔をしかめながら腕の中を見ると、飛んできたのはお蘭らんだった。

「お蘭さん……？」

　見ると右手がドリルに、左手は銃口になっている。銃身はまだ熱あつく、触れた賀茂の手に小さな火傷やけどが出来た。

　お蘭は一いつ瞬しゆん立ち上がろうとしたが、体内で何かがガシャンとスライドする音がして、そのまま意い識しきを失うように賀茂の腕の中へ倒れ込んだ。

「一体何があったんだ……？」

　お蘭の顔を覗のぞき込んで賀茂が呟つぶやいた時、玄関口にジャリッと足音がした。

　ハッとして顔を上げる。

「あ、賀茂くん帰ってきた？　おっかえり～」

　間の抜けた声で出迎えたのは、服をボロボロにして髪を乱した律りつ子こだった。
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「一体何があったんだ……？」

　室内に入った賀か茂もは、すっかり荒れ果てた応接間を見回して尋たずねた。壁かべにはいくつも大穴が開き、家具はほとんど壊こわれ、更さらには銃弾の跡と見られる痕こん跡せきまである。そして床ゆかは薬やつ莢きようだらけ。

　律りつ子こが破れたシャツの前を結び合わせながら答えた。

「私が聞きたいわよ。喋しやべってたらいきなり襲おそいかかってきてさー」

「って事はこれ、お蘭らんさんと律子が喧けん嘩かした跡か」

「やったのはほとんどお蘭ちゃんだけどね。こっちは真ま央おちゃんとみきちゃんに怪け我がさせちゃいけないし、あのドリルで柱とか壊されたら家全体が倒とう壊かいするかもしれないから避よけ方も考えないといけないし、お蘭ちゃん完全に破壊したらもったいないから手加減しないといけないしっていう三重苦で、ホント大変だったんだから。この家って石造りだから結構跳ちよう弾だんするしさー」

　応接間のソファにお蘭を寝かせながら溜ため息いきをつく律子。ソファも穴だらけのズタボロである。

「……っていうかよく死ななかったな」

　まだ熱ねつを帯びているお蘭の右手のドリルと左手のガトリング砲を見ながら賀茂は呟つぶやいた。

「まぁ、お蘭ちゃんのこの小さいボディじゃ装弾数もたかが知れてるし、連射したらあっという間に弾切れになるに決まってるからね。さっさと全弾撃うち尽くさせちゃったら流れ弾がみんなに当たる心配なくなるし、そうなれば後はドリル避よけるだけだから」

　大変だったとか言ってた割わりに、随ずい分ぶんと余裕そうである。改めて、人間とは思えないとつくづく思う賀か茂も。

「で、喋しやべってたら襲おそってきたって一体どんな会話してたんだ？」

「どんなって言われても、何だったっけ？　白しろ木き屋やデパートがいつ潰つぶれたかとかそんな話じゃなかったかな」

　首を傾かしげる律りつ子こ。同意を求めるように真ま央おのほうを見る。

　真央はうなずいた。

「うん。確たしか律ちゃんはとっくに潰れたって言ってて、お蘭らんさんはまだ潰れてないって言ってて、それで喧けん嘩かになったんだっけ？」

「それでここまで喧嘩するか……？　もしかして、ここの旦だん那な様が白木屋の経営者だったとか、そんな関係でもあったわけ？」

　半信半疑の気分で尋たずねる賀茂。

　みきが言った。

「確か、もう戦争は何十年も前に終わったというような話をしてたいら、突然お怒りになったようだったと思いましたが……」

　律子がポンと手を叩たたく。

「あー、そうそうそれそれ！　とっくに終わったんなら何で旦那様たちは帰ってこないんですかー、とか言いながら殴りかかってきたのよ確か。ね？」

　みきはうなずいた。

「そうですね。残念ながら今回に限っては、律子様のほうにこれといった失言はあの時点ではまだ見受けられなかったかと……」

　話を聞いた賀茂はアブデルと目を見合わせた。

「やっぱり、旦那様たちが帰ってこないって事に繫つながる話をするとヤバそうだな……」

　険しい表情でうなずくアブデル。

「うむ。何かしらエラーは起こすだろうと思っていたが、まさか本当に暴ぼう走そうするとはな」

「え？　『まさか本当に』って……？」

「ん？　ああ、いや何だ、別にアレだぞ、『俺おれがお蘭の新しい旦那様になる案』をごり押しするためにお前の不安を過度に煽あおってみたとか、そういう類たぐいの事は一切ないからな。俺はあくまで、『起こる可能性はわずかでも起きてしまったら致命的な事になる危険は極力避さける努力をすべき』という信念の元に考えているだけであって、暴走する可能性が極めて低いだろうと思っていた事と、それでもその可能性を避けようとした事とは何ら矛む盾じゆんしない。従って下げ衆すな勘ぐりは一切無用だ」

「まぁ今いま更さら驚おどろかないし別にいいや……」

　賀か茂もは投げやりな調ちよう子しで呟つぶやいた。それに一応最悪の事態を想定して計画を練ねるという態度は正しいし、懸け念ねん自体も正しいものだったのだから、アブデルの真意がどこにあろうが別にそれはどうでもいい話ではある。

　律りつ子こがお蘭らんに近づいて見下ろす。

「しかしピクリとも動かなくなっちゃったわね。夕方頃ごろに二回ほど止まった時は声かけたり触ったらすぐ動き出したのに」

　ゆさゆさと揺さぶる律子。

　真ま央おが律子の肩越しにお蘭を見る。

「やっぱり壊こわれちゃったんじゃない？　最後に入れた蹴けり、結構本気だったでしょ？」

「一応ボディが割れないようには加減したんだけどなー。……昔の機き械かいだし、案外叩たたけば直るかも？」

「そんな、昔のテレビじゃあるまいし……」

　賀茂のツッコミを背中に聞きながら、律子は手刀を構えるとお蘭のボディを約六十度の角度で叩いた。

　ガシャコン。

　中で何かが嵌はまるような、妙みように手て応ごたえのある音がした。

「え……？」

　思わず全員の視し線せんが集まる。叩いた張本人の律子も少し意外そうにお蘭を見つめた。

　そのみんなの見守る中。

　お蘭はむっくりと上体を起こした。

「あの、皆様……？」

　キョトンとした顔で辺りを見回す。そして荒れ果てた応接間の様よう子すにびっくりした顔をした。

「こっ、これは一体……っ？　もしや例の連中が……？」

「全部アンタがやったんでしょーが」

　お蘭のおでこをツンとつつく律子。

「わ、私が……？」

「そうよ。憶おぼえてないの？　そのドリルと銃でいきなり襲おそいかかってきてさー」

　律子はお蘭の手元を指さす。

　お蘭は言われて自分の両手を見ると、ハッとしたように慌ててエプロンの下に隠した。そのままガシャンゴションと音をさせて、再び手を出した時には両手とも普通の手の平に戻っている。

　お蘭はソファから飛び降りると、その手を床ゆかについた。

「申もうし訳わけございません。旦だん那な様の大事なお客様に手を上げてしまうとは、本当に何と言ってお詫わびをすればよいか……」

　泣きそうな顔で律りつ子こに頭を下げる。

「私ももう古くなってきております上に、ここ最近は整せい備びも調ちよう整せいもとんとご無ぶ沙さ汰たしているためか、誤作動をしてしまう事が多々ございまして……」

「誤作動にしちゃ、かなり長い時間攻こう撃げきしてきてたけど。明らかに攻撃する意志持って狙ねらってたし。ね、みきちゃん」

「ええ、まぁ……」

　うなずくみき。

　お蘭らんは恐きよう縮しゆくして身を縮ちぢめた。

「本当に弁解のしようもございません。恐らく、何かの弾みに動作制せい御ぎよ盤ばんが戦せん闘とう用よう円えん盤ばんに切り替わってしまったのかと……」

「戦闘用円盤？　何それ？」

　律子が首を傾かしげる。

　お蘭は身振り手振りをしながら説明した。

「私の動作を制御している制御盤の一つでございます。薄うすい鉄の円盤に小さな鋲びようを穿うがちました物が胴体内に入っておりまして、その円盤を回転させると鋲が体内に据え付けられた爪つめを弾はじき、その爪に繫つながった糸が引っ張られて手足を動かす仕組みになっております。鋲の打ち方の異なった円盤が複数ございまして、それを切り換える事によってお茶くみをしたり名めい刺しの取り次ぎをしたりと異なる動作が可能となっております。元々は、西洋の自動演奏機き械かいから思いついたものだそうでございます。戦闘用円盤とはその円盤の一つでして、昼間に侵入者を追い払った時などはこれに切り替えておりましたものでございます」

「なるほど。でも何で女中さん人形に戦闘用円盤なんて……？」

　律子はそう呟つぶやいてから、唐とう突とつに何かひらめいたように顔を上げた。

「ハッ！　もしかして大おお野の弁べん吉きち作のカラクリ人形とは世を忍ぶ仮の姿。その正体は隠おん密みつ裡りに開発された旧日本軍の秘密兵器だったのかも!?」

「旧日本軍の秘密兵器ってお前な……」

　賀か茂もが呆あきれたように口を挟はさむ。

　律子はそんな賀茂に小こ馬ば鹿かにしたような視し線せんを送る。

「知らないの？　旧日本帝国陸軍じゃあロボット三等兵を前線に配備してたのよ？　鉄人28号は残念ながら実用化が間に合わなかったみたいだけど、大日本帝国の技術力は世界一よ」

「それはどっちも漫画だろ！」

　大声でツッコむ賀茂。

　その横でお蘭が真ま面じ目めくさった顔で律子の言葉を訂正する。

「いえ、私のごとき茶運び人形が軍の秘密兵器などという大層なもののはずがございません。これらの機から巧くりは全すべて旦だん那な様がまだお若い頃ころに改造なされたものございます。やはり男の子ですから相撲すもうやチャンバラ、戦争ごっこなどがお好きでございましょう？　私にも家事手伝いの真似まね事ごとより、そういう遊びをさせたかったのではないかと存じます」

「へー。旦だん那な様の改造なんだ。ドリルとか銃も？　気合い入ってるわねー」

「はい。大たい層そうお目にかけていただきました。私のような茶運び人形など、本来ならば物珍しさがなくなったところでお蔵くら入いりとなるのが常でございましょうが、旦那様が贔屓ひいきにして下さったお陰かげで、今日きようまでずっと現役で使っていただいております。それだけでなく旦那様は、ほとんど毎晩のようにお部屋へお連れくださっては、新たな仕事が出来るよう改造を施ほどこしてくださったり、細かなところまで分解して丁てい寧ねいに整せい備びしてくださっておりました」

「分解整備まで旦那様が全部自分でやってたんだ。そりゃホントにお気に入りね」

「はい。私の体で旦那様の指が触れていないところなんてございません……」

　お蘭らんは微かすかにうつむくと頰ほおを赤らめた。

　それを見たアブデルが思わずブッと鼻血を噴ふく。

「メイドさんとご主人様の間にはそんな秘密の夜の営みが……！　こうして夜よ毎ごと、旦那好みの体へと開発されていったわけか……」

「間違ってないけどその表現はどうなんだ……」

　賀か茂もが呆あきれた目でツッコむ。

　お蘭は真ま面じ目めな顔に戻ると再び律りつ子こに向かって頭を下げた。

「なんにせよ、ご無礼を働いた事は事実でございます。何なりと罰は受ける覚悟でおりますので……」

　再びぶはっと鼻血を噴くアブデル。

「お仕置きか！　うむ！　やはりメイドさんといえばお仕置き、お仕置きといえばメイドさんだ！　よし、ここは一つ俺おれが皆を代表して、もっともこの場にふさわしく正しいお仕置きをマンツーマンで……」

「何で攻こう撃げきされてないアンタが代表するんだ！」

　賀茂が後ろからアブデルの頭を殴った。

　一方律子は、恐きよう縮しゆくしきっているお蘭に少し困った様よう子すで頭を搔かいた。

「罰って言われてもなー。こっちは怪け我がもしてないし、別にいいんだけど」

　そう言ってからボロボロになった自分の服に気づいて言う。

「んじゃ、これの代わりに新しい服でも用意してくれる？」

「はい！　それは当然でございます！　明日あしたのご出発までに必ず一着仕立てて参ります！」

　深々と頭を下げるお蘭。その程度で許してもらえた事に、感かん激げきした面おも持もちで律子を見上げる。

　真ま央おが後ろから律子を引っ張った。

「ねぇ、それより私お腹なか空すいたんだけどご飯まだー？」

「ん？　そういや私も動き回ってお腹空いたわね」

　お蘭らんは慌てて立ち上がる。

「かしこまりました。すぐお夕食の準備を致しますので……」

　そう言って出て行こうとするお蘭。

　律りつ子こが呼び止めた。

「あ、でも材料あんの？　ずっと家の人留守で食べ物なんて買ってないんでしょ？　さっきもお茶菓子全然残ってないとか言ってなかった？」

「はっ……！　そういえば……」

　お蘭は口元に手を当てて立ち止まる。

　賀か茂もが腰を上げた。

「それじゃ、ちょっと買い出しに行ってくるよ。駅からこっちに来る途中、大きなスーパーあっただろ」

「あ、じゃあ私も行きます」

　たまが手を上げる。

　アブデルも立ち上がる。

「ならば俺おれも行こう。賀茂をたまちゃんと二人きりにしたら何をするか分からんからな」

「アンタと一いつ緒しよにするな」

　反はん論ろんする賀茂。

　みきも声を上げた。

「お兄様が行かれるのでしたら私も。献こん立だてを考えながら買える人間がいたほうが良いでしょうし」

「あっ。ついてったらメニュー決めれるの？　じゃあ私も行く！」

　真ま央おも振り向く。

　そんなに大勢で行ってもしょうがない気もしたが、人数が多いほうが荷物も分担出来るし、支払いの際もその場で割り勘出来るから、財布の中身が不安な賀茂としては有あり難がたい。

　みんなで出かけようとしていると、お蘭が恐れ多いという顔で止めに入った。

「そんな、お客様に買い出しなど……。近所の八や百お屋やに電話して運ばせますので、どうかそのままご着席下さいまし。この辺りの店なら融ゆう通ずうが利かせてもらえるはずですので、配給のお米なども多少回していただけるかと」

　そう言うと止める間もなく部屋を駆け出していく。

「ご着席ったって椅い子す全部壊こわれちゃってるんだけどな……」

　ボロボロの応接間を見回しながら呟つぶやく賀茂。とりあえずボロボロのソファに腰を下ろした。

　みきが不安げに頰ほおに手を当てる。

「電話をかけた先の八百屋さんは今でもちゃんと続いているのでしょうか……？　また、先ほどデパートにかけた時のような事になるのでは……」

「つーか、そもそも電話自体とっくに止まってんじゃないの？　基本料金だって何十年も払ってないだろうし電気はお蘭らんちゃんの力で何とかなっても交換所まではどうしようもないでしょ？」

　律りつ子こがそう言ったところへ、お蘭が暗い顔で戻ってきた。

「申もうし訳わけございません。何故なぜかまたしても電話が通じず……」

「やっぱり……」

　呟つぶやく律子。

　賀か茂もが立ち上がった。

「まぁ、とにかくボクらが買いに行ってくる。すぐ戻ってくるからちょっと待ってて」

　そう言うと、たまたちを連れて玄関へ向かった。

　なおも引き留めようとするお蘭を先制するように、律子が言った。

「それじゃ賀茂くんたちが買いに行ってる間に服の寸法測っちゃってもらおうかな。この格好じゃ一いつ緒しよに行けないしね」

「あっ、かしこまりました。ではこちらへ……」

　そう言われては、お蘭としては律子を無視して買い物に出るわけにもいかない。お蘭はうなずくと、奥の部屋へ律子を案内していった。




「んじゃこのサテン地にしよっかな。いや、こっちの薄うす手での白無地の縮ちり緬めんも捨てがたいか。でも一応和服じゃなくて洋服にするわけだし……」

　寸法を測り終えた律子は裁さい縫ほう部屋の反たん物もの類を物色しながら悩んでいた。戦時中の物不足に加えて、大半は疎そ開かい先さきへ持って行くか奉ほう公こう人にんや近所の人に配ってしまったという事で、棚に残された生き地じはほとんどなかったが、それでも目移りするほど高級な布地がいくつもある。さすがは豪ごう邸ていだ。

　色々悩んだ末、白いサテン地にアールデコっぽい雰囲気の花模様が染め抜いてある物を選んでお蘭に手渡した。

　お蘭が型紙用の紙が入っている引き出しを開けながら確かく認にんする。

「普通の女物のブラウスでよろしいのですね？」

「うん。デザインは任せるわ。大正モダニズムな感じで仕上げてみて」

「かしこまりました」

　今風の服ならいくらでも店で買える。せっかく戦前の生きた化石みたいなお蘭なのだから、当時のセンスで仕立ててもらったほうが面おも白しろい。

　お蘭は型紙用の紙を広げると、鉛筆を手に持った。お蘭の体からカシャン、と小さな音がして、心持ち目つきが変わる。次の瞬しゆん間かん、測り終えた寸法に合わせて、紙の上に綺き麗れいな線せんを引いていく。定じよう規ぎも何も使わないのに、機き械かいのような正確さだ。もっとも実際機械なのだが。

　型紙を作り終えると、お蘭らんは生き地じに型紙を当てた。裁たちバサミを手に取る。再びカシャンと体内で音がした。裁断用の円えん盤ばんに切り換えたのだろう。引いた線せんに沿って、重ねた型紙ごとジョキジョキと一気に切っていくお蘭。

「へ～。器用なもんねー」

　律りつ子こは感心したように呟つぶやいた。

「お褒ほめいただきありがとうございます。ですけれど、私は予あらかじめ旦だん那な様に組み込まれたとおりに動いているだけでございますから、今のお言葉は旦那様の技術への称しよう賛さんと受け止めさせていただきます」

　お蘭は嬉うれしそうな笑え顔がおを見せながら、裁断を続ける。

　律子はしばらく興きよう味み深ぶかげに見ていたが、裁断に関しては基本的に人間の作業と変わりない動きなのを見て少し飽きてきた。さっき戦った時の左手のガトリング砲のように、裁さい縫ほう時じには裁縫専門の装備が出てくるかと思ったが、残念ながらそういう物はないらしい。

「ところでお蘭ちゃん、お手洗い借りてもいい？」

「あ、はい。この部屋を出て右に真まっ直すぐ行って、突き当たりの左側のドアがお手洗いとなっております」

「分かったわ。んじゃちょっと行ってくる」

　裁縫部屋を出るときっちりドアを閉めてから、律子は少し荒っぽく足音を立てて言われた方向へ進んだ。だが途中で足を止めると、抜き足になってトイレとは逆のほうへ足を向けた。本当は、別にトイレに行きたくなったわけではない。裁縫を見てるのに飽きたから、ちょっと建物内を探検してみようかと思ったのである。特に、お蘭を改造したという旦那様の部屋は見ておきたい。

　階段を上がって二階に行くと、適当に廊下の端からドアを開けてみる。最初に開いたのは来客用の寝室だった。部屋の隅には律子のカバンも置いてある。せっかくだから着替えてしまおうかと思ったが、ちょっと考えてからやめた。このままの格好ならもしお蘭に見み咎とがめられても「着替えようと思って自分のカバンがどこにあるか探してた」という言いい訳わけが使えるが、着替えてしまうと、もう着替えは見つかってるのだからそれ以上うろつく理由がなくなる。

　ドアを閉めて隣となりの部屋のドアを開ける。こっちも来客用の寝室で、ここには賀か茂もとアブデルのバッグが置いてあった。

　それからいくつかドアを開けてみて、廊下の反対の端まで来たところでやっと目的の旦那様の部屋とおぼしき書斎を見つけた。中に入ってみると、床ゆかや机に所狭しと積つみ上げられた本や書類や帳ちよう簿ぼ類るいの山。パラパラとめくってみるが、期待したお蘭の設計図のようなものは見当たらない。工具や部品などもないようだ。工房はまた別にあるのだろうか。

　室内を見回してみると、奥に鉄製の小さなドアがあった。ノブを回してみるが鍵かぎがかかっているようだ。

「ま、こんな古いタイプの鍵かぎならヘアピン一本でも開けられるけどね」

　髪から一本ヘアピンを抜くと、鍵穴に差し込んでグリグリといじってみる事約三十秒。カチャリと手て応ごたえがあってドアが開く。ドアの向こうは石造りの階段だ。屋根裏に続いているようである。屋根裏が作業場だったのかもしれない。

　上っていくと、想像どおり。床ゆか中じゆうに散らばったゼンマイや体のパーツ、小さな鋲びようが無数に穿うがたれた鉄製の円えん盤ばん、歯車などが視界に入ってきた。

　机の上には写真立てが一つ。お蘭らんと一いつ緒しよに写っている男性の写真だ。恐らくこの男性が旦だん那な様だろう。割わりといい男だ。

「これが夜な夜な人形を自分の部屋に連れ込んでは全身くまなく愛めで回してた人形愛倒とう錯さく男か。乱らん歩ぽみたいなオッサンだったらどうしようかと思ったけど、これならまぁそれなりに耽たん美びな感じで許せるかな」

　勝手に脳内で人形愛倒錯者に変換しながら呟つぶやく律りつ子こ。

　そして写真立ての隣となりには、作りかけの人形が一体。お蘭と違って男の子のようだ。ほとんど出来上がっているようだが、服は着せられず胴体の歯車や円盤などが剝むき出しになっている。旦那様が自分で一から作ろうとしていたのだろうか。

　どれくらいまで完成していたのか試そうとゼンマイを巻いてみようとしたが、残念ながら肝かん心じんの動力となるゼンマイが入ってない。

「う～む、残念ながら実じつ験けんはあきらめるしかないかなー」

　舌打ちしつつ、どこかにゼンマイはないかと棚の中などを探し回っていると、下のほうでガンガンと音がした。玄関のドアノッカーだ。賀か茂もたち買い出し部隊が戻ってきたらしい。

「一いつ旦たん戻るかな」

　加茂たちを出迎えにお蘭も部屋から出てくるだろう。その時自分が二階にいるところを見られるとマズい。今は捜索は中断して、後でまた来よう。

　屋根裏への鍵は開けたままにして、律子は階段を降りて下へ向かった。
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　夕食を終え、風ふ呂ろも済ませた賀か茂もたちは、寝室に引き上げてこれからの事について話し合っていた。

　部屋には賀茂とアブデル、そして「一いつ緒しよにトランプやろう」と隣となりの部屋からやって来た真ま央おと、それに引っ張ってこられた律りつ子こ、たま、みき。要するに全員この部屋に集合という状態である。ただし、話し合っているのは賀茂とアブデルだけであり、一方トランプに興きようじているのは真央たち女子だけだ。一緒の部屋にいる意味が全然ない。

　アブデルが難むずかしい顔で腕を組んだ。

「肝かん心じんな事はいかにして旦だん那な様が死んだ事を彼女に分からせるかだが、さて……」

「律子の話だと、とっくに戦争が終わったって言っただけで暴あばれ出したみたいだしなぁ……」

　賀茂も溜ため息いきを漏もらす。

　律子がたまや真央たちとトランプをやりながら賀茂たちの話に入ってきた。

「それ以外にも、賀茂くんたちが出てってから割わりとすぐに外ですごい騒そう音おんがしたんだけど、そん時も顔色変えて外に飛び出してってたわよ。侵入者を追っ払ってきたとか言ってたけど。あ、真央ちゃんそれダウトね」

「きぃ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　またバレた[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ!!」

　悔しそうにジタバタと癇かん癪しやくを起こす真央。すでに手元のカードは三十枚を超えている。

　そんな真央の様よう子すは無視してアブデルに問う賀茂。

「侵入者って、もしかしてあの工事の作業員かな？」

「だろうな。それしかあるまい」

「え、何？　賀か茂も君たち知ってるの？　はい、んじゃ私これで上がり。３」

「ダウトぉっっ！」

　真ま央おがさっきのお返しとばかり威勢良く声を上げる。そして律りつ子こが出したカードをめくってみて再びきぃ[image: ～][image: ～][image: ～]っと暴あばれる。

「うん。実はお寺のほうに行って受けてきた相そう談だんってのがここの洋よう館かんの事でさ……」

　賀茂は再び真央は無視して、寺で聞いた話やここの庭で作業員が吊つるされていた話、老ろう婆ばから聞いた話などをかいつまんで説明した。

「なるほどねー。じゃあもし真央ちゃんが玄関ノックしなかったら私たちもいきなり襲おそわれてたかもしれなかったわけね」

「えっ？　じゃあもしかして私ってエラい？」

　真央がピョコンと振り向く。

「あーはいはいエラいエラい」

　ぞんざいな調ちよう子しで答える律子。

「ま、とにかくお蘭らんちゃんにこれ以上留守を守っても無む駄だだって事を納得させて、その住じゆう職しよくさんにおとなしく投降してこの屋や敷しきを明け渡すよう説得するのが賀茂くんの今回のお仕事なわけね」

「まぁ、簡かん単たんに言うとそんな感じになるのかな。とにかく律子たちが襲われた状況見ても、このままだとホントにいつ死人が出てもおかしくないからな」

　たまがあまり浮かない表情で賀茂に尋たずねる。

「でも、賀茂さん……」

「ん？　たまちゃん何？」

「……もしお蘭さんがもうこのお家を守る必要はないって事を納得しちゃったら、お蘭さん、ただのお人形に戻っちゃうんですよね……」

　そう言いながら場にカードを捨てる。

「たまちゃんそれダウト！」

「ああっ!!」

　真央に指摘されて場のカードを全部取らされるたま。手元のカードは二十枚を超えた。

　賀茂はたまがカードを取り終えるのを待って言った。

「まぁ、もしちゃんと迷いが消えたら、普通はそのままただのカラクリ人形に戻っちゃうだろうと思うけど……」

「…………」

　黙だまり込むたま。少し哀かなしげに顔を曇くもらせる。やはり、自分から動く事も話す事も出来ないただの人形に戻ってしまうのは寂しいようだ。

　それを見たアブデルがここぞとばかり低い声で賀か茂もに言う。

「ほら見ろ賀茂よ。ただの人形に戻してしまうのはたまちゃんも嫌いやがっている。やはりここは俺おれがあの人形の新しいご主人様となってだな……」

　その時、真ま央おたちと一いつ緒しよにトランプをしていたみきの耳がピクリと動いた。アブデルの声は賀茂だけに向けたもので決して大きくはなかったが、アブデルの言葉なら一言たりとも聞き漏もらすまいとするみきの偏へん執しつ狂きよう的てきな耳はそれを聞き逃さなかった。

　みきの黒水晶のような瞳ひとみが一気に嫉しつ妬と心しんで燃もえ上がる。珍しいメイド人形だと愛めでるだけなら許しもする。この家の中であの人形にうつつを抜かすだけなら我が慢まんもしよう。だが、あれのご主人様となって一生側そばに仕えさせるなどというのは断じて受け入れられない。お兄様のお側にお仕えするのは自分一人で充分だ。ただでさえみきは賀茂の家で女中のような働きをしているというのに、そこに更さらに女中人形などが加わってはキャラが被かぶってしまう。口く調ちようだって似ていて、素人しろうとには一いつ瞬しゆん違いが分からないほどだ。せっかくそふりんがくだらない血けつ縁えん規制を緩ゆるめて実妹攻略も可能になった事で、私とお兄様が結ばれる可能性も出てきたというのに。そして更に新規制として五頭身以下のキャラの攻略を禁止する事になるらしいから、たまや真央やこれまで出てきたどの少女よりも確かく実じつに一つ背が高い自分に、大きく一歩抜きんでるチャンスが巡めぐってくるというのに！　あれは放っておくと邪じや魔ま者ものになる。お兄様がメイドを欲するなら、私がなってあげればいい。あんな人形はとっとと眠らせてしまうべきだ。

　みきは内心の妬と心しんを押し殺して優やさしい表情を浮かべると、静かに諭さとすような声でたまに言った。

「たま様。元の人形に戻ると言っても、死ぬわけではございません。自分はもう務めを果たしたのだと安心させて静かに眠れるようにして差し上げるだけでございます。悲しむことではありません。迷いを抱きながらいつまでも不安な想おもいで彷徨さまよう事と、迷いから解き放たれて安心して眠れる事と、どちらが幸せでしょう？」

「それは……」

　考え込むように黙だまるたま。

　みきは畳みかける。

「そもそもあれは人形。人ではありません。本来、意い識しきなど持たないのが普通なのです。意識を持たぬはずの物が無理してずっと目覚め続けているというのは、人形である彼女にとってとても大変な事なのですよ。例えば、たま様が、いつも御就寝になられる十時を過ぎても何か気になる事があって眠る事が出来ず、ずっと朝まで起きていなければならないとしたらどれだけ辛つらいか想像なさってください。その辛さが何日も何ヶ月も何年も続いているのが、あの人形の今の状態なのです。早く安心して眠らせてあげたいとは思いませんか」

「はい。それは……」

　たまは言い返せなくて下を向く。

　更さらに駄だ目め押しをするみき。

「確たしかに、旦だん那な様や家の方々が全すべてお亡くなりになった事を知るのは辛つらい事です。本当の事など知らずに、どこかで生きていると信じて永遠に待ち続けているほうが、もしかしたら彼女にとってはまだ幸せなのかもしれません。ですが、あの人形はこの家を守るという想おもいに凝こり固まったあまりに、人を襲おそい始めていると言います。現に私たちにも襲いかかってきました。幸いにして私たちに怪け我がはなく、また今までのところ人死には出ていないようですが、もし人を殺あやめでもしたらどうなるでしょう。彼女の魂は悪業を背負う事になり、調ちよう伏ぶくされた後のちも地獄へ落とされる事になるでしょう。そうなってしまっては、あの世で旦那様たちとお会いになる事も叶かないません。もちろん、本物の旦那様が帰ってくれば、それが彼女にとって一番幸せでしょう。ですがもはやそれが叶わぬ今、彼女の純粋な魂が悪業を背負ってしまう前に、静かに眠らせて差し上げるのが、私たちに出来る最善の道ではないでしょうか。是これ雄お様もきっと、そうお考えになっての苦く渋じゆうの決断であると私は思うのですが……」

　みきとしては別に賀か茂もごときがどう思っていようがどうでもいいのだが、たまにとっては賀茂を引き合いに出したほうが効き目があるはずだ。

「………」

　たまはちらっと賀茂のほうを見てから、うなだれるようにうなずいた。

「分かりました……」

　よし。たまが納得すれば充分だ。賀茂はどのみち最初から人形の未練を断って眠らせるつもりだし、たまがそれに反対しなければ意見を翻ひるがえす事はすまい。アブデルがいかに強大な霊れい力りよくを誇ろうとも、実際にその霊力を行使するのは霊れい媒ばい師しである賀茂。ならばその賀茂が心変わりをしないように手を打てばそれでよい。

　みきは内心ほくそ笑みながら、そっとたまの髪を撫なでる。

「確かに、仮にも言葉を交わし合った相手が物言わぬ人形に戻ってしまう事には、私も一いち抹まつの寂しさを感じます。ですが、それは嘆なげいても仕方ありません。世の中、ままならぬ事は多くあります。私たちはその中から少しでもマシだと思える道を選んでいくしかないのです」

「はい……」

　コクリとうなずくたま。

「それでは、私もこれであがりです」

　話をしながらさりげなく手元のカードを減らしていたみきが、最後の一枚を場に捨てる。真ま央おが慌てて「ダウト！」と声を上げたが、またもや場に捨てられたカードを全部取る羽は目めになって悶もだえた。

　賀茂がたまのしょんぼりした様よう子すを見かねて声をかける。

「ま、まあでも、この家への執着を断ち切ったとしても、例えばさっきアブデルが言ってたみたいに、新しい生き甲が斐いみたいなのを見つけたらもしかして意い識しき持ったままでいられるかもしれないし……」

　賀か茂もの言葉を遮さえぎるように、突然五寸釘くぎが飛んできた。カッと音を立てて賀茂の耳のすぐ側そばに突き立つ。

　投げたのはもちろんみきだ。みきは血の凍りそうな視し線せんで賀茂を睨にらむと、怨おん念ねんの籠こもった低い声で威圧した。

「余よ計けいな事はおっしゃらなくてよろしいのです。辛つらいながらも納得したたま様のお心を、徒いたずらに惑まどわすような真似まねはおやめください」

「はい……すいません………」

　硬直したまま、顔を引きつらせてうなずく賀茂。思わず敬語になる。みきが何を考えているかは賀茂には預かり知らぬところだが、下手へたな事を言ったら殺されそうだというのだけはビンビンと伝わった。

　とりあえず話題を戻そうとする賀茂。

「……ま、まあその話は置いとくとして。で、どうやってこの家の人たちが死んだ事を伝えよう？　下手な言い方したら暴あばれられてヤバいってのは律りつ子こたちの一件ではっきりしてるし……」

「暴れられると困りますね。動きを封じようにも、あの髪は人形の物ではないので私の術は通じませんでしたし……」

　みきが溜ため息いきをつく。

　律子もボヤいた。

「流れ弾や跳弾で怪け我が人にん出ないとも限らないしねー。お蘭らんちゃんぶっ壊こわしてもいいなら別だけど、そんなもったいない事出来ないし」

　アブデルが腕を組む。

「あの人形が暴れ出した場合にもう一つ気になるのが、賀茂にはすでに一度言ったが彼女の霊れい力りよくの少なさだ。この屋や敷しきに流れ込んだたまちゃんの妖よう気きの大半が、どこかに眠っている可能性がある。人形の相手は律子に任せれば良いとして、彼女が完全に暴ぼう走そうした時、眠っている妖気も暴走を始めないか気になる」

「そういや菜な間まさんも『動けるようにした』とは言わずに『この家を守れる力を与えた』って言い方してたしな。ただお蘭さんが動くだけじゃなくて、もっと何か仕掛けてある可能性はあるかも。お蘭さんが寝静まったら、屋敷内探索して調しらべてみるか……」

　賀茂は呟つぶやいた。

　真ま央おが脇わきから退屈そうに声を上げる。

「そんな話より、みんなもっと遊ぼーよー。ごんも一いつ緒しよにやろうよトランプ」

　律子が真央をたしなめた。

「お馬ば鹿か。賀か茂もくんなんか混ぜたら霊れい視しして全部カード見られて一人勝ちされちゃうでしょ」

　もっともたまやみきも霊視は一応出来るのだが、たまの場合は不器用で狙ねらった物だけを正せい確かくに見る事は出来ないし、みきの場合は霊視力が低いので顔を間近に近づけないとカードの裏など分からないので、この二人は混ぜても大丈夫なのだ。

　真ま央おは律りつ子この言葉にうなずくと手を上げた。

「分かった！　じゃあ私、ごんと一いつ緒しよに組む！　そしたら噓うそのカード捨ててたら全部教えてもらえるし！　ごん、こっち来てー！」

「だーかーらー！　インチキ野郎を混ぜたらゲームが成り立たないでしょっつってんの！」

「だって、一緒に遊びに行くって言ったのに、ごんちっとも遊んでくれないのが悪いんじゃない！　律ちゃんもちょっと叱しかってやってよ、ごんの事！」

　賀茂を指さしてぷりぷりと怒る真央。何がどう「だって」なのかさっぱり分からない。

「っていうか、遊ぶんだったら自分たちの部屋で遊んでくれないかな……」

　賀茂は真央を見ながらちょっとうんざりしたように呟つぶやいた。




　その頃ころ。

　薄うす暗ぐらい街灯が瞬またたく道を、作業着姿の男が二人歩いていた。

「熊くまさん、やっぱ無理だって。やめようって。なぁ」

　声をかけているのは、夕方頃洋よう館かんの杉の木に逆さかさ吊づりにされていた太った男だ。

　熊と呼ばれたひげ面づらの中年男は先を歩きながら振り返りもせず言った。

「何情けねえ事言ってやんでえこの猪いの豚ぶた野や郎ろう。相手はおめえ、娘っ子だってんじゃねえか。でっけえ図ずう体たいしやがって、そんな奴やつにビビってどうする？　男だろうがおめえ」

　そう言う彼の手には、太い荒あら縄なわの束が握られている。縄の先は引っ張ると締しまる引きとけ結びで輪わが作ってあり、すぐに縛しばり上げられるように準備済みだ。

　太った男はなおも不安そうな声を出す。

「で、でもよう熊さん。六十年も放っておかれた洋館に何で娘っ子がいるんだよう。それにただの娘っ子がショベルカーぶち壊こわしたり、俺おれの体持ち上げて木のてっぺんに吊つるしたり出来るかよう……」

「何だぁ？　俺がそう言ったら間違いなく娘っ子にやられたっつったのはおめえじゃねえか」

「いや、だからよう、あの婆ばあさんの言うとおり、本当にアレぁ化け物か何かじゃねえかと……。それに俺近所の人から聞いたんだけどよう、あの洋館のすぐ隣となりの墓場、あそこって毎年何か幽ゆう霊れい騒さわぎが起きてる場所らしくてよう、きっとこの土地全体に何かいるんじゃねえかって……」

「幽霊だか化け物だか知らねえが、こう何度も作業の邪じや魔まされちゃあ黙だまってらんねえだろが」

「だからその仕事は夕方のあの若いのたちがやってくれるんだし、今夜はあの三人が洋館の中で一晩様よう子す見るってんだろう？　だったら俺たちはおとなしくいつもどおり機き械かいが壊こわされないよう見張るだけにして……」

「別に俺おれだって中に踏み込むたぁ言ってねえよ。ただ、もし俺らが見張ってるとこへ飛び出してきたら、そん時ゃあこの縄なわでこうやってふん縛じばって住じゆう職しよくさんの前に引きずり出してやるってえだけだ」

　そんな会話をしながら二人は洋よう館かん前にやってきた。門を潜くぐって敷しき地ち内ないに入る。人の住まない廃はい墟きよだから敷地内には明かりはないし、塀へいに沿って生はえた木々が街灯を遮さえぎって、中には光は届かない。しかし今夜は満月の上に夜空は綺き麗れいに晴れ渡っていて、目が慣なれさえすれば本だって読めそうなほどに煌こう々こうと照らされている。

　ひげ面づらの男は月明かりに照らされた玄関先を見て顔をしかめた。

「何だぁ？　玄関の扉、ちょっとばかし壊こわれてんじゃねえか？」

「ちょっ、熊くまさん！　中には入らねえってさっき約束したろう！」

　慌てて後ろからすがりついて止める若い男。

「うるせえな！　入らねえよ！　ちょっと扉の様よう子すを見るだけだから、この鬱うつ陶とうしい手を離はなしやがれ、この臆おく病びよう豚ぶた！」

　ひげ面は邪険に振り払う。そして一歩扉に近づいた。

　ビシャッ。

　足元で、水か何かが跳はねる音がした。

「ん……？」

　立ち止まって下を見下ろすひげ面。靴先を見たその顔が、突然蒼そう白はくになった。

「こいつぁ……」

「熊さん、どうし……」

　心配して駆け寄った太った男も、同じように水たまりのような物に踏み込んで足を止める。

「あれ？　何かここ、水が……」

　足元を見下ろした太い男は、ズボンの裾すそをぬらした物が何か理解すると同時に息を吞のんだ。

「ひ……っ！　こっ、これっ！　熊さんこれ、血……！」

　血だまりだ。大の大人おとなが一人確かく実じつに死んだと思えるだけの大量の血が、地面に小さな水たまりを作っている。もちろん真ま理り子こに殴り倒された菜な間ま尺しやく八はち郎ろうの血なのだが、そんな事は知らない太い男は膝ひざをガクガクと震ふるわせ始めた。

「ば、ばっきゃろう！　お、大声出すんじゃねえ！　おち、落ち着け……！」

　叱しかりつけるひげ面も声が震える。

「熊さん、これってもしかしてさっきの若い三人の……!?　確たしかあいつら今夜はこの洋館の中でって……。どど、どうしよう……。どうするよ熊さん、なあ……」

「お、落ち着けっつってんだろうがこの馬ば鹿かは！」

「だ、だって熊さんだって震えて……」

「や、やかましい！　これぁアレだ、暖かくなってきてもこの時期はまだまだ冷えるから……」

「冷えねえよ！　今はもう八月で真夏の熱ねつ帯たい夜やだよう熊くまさん……！」

　その時、俄にわかに風が吹いてきて庭の木々の葉をざわめかせた。雲が流れて月を覆おおい、辺り一面闇やみとなる。

「ひぃいいぃっ!!」

　声を上げて駆け出すひげ面づら。太った男も慌てて追いかける。

「あっ！　熊さん！　俺おれだけ置いて逃げるなんてひでえや！」

「ばば、ばっきゃろう！　だ、誰だれが逃げてるんでえ！　これはあれだ、俺たちだけの手には負えねえから、一いつ旦たん戻って増援を呼びに行くだけだ！」

「ええっ！　って事は仲間連れてまた戻るのかい？　俺やだよう！　本気で言ってんのかい熊さん？」

「ったりめえだろが！　あんな二十歳はたち前の小僧っ子見捨てて明日あしたのお天てん道とう様さま拝めっか、この臆おく病びよう者ものの玉なし豚ぶた！」

「熊さんだってビビってたくせいに。洋よう館かんから離はなれた途と端たん、急に強気になるんだからよう熊さんは……」

「やかましい！」

　ゴツンと拳げん骨こつで太った男の頭を殴るひげ面。

　アスファルトに血の靴跡を残しながら、二人はひたすらもと来た道を戻って走っていった。




　洋館の中。

　夕食の後片づけを終えたお蘭らんは、女中部屋で裁断を終えた布地を縫ぬっていた。

　今日きようはどこか気持ちが弾んでいるのが自分でも分かる。お客様が来たからだ。

　この屋や敷しきの玄関を叩たたく音がしたのは一体何年ぶりだろう。ノックの音を聞いた時は、驚おどろきで心しん臓ぞうが止まるかと思った。もちろん人形である自分に心臓なんて存在しないけれど。旦だん那な様が帰ってこられたのだろうかと思って、気がついた時にはもう玄関に向かって走り出していた。廊下を走るなんてお行ぎよう儀ぎが悪いと思いながらも、焦あせる足を抑えられなかった。

　訪ねてきたのは旦那様ではなかった。けれど、たとえ待ちわびた旦那様ではなく、旦那様を訪ねてきたお客様であったとしても、この広いお屋敷に人がいるというだけで、寂しかった家の中が急に暖かみを取り戻したような気がした。毎日独りぼっちで誰もいない家の掃そう除じをし真しん鍮ちゆうを磨みがくのに比べて、お茶やお料理をお出しする相手が家の中にいる事は、それだけで幸せだった。孤独で退屈だった毎日の掃除も、そのお陰かげでお客様に綺き麗れいで居い心地ごこちの良い部屋を提供出来たと思うと、報むくわれた気がした。だから一いつ生しよう懸けん命めいおもてなしした。お茶運びと名めい刺しの取り次ぎ以外の機き能のうはお客様のために使った事がなかったけれど、他ほかの女中さんたちの働きを一つ一つ思い出しながら、間違いのないように頑がん張ばった。久々に見る人の笑え顔がおは、やっぱりとても嬉うれしい気持ちにさせてくれた。

　そして、今こうしてブラウスの仕立てをしている。もちろん原因は自分の粗そ相そうで大切なお客様の服を台なしにしたせいではあるが、誰だれかのために仕事をしているという実感は、それだけでお蘭らんの手を弾ませた。

　しつけ糸を縫ぬい終わると、動作制せい御ぎよ円えん盤ばんを切り換えてミシンモードになる。左手と膝ひざで布を挟み、指先からミシン針を出して一気に縫い上げるのだ。

　だが、長年使っていなかったミシン機き能のうはすっかり錆さび付いていて、すぐにドラムが止まって糸が絡からまってしまった。ボビンの動きもどこかぎこちない。

　一いつ旦たん停止して、糸切りばさみを取ると絡まった糸を切る。そのハサミを持つ手も、関節が軋きしんだ。

　表面に錆さびの浮き出た糸切りばさみを見つめながら、ふぅ、と小さな溜ため息が漏もれた。

　……私も、随ずい分ぶんと古くなってしまった。

　それも当然だ。この家に買われてきたのは明めい治じも半なかばの頃ころだが、作られたのはもっと前、明治の御ご一いつ新しんの直後である。今までちゃんと動けていたほうが不ふ思し議ぎなくらいなのだ。

　自分が今までちゃんと動いていられたのは、旦だん那な様が毎晩すみずみまで丁てい寧ねいに整せい備びしてくださっていたから。歯車の間に油を差し、壊こわれた部品は取り替え、いつも不具合がないように点検してくれていた。だが、今この家にはお蘭しかいない。整備点検をしてくれる人は誰もいないのだ。

　ミシン機能以外にも、あちこちにガタが来ている。長年に亘わたる不ふ審しんな侵入者との戦いで、体はもうボロボロだ。右足に張り巡めぐらされた伝でん導どう索さくはすでに何本かすり切れてしまい、足首がスムーズに動かない。右手も、ドリルの振動でねじが段だん々だんと緩ゆるんできている。それ以外にも、調ちよう子しの悪いところを上げていったらきりがない。不具合のないところなどないくらいだ。そもそもお蘭の体は本来戦うためには作られていない。戦せん闘とう機能などはあくまで旦那様がまだ子供だった頃につけたお遊び機能に過ぎない。繊せん細さいで華きや奢しやなお蘭の体は、激はげしい戦いに耐えられるようには出来てはいないのだ。

　あの賀か茂も様たちご一行の中に、私の整備が出来る方はいらっしゃらないだろうか……。

　一いつ瞬しゆん、そんな考えが胸を掠かすめた。

　けれど、すぐ打ち消した。

　駄だ目めだ。私は旦那様の物。旦那様だけの物。私の体には、旦那様がまだ幼い少年だった頃から一いつ生しよう懸けん命めい工夫した様さま々ざまな秘密が詰まっている。国家機密というような大たい層そうなものではないが、しかし旦那様にとっては大事な秘密だ。それを旦那様に無断で他人の目に触れさせるわけにはいかない。私の体の秘密を見てもいいのは旦那様唯ただ一人。私の体に触れてもいいのは旦那様唯一人だけなのだから。

　分解整せい備びしてくださる時の旦だん那な様の優やさしい指の感触が不意に甦よみがえった。

　……一体私は、どのくらいの間整備してもらっていないのだろう。

　ふと、そんな事を考えた。

　分解整備には、恐怖と羞しゆう恥ちがつきまとう。自分の体を開いて他人の手で弄いじり回されるのだ。恐ろしいのは当然である。おかしな弄り方をされたら、もう壊こわれて二度と動けないかもしれない。でも、旦那様になら安心して身を委ゆだねられた。旦那様になら、全すべてを預けてしまえた。

　人である旦那様がお蘭らんを大切にする気持ちは、あくまでお気に入りの機き械かいに対するものに過ぎなかっただろうと思う。でもお蘭にとって、毎晩の整備は旦那様との秘密の逢おう瀬せだった。服を脱がし、胴体部を開いて中の部品を一つ一つ触って確たしかめ、再び服を着せて髪を梳すいてくれる。その一連の行為は、お蘭にとって房ぼう中ちゆうの秘め事にも等しかった。旦那様が毎晩お蘭にかかりきりすぎると奥様から苦情を言われた時も、申もうし訳わけないと思う気持ちとは裏腹に、どこかで優ゆう越えつ感かんに似た何かを感じている自分がいた。

　旦那様がこの家を出てから、一体どれほどの月日が経たったのだろう。部屋の真ん中に佇ちよ立りつして、ただじっと留守を見守っていた間、何度日が昇っただろう。自由に動けるようになってから、何度季節が巡めぐっただろう。

　ぼんやりとそんな事を思った。だがそのうち、気づいてはいけない何かに辿たどり着いてしまいそうな予感がして、お蘭は反射的にその疑問を頭から振り払った。

　その拍子にミシン針が折れた。

「あ……っ！」

　しまった。布に引っかけてしまった。余よ計けいな事を考えてボーっとしていたせいだ。内心、自分の不注意を責めると、呆あきれたように溜ため息いきを漏もらした。

　ここ最近、集中力が途と切ぎれやすくなった。夜には休息を取らないと、動くのが億おつ劫くうで疲れるようになった。

　以前はいくら起きていても平気だったのに。やはりこれも、整備なしで動き続けているツケが回ってきているのだろうか。それとも、自分を自由に動けるようにしてくれた不ふ思し議ぎな力が、もう切れかかっているのだろうか。

　私は、いつまでこうして動いていられるんだろう……。

　これまで何度も胸をよぎった不安が、また頭をもたげた。壊れて動けなくなるのが先か、自分を自由に動けるようにしてくれた不思議な力が切れてただの人形に戻ってしまうのが先か。いずれにせよ、もう長くはない事だけは分かっている。

　女中部屋に飾られた写真に目をやる。

　家か督とくを譲ゆずられたばかりの、まだ二十代の旦那様。その左右には、美しくてお優やさしかった旦那様のお母様と、嫁とついでこられたばかりの可愛かわいらしさの残る奥様。そして後ろには、女中仲間の面々が並び、一番手前にはお蘭が旦那様に支えられて立っている。

　お蘭らんが一番幸せだった頃ころの思い出。

　この家が一番幸せだった頃の懐なつかしい記き憶おく。

　昔の事がとりとめもなく思い出された。

　旦だん那な様は、いつお戻りになられるのだろうか……。

　早く帰ってきてほしい。私が動けなくなってしまう前に。この家を守れなくなってしまう前に。

　不意に猛烈な眠気が襲おそってきた。今日きようはいつもの眠くなる時間よりも早い。お客様が来ていつもよりたくさん働いたせいだろうか。瞼まぶたが重い。少し休まないと、明日あした動けないかもしれない。しかし明日の出発までに、この服を縫ぬい上げてしまわないと……。

　無理に体を動かそうとしたが、歯車が軋きしんで動かない。体が辛つらくて目を開けていられない。

　やはり、もうこの体は限界なのだ。旦那様の整せい備びなしではもう保もたないのだ。

　改めて、そう思い知らされた。

　旦那様さえ帰ってきてくだされば……。

　一言「留守番ご苦労だった」とさえ言ってくだされば……。

　そうすればもう、安心して壊こわれてしまえるのに……………。

　お蘭は裁さい縫ほう台だいに突っ伏しながら、泥のような眠りに引き込まれていった。

　何だが無性に泣きたかった。涙を流すようには出来ていない人形の体が哀かなしかった。







[image: 第９章　お蘭と平河のお屋敷]







　お蘭らんがこの家に買われてきたのは、ようやく明めい治じ維い新しん後の混乱も少しずつ収まりかけていた頃ころだった。珍しいもの好きだった先代の旦だん那な様に買われて、お客様専用のお茶くみ係に任命された。その当時はまだお茶を運ぶ事しか出来なかったけれど、女中たちはみんな可愛かわいがってくれて、自分は人形だけど女中たちの一番下したっ端ぱの仲間として扱ってもらった。衣い装しようもみんなとお揃そろいの洋装を仕立ててもらった。確たしか、小学校を終えたばかりのまだ十代前半の小間使いさんが、洋裁の練習として作ってくれたのが最初だったと思う。縫ぬい代しろの取り方がおかしくて、袖そでの長さが左右で違っていた上に、袖の下側が上側よりも随ずい分ぶんと長いちぐはぐな仕上がりだった。これではみっともなくてお客様の前に出られないからと、奥様が直じき々じきに仕立て直してくれた。それ以来、練習用にお蘭の服を作るのが定番となり、若い女中たちは着せ替え遊びの感覚で次々と色んな服を仕立ててくれた。そのお陰かげでお蘭は奥様よりも衣装持ちになってしまった。もっともその服の大半は、初めて仕立ててくれた小間使いさんの時と同様、人前ではとても着れない失敗作だったけれど。

　やがて坊っちゃまがお生まれになった。物心がついた坊っちゃまは自分の事を大たい層そう気に入ってくれた。先代の旦那様は、男の子なのに人形遊びなどにうつつを抜かして、と少々不満げなご様よう子すだったけれど、坊っちゃまの興きよう味みがカラクリ仕掛けにあると分かると理解を示されるようになった。この家に買われて何年も経たち、そこかしこに故障が出始め、物珍しさ目新しさも失っていたお蘭は、そろそろお蔵くら入いりになるのが順当なところだったが、坊っちゃまの修理と愛あい顧このお陰かげでお蔵くら入いりを免まぬがれた。

　やがて坊っちゃまは少し離はなれた土地の大学へ通う事になり、家から離れて下宿生活となったが、たまの休みに帰ってくるとそれこそ一日中お蘭らんにかかりきりだった。大学で学んだ様さま々ざまな技術をこれでもかと注ぎ込んで、お蘭の改造にいそしんだ。

　坊っちゃまの改造によって、お茶運び以外にも、名めい刺しの取り次ぎや金物磨みがき、拭ふき掃そう除じ、縫ぬい物など様々な家事が出来るようになるに従い、お蘭は再び客人の目を楽しませる事が出来るようになった。それはお蘭にとって幸せだっただけでなく、この平ひら河かわ家にとっても幸福を招く事になった。お蘭を見せる事を口実に各界の人じん士しを招いて人脈を広げ、平河家の事業をますます繁はん栄えいさせるのに一役買ったのだ。

　月日は流れ、坊っちゃまは成人して家か督とくを継ぎ、旦だん那な様と呼ばれるようになった。女中たちの顔ぶれも入れ替わっていった。気がつけば、お蘭は女中仲間のうちで一番の古株になっていた。人形であるお蘭は、古株とはいえ当然ながら相変わらず一番の下したっ端ぱだった。でも毎日楽しく過ごしていた。新しい旦那様となった坊っちゃまも、毎晩のお蘭の手入れを欠かさなかった。

　あの頃ころが一番幸せだった。あの頃の暮らしが永遠に続いてくれればと願ねがっていた。

　けれどやがて戦争が始まり、旦那様は出兵した。家の人たちは空くう襲しゆうを避さけるため、田舎いなかへ疎そ開かいしていった。人形であるお蘭は一人この家に残された。

　──僕が帰るまで、この家の留守を頼む。

　旦那様は別わかれ際ぎわにそう言った。

　だからお蘭は、たった一人で帰らぬ主あるじを待ち続けた。ゼンマイが切れて動けなくなっても、旦那様やお家の人たちが帰ってくるまで留守を守ろうと直立不動の姿勢を保って立ちはだかっていた。旦那様が帰ってくるまでは、何としても倒れるわけにはいかなかった。

　でも、洋よう館かんに帰ってくる人はいなかった。旦那様は南太平洋で名誉の戦死、家族は事もあろうに疎開した先で空襲に遭い、この家の人間はもう誰だれもいなくなっていた。

　もちろんお蘭には戦争の事も外の世界の事も何一つ分からない。この家の人間がもう全すべて死に絶えてしまった事も知らない。ただ留守を預かるという使命だけを胸に、帰らぬ主人をじっと待ち続けていた。主を失い、誰からも忘れ去られたまま、何年もの月日が流れた。洋館は内も外もすっかり荒れ果て、化け物屋や敷しきのようになってしまっていた。

　外の世界は否いや応おうなく変わっていく。だが、彼女の時間は、留守を預かった時から一歩も進む事が出来ない。彼女にとっては、もうこの世にはいない主の帰りを待つ事だけが己おのれの全てとなっていた。

　そしてある日。この土地に買い手がついた。そして、廃はい屋おくとなっていた洋館は取とり壊こわされる事になってしまった。

　お蘭は、ある朝不意に外が騒さわがしくなった事に気づいた。もしかして誰かが帰ってきたのだろうかと胸を弾ませたが、どこか様よう子すが変だった。不安になりながら外の気け配はいを窺うかがっていると、突然重じゆう機きの音が鳴なり響ひびいた。壁かべが、床ゆかが、天てん井じようが、大きく揺れた。

　大変だ。何者かがこの家を壊こわそうとしている。

　お蘭らんは慌てた。自分はこの家の留守を託されている。自分はこの家を守らなければならない。旦だん那な様や家族のみんなが戻ってくるまで、私がここを守り通さなくてはならない。でも動けない。自分にはどうしようもない。

　その時、突然目の前に見た事もない紳士が立っていた。

　──私の言葉はわかるかね？

　立派な髭ひげの生はえた口元に優ゆう雅がな微笑を湛たたえてその紳士は言った。

　……はい。

　訳わけが分からないまま心の中で返事をした。

　──外の連中からこの家を守りたいかね？

　はい。

　──そのために、この世のものからはみ出した存在になっても構わないかね？

　はい……！

　──主人の帰りを待つという以外の事は何一つ考えられなくなったとしても？

　はい！

　躊躇ためらいなどなかった。どのみちお蘭には、旦那様の帰りを待つ以外の事などとっくの昔に考えられなくなっていたから。

　紳士は謎なぞめいた微笑で優やさしくお蘭の頭を撫なでた。

　──ならば行きなさい。この家を守るという決意を妄もう執しゆうに変えて、永遠に主人の帰りを待つがいい。

　そう言って笑うと、紳士は長いコートの裾すそを翻ひるがえしてどこへともなく姿を消した。

　そして気がついた時には、体の中に不ふ思し議ぎな力が満ちているのを感じた。お蘭はそのまま自らの意志で走り出していた。

　玄関を飛び出すと、一番近くにいた作業員をハイキック一発で沈めた。そのまま一気に他ほかの作業員たちを叩たたき伏せて追い返した。

　お茶くみや、旦那様に改造してもらったいくつかの決められた動作しか出来ないはずのお蘭。それどころかとっくにゼンマイも切れて動く事すら出来ないはずのお蘭。そのお蘭が、まるで本物の人間のようになめらかに手足を動かしながら、作業員たちを追い払った。

　そして彼女は闘たたかい続けた。最初のうちは危険が迫った時しか動けなかったけど、そのうちいつでも自由に動いていられるようになっていた。せっかく自由に動ける体を手に入れたのだからと、家中のお掃そう除じもした。埃ほこりを被かぶっていたシーツやカーテンは洗せん濯たくし直した。食器も洗い直した。いつも女中仲間のみんながやっていたことを一つ一つ思い出しながら、たった一人で一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばった。

　テーブルにはお花も飾った。これでいつみんなが帰ってきても、安心して迎えられる。無事に留守を預かりましたと胸を張って言える。お茶くみや、いくつかの家事の真似まね事ごとしか出来なかった自分が家の事をこんなにきちんとやれているのを見たら、奥様や女中仲間たちもきっとびっくりするだろう。そして、いっぱい褒ほめてくれるに違いない。今日きようこそは帰ってくるだろうか。明日あすこそはきっと……。お蘭らんはそう信じながら、毎日毎日家を守ってがむしゃらに闘たたかった。旦だん那な様のお屋や敷しきを土足で荒らすような輩やからは一歩も中に入れまいと、一人きりで闘った。旦那様の思い出の詰まったこのお屋敷を守りたかったから。旦那様のお帰りになる場所を守りたかったから。帰る場所を奪うばわれたら、旦那様はもう永遠にお帰りにならないかもしれないと怖かったから。

　そして更さらに十数年の月日が流れた。

　長年の戦いで、彼女の体はもうボロボロだった。人形である彼女は、怪け我がをしても自然に治ち癒ゆすることはない。壊こわれたところを直してくれる人もいない。傷ついたら傷つきっぱなしなのだ。お蘭は、少しずつ自分の体が動かなくなってきている事に気づいていた。後どれくらい闘えるのだろうか。ご主人様たちが戻ってくるまで、この家を守り通せるのだろうか。その前に、壊れてしまうのではないか……。そんな不安が、少しずつ胸の内に広がり始めていた。

　そんなある日。

　玄関のドアノッカーが鳴った。旦那様が帰ってきたのだろうか。お蘭は胸をときめかせながら出てみたが、残念ながら家の人ではなかった。訪ねてきたのは、賀か茂もと名乗る少年とその友人たちだった。それでも数十年ぶりの来客に心が躍おどった。主あるじの不在を詫わびながら、お蘭は少年たちを中へ入れた。そして、旦那様に恥をかかせてはいけないと、精一杯もてなした。賀茂たちがこの家を壊そうとしている人間たちの依頼を受けている事も、自分を元の人形に戻してしまうつもりでいる事も、お蘭は露つゆほども知らなかった……。




「……とまあ、そういうわけだ真ま理り子こ。最初のうちは霊れい力りよくも低かったので、危険が迫った時だけ動けるようにしてやっていたのだが、そのうちあそこの墓地にたまの妖よう気きが溜たまってからは、その妖気を引いてきて自動的に魔ま力りよくを補うようにしてやった。ついでに、安定して強力な力が得られるようになったので、彼女自身や屋敷全体にも若干のパワーアップをさせてやったりね」

　大きな日本家屋の薄うす暗ぐらい屋根裏。

　菜な間ま尺しやく八はち郎ろうは柱に後ろ手に縛しばりつけられた状態で、淡たん々たんと語った。正座した脛すねの下にはギザギザの十そ露ろ盤ばん板いたが敷しかれ、太ふと腿ももの上には分厚い石の板が四段ほど積つみ上げられている。服装はもちろんふんどし一丁だ。額ひたいからは血を流し、しかしそれでもダンディな口元の微笑は常に紳士の余裕を失わない。

「だが、あの墓地の妖よう気きを一掃してしまった今、新たな魔ま力りよくの供給源はない。ちゃんと彼女が無事に動いているかどうか心配するのは当然だろう？　私があの屋や敷しきへ足を運んだ理由はあの人形の様よう子すを見ようと思っただけであり、二度と彼らの前に姿を現さんという約束を破ろうとしたわけでも、お前のお仕置きから逃げ出そうとしたわけでもないのだ」

　真ま理り子こはようやく疑わしそうな視し線せんを緩ゆるめ、折せつ檻かん用ようの焼け火ひ箸ばしを菜な間まの体から引き抜いた。

「そういう事ですか……。で、そのお人形はちゃんと動いていたんですの？」

「うむ。アブデル君らとの予想外の遭そう遇ぐうで直接確たしかめる事は出来なかったが、彼らの言葉ではちゃんと家の仕事をしながら留守を守り続けているそうだ。少なくとも今のところはね」

「そうですか。それなら良かったですけど……。でも妖気の供給源がなくなっている事に変わりはないんでしょう？」

「うむ。明日あした、アブデル君らが帰ったあとにでも行って、ちょっと補給用の道具を与えてこようかと思っている。身につけるだけで魔力が補給されるような、外部バッテリーのような物をね。もう用意は出来ている」

「あら。もうちゃんとご用意なさってるんですの？　さすがお父様、準備がよろしいですわね」

「当然だろう。何といってもお前の父だからな」

　そう言って快活に笑う菜間。

「どんなものをご用意したのか興きよう味みがありますわ。よろしかったら見せていただけません？」

「そこに掛けてある背広の内ポケットに入っている。勝手に取って見なさい」

「これですか……？」

　ハンガーに吊つるした背広の内ポケットに手を突っ込むと、中に入っていた物を取り出す真理子。だが。

「……………………」

　真理子は出てきた物を見て一いつ瞬しゆん硬直した。どこからどう見ても男根と睾こう丸がんだ。我われに返って慌てて手を離はなすと、菜間のほうに信じられないといった目を向ける。

「なっ、何なんですかこれはっっ[image: ]」

　菜間は得意げに語った。

「いやいや、侵入者と闘たたかう彼女はなかなかのますらをぶりでね。侵入者を追い払うと言っても、どうせ幽ゆう霊れいの真似まね事ごとでもして脅かす程度だろうとタカを括くくっていたら、自らの肉体を武器にして作業員たちに立ち向かっていったその姿に、私はすっかり惚ほれ込んでしまったのだよ。いずれはふんどしもプレゼントしてやろうと思っているのだが、ますらをがふんどしを締しめるのに、その下に付いてないというのも締まらん話だろう？　そこで……」

　サクッ。

　話が終わる前に、真理子は黙だまって火箸で菜間の眉み間けんを貫いた。菜間は口を開いたまま絶句した。

　真ま理り子こは汚いものでも触るかのように、ハンカチ越しに魔ま力りよく供給用アタッチメントを拾うと、菜な間まの内ポケットに戻す。それから、ふと思い出したように尋たずねた。

「でもお父様。そのお人形、侵入者を追い返すためにずっと闘たたかってるって……。たまさんたち、そんな所に泊まって大丈夫なんですの？　勝手に入ったら襲おそわれてしまうのでは……」

　眉み間けんを焼け火ひ箸ばしに貫かれたまま答える菜間。

「客人だと思われているようだから大丈夫だろう。あの人形は、留守居を守る者として、客人には全力でもてなしをするはず。それにアブデル君に賀か茂も君もおるのだから、もしも万が一暴あばれたとて力ちから業わざで何とかなるはずだ。私も、職しよく業ぎよう霊れい媒ばい師しに怪しまれんよう、建物に吸収された妖よう気きを隠す細さい工くはしたが、それ以上の複雑な仕込みはしておらん」

「ですけど私、先ほどお父様を殴り飛ばした際にアブデルさんにも余よ計けいな事を仕掛けてきてしまいましたわ……」

　不安げな面おも持もちで呟つぶやく真理子。

　菜間は聞き返す。

「余計な事？」

「ええ。お父様と向き合っているのがアブデルさんとは存じてませんでしたけど、何かとんでもない霊れい力りよくが膨ふくれ上がって今にも襲おそいかかりそうな雰囲気でしたので、霊力の流れを邪魔するように術を……。その後、あそこにいたのがたまさんや賀茂さんたちだと気づいたので、そういえば二度と前に現れないと誓ったはずだと思い出しまして、慌てて逃げたために術を解くのを忘れてしまい……」

「何？」

「もちろん術をかけた時も咄とつ嗟さでしたから、空中に無理やり魔力で呪じゆ符ふを空くう書しよしただけのものです。当然しっかり固定されてませんし、あの方の異常な霊力でしたら精々数時間も保もてば良いほうですけれど」

「そうか。まあ心配は要いらんと思うが、気になるようなら様よう子すを見てみるかね」

「でもアブデルさんやたまさんを霊視で追跡するのは私の『眼め』でもちょっと……」

「まあ待ちなさい。霊視するとは言っておらん。さっきも言ったが、あの館やかたは霊視をごまかす細工をしてある。どのみち普通のやり方ではいくらお前の『開かれた眼』でも中は『見え』んよ」

　菜間は縛しばられた右腕の関節を外してするりと縄なわから引き抜くと、額ひたいの血を指につけて、膝ひざの上に載せられた石版に複雑な図形と文字を描いた。そしてその上に、独特な形の印を結んだ手をかざす。

　途と端たんに、石版の上にあの洋よう館かんの立体像が浮き上がった。

「ほら、霊視するよりもこのほうが楽だろう」

　真ま理り子こは啞あ然ぜんとした顔で菜な間まを見る。

「そんな簡かん単たんに…………私の縛しばった縄なわを抜けるだなんて……」

　驚おどろいたのはあくまで縄抜けについて。菜間が今やってみせた幻術程度なら、人には高等魔ま術じゆつでも二人にとっては小こ手て先さきのお遊びだ。それにあの館やかたは菜間が常に管かん轄かつしていた場所なのだから、霊れい視しを拒む仕掛けとは別に、自分が監かん視しするための方策は取ってあるはずだ。これくらい出来て当然である。

「これだからいつも簡単に逃げられてしまうのね。やっぱり針金か何かで縛るほうがいいのかしら」

　真理子は縄抜けの事をぶつぶつ言いながら屋根裏の下へ降りると、普通の針金ではなく鉄てつ条じよう網もうを持ってきて菜間の右腕を縛り直した。

「こらこら真理子、棘とげが腕に刺さって痛いからやめなさい」

「だってお父様、こうやって肉に食い込ませておけば、そう簡単には抜けなくなるでしょう？」

　容よう赦しやなく棘を突き刺しながら縛り上げる真理子。

「ぬふっ、ふああっ！　ちっ、チクチクするぞおぅ……っ!!」

　菜間は痛がっているのかエクスタシーを感じているのかよく分からない顔で喘あえいだ。

「ふぅ、これでよし、と……」

　真理子は菜間を縛り直して額ひたいの汗を拭ぬぐうと、ようやく落ち着いて建物の中を見た。

「……寝てますわね、例の人形」

「寝ている？　むぅ、やはり妖よう気きの供給が止まって魔力不足に陥おちいっているのだろうか」

「それもありますけど、故障がひどいのに無理やり魔力でごまかしているので消費も早くなっているようですわ。館かん内ないに蓄たくわえられた妖気を寝ている間に吸収しているようです。でも、これなら明日あしたの朝まで問題は起きずにすみそうですわね」

　真理子はそう言ってから、ふと別の所へ目をやってハッとしたように息を吞のんだ。

「……!?　お父様！　これは……！」

　作業服姿の男達が数十名、敷しき地ち内ないに入ってくるのが見えた。屋敷内に忍び込もうとしているらしく、窓をガタガタと揺らしている。

　菜間も思わず声を上げた。

「何をやっておるのだ彼らは！」

　ひげ面づらの作業員が窓のガラスを叩たたき割った。ガシャンと硬質な音が幻像を通じてこの屋根裏にまで響ひびいた。

「イカン！　お蘭らんが目を覚ます！」

　菜間の顔色が変わった。




　洋よう館かんの一階、女中部屋。

　深い眠りに引き込まれていたお蘭らんは、突然の物音にビクッとして目を覚ました。

　一階の居間の窓が割られた……！

　侵入者だ。それも、かなり多い。

　立ち上がると同時に、制せい御ぎよ盤ばんが戦せん闘とう用ように切り替わる。

　ベッドの下の長なが持もちを引き出して、弾薬の予備を探した。しかし元々が遊びでつけられた戦闘機き能のう。とっくの昔に弾は尽きていた。

　とりあえず右手にドリルを装着すると、お蘭は音のしたほうに向かって駆け出した。お客様にお怪け我がでもさせたら、平ひら河かわの家末まつ代だいまでの恥！　旦だん那な様に顔向け出来ない！　何としても守り通さねば！

　居間に駆け込むと、今まさに侵入したばかりの人ひと影かげが立っていた。一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとした。旦那様の留守中に、不ふ審しん者しやの侵入を許してしまった。

　怒りが燃もえ上がった。汚れた土足で、旦那様の大事なこのお屋や敷しきの床ゆかを踏みにじるなんて。絶対に許せない。

　問答無用で飛びかかると、全力で蹴けり飛ばす。別の窓をぶち破って、悲鳴を上げて飛んでいく男。

　またガラスの割れる音がした。今度は応接間だ。大急ぎでそちらへ駆けつけると、今まさに窓を乗り越えようとしていた男を思いきり殴り飛ばした。

[image: ]

　その時、居間のほうからガヤガヤと声が聞こえた。外で重じゆう機きの振動音が響ひびいた。やっぱりいつもの連中か！　よりによって、お客様がお泊まりの夜に……！

　慌てて居間まで戻ると、すでに五、六人が侵入していた。お蘭らんが来たのを見て慌てて外へ逃げ出す。しかし今度はまたもや応接間のほうから騒さわがしい音がした。

　いつもなら一度殴り飛ばせば恐れてすぐに逃げるくせに……！　どうして今夜に限ってこんなにしつこい……？

　再び応接間に行くと、ちょうどそこへブルドーザーが突っ込んできた。衝しよう撃げきで壁かべ全体が揺れ、窓ガラスが全すべて一斉に砕くだけ散る。反射的に顔の前に腕を交差させて立ちすくんだが、石造りの丈夫な壁は何とか持ちこたえてくれた。すぐさま右手のドリルを構えると、真まっ直すぐブルドーザーに突っ込む。相手は自分と同じく機械だ。お蘭にとってのゼンマイは、ブルドーザーにとってはエンジンだ。そこさえ破は壊かいすればいい。すばやく飛び出すと、お蘭の姿を見た男たちが蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。それには構わず、唸うなりを上げるドリルをブルドーザーのエンジン部分に突き立てた。

　激はげしく回転するエンジンシャフトのカムがドリルを叩たたく。その振動が、ドリル自体の振動と相まって右腕を壊こわれんばかりに揺さぶった。関節がギチギチと悲鳴を上げ、右腕内部の骨組みがガクガクと震ふるえた。

　それでも堪こらえて一気にドリルを奥まで突っ込んだ時。

　突き破られたエンジンが内部のガスを一気に吹き出して破裂した。

　すでに緩ゆるんでいた右腕のパーツが、衝撃に耐え切れず吹き飛んだ。

　ハッとするお蘭。一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして、肩から垂れた糸と、その先にかろうじてぶら下がっているいくつかの部品を見つめる。次の瞬間、ほとんど反射行動のように左手で肩口を押さえながら建物内に飛び込んだ。

　応接間の陰に隠れてうずくまると、肩から垂れた伝でん導どう索さくが体内の歯車に絡からみつかないよう左手で一ひと纏まとめにして結ぶ。だが、動どう揺ようして震える左手ではなかなか上手うまく結べない。ようやくなんとかまとめ上げると、まだ小刻みに震える肩を抑えようと左腕で抱だき締しめた。

　大丈夫……。たとえドリルがなかろうと、たとえ右腕を失おうと、まだ自分には左腕と両足がある。それだけあれば闘たたかえる。所しよ詮せん相手は人間だ。運動性能と耐久性ではこちらが遙はるかに上回っている……。落ち着け。取り乱すな……。

　必死で自分に言い聞かせるお蘭。だが右腕を失ったショックは大きい。立ち上がって、外にたむろしている連中を全員追い払わなければいけないのに、頭がパニックになっていて次の行動が決められない。

　破れた窓の外がガヤガヤとうるさくなってきた。壊したブルドーザーに人が集まってきたらしい。

　誰だれかが、建物の反対側へ行けと指示するのが聞こえた。

　いけない！　止めないと……！

　立ち上がりかけたお蘭らんの視界に、窓の外の景色が写る。そのまま動きを止めた。ゾッとした。

　無数に蠢うごめく黒い影かげ。一体今夜は何人集まっているのだ。

　もし自分がここを動けばここから突破される。あの群衆が雪崩なだれれ込んでくる。しかし、自分がこの居間にじっとしていれば、向こう側の窓から入ってきてしまう。他ほかにも一階の窓はいくらだってあるのだ。どうする？　どうすればいい……？

　その時、またしても低いエンジンの唸うなりが聞こえた。反対側へ回った連中たちの方向。女中部屋のある方角だ。まだ何か重じゆう機きがある。それも複数だ。

　急いで女中部屋へ駆かけ込むと、窓から外を見た。

　クレーン車の先に、一抱えもある巨大な鉄球がついているのが見えた。

　クレーンは鉄球をゆさゆさと左右に揺らし、勢いをつけている。

　以前にも、何度か同じ物を持ち込んでいるのを見た事がある。あれでこの壁かべを打うち壊こわそうというのだ。いけない。あんなものが叩たたきつけられたら、いかに丈夫な石造りとはいえ無事ではすまない。

　鉄球が大きく揺れた。次の一振りで来る！

　お蘭は素早く自分の取るべき行動を確かく認にんした。

　……まず鉄球を吊つるしているワイヤーを切る。続いてエンジンを破は壊かいする。

　そう決定すると、飛び出そうとした。

　しかし、その足がハッと止まった。

　……自分にはもう、右手もドリルもない。それでどうやってあんな鉄のワイヤーを切ればいい？　鉄の塊であるエンジンを壊せばいい？

　躊ちゆう躇ちよした瞬しゆん間かん、鉄球が壁を直ちよく撃げきした。一撃では石の壁は破れなかったが、窓まど際ぎわに立っていたお蘭は衝しよう撃げきで吹き飛んだ。そのまま床ゆかに倒れ込む。窓の向こうでは、クレーンが二発目を放つために再び鉄球を揺らし始めている。

　その時、応接間のほうから人の声が聞こえた。しまった。やはり入り込まれた。すぐ追い出しに行かなくては。

　そう思った時、更さらに別の場所で窓ガラスが割れる音がした。

　そして更に他ほかの場所からも。

　思わずお蘭は立たち竦すくんだ。思考が止まった。

　ダメだ。こちらは一人なのに向こうは多数。同時に複数の窓から入ってこられたら守りきれない。窓の外では鉄球が揺れている。ドリルを失った自分には、あのクレーンからお屋や敷しきを守る手立てもない。どうすればいい？　私一人でどうすればいい？　無理だ。私一人では、これ以上………。




　──このお屋や敷しきを守りきれない…………。




　その思いが脳裏を掠かすめた瞬しゆん間かん、お蘭らんは膝ひざの力が抜けて床ゆかにへたり込んだ。

　私は、このお屋敷を守れない。私は旦だん那な様の留守を守れない……。私は旦那様の言いつけを守れない………。

　存在しないはずの心しん臓ぞうが激はげしく波打った。テンプのチクタク言う音が、頭に割れそうなほど響ひびいた。体が震ふるえ、ネジの緩ゆるんだパーツがカタカタと音を立てた。

　だったら私は……。私は一体何のために………。一体何のためにここに………。

　足元を支えている地面が砂になって崩れ落ちていくような錯さつ覚かくを覚えた。そのまま自分も底のない深い闇やみに吞のみ込まれていくような感覚。

　目眩めまいがした。思わず床に左手をついた。

　そして、反射的に手を引いた。床が脈動している。これは一体……？　思わず部屋を見回すと、壁かべや天てん井じようがグニャリと歪ゆがんで見えた。さっきの一いち撃げきでここまで歪んでしまったのか？　いや、違う。歪みながら部屋全体が脈を打つように動いている。

　平へい衡こう感覚が狂って、お蘭は再び床に手をついた。再び手の平に直接脈動を感じる。その時、奇妙な事に気づいた。脈動の拍子が、自分の体内のテンプのリズムとピッタリ一致しているのだ。それだけじゃない。この床から伝わる感覚……。自分を自由に動けるようにしてくれている、あの不ふ思し議ぎな力と同じもの……。

　奇妙な一体感を覚えた。否。本当は初めからずっと一体だった事に気づいた。お蘭は突然理解した。この家を綺き麗れいに保っていたのは、日々の掃そう除じだけの賜たま物ものではない。常に、お蘭自らが思い描く綺麗な部屋を反映したものへと、お蘭自身の力で作り上げていたのだ。寝れば力が回復したのも、寝ている間にお屋敷から自分の体へと力が補給されていたからだ。

　何かが、お蘭の中でガッチリと嚙かみ合った。

　お蘭は立ち上がった。

　そして、洋よう館かん全体が鳴めい動どうした。
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　少し時間を戻して、洋よう館かん内。旦だん那な様の書斎の秘密扉から通じている、屋根裏の工房である。

　メンバーは賀か茂もとアブデルと律りつ子こ。たまと真ま央おは寝室で寝ており、何かあった時のためにみきがついている。

「う～ん、ここも特に妖よう気きの類たぐいはないっぽいなぁ……」

　賀茂はぐるりと室内を見回して呟つぶやいた。

「うむ。そのようだな。しかし何か違和感があるのだが……」

　アブデルは、部屋に置いてあった作りかけのカラクリ人形を片手にうなずいた。

　ここへ来たのは、洋館のどこかに潜せん伏ぷくしていると思われるたまの妖気を探すためである。予あらかじめ見つけ出して浄化さえしておけば、お蘭らんが暴あばれたとしても人形の体単体としてのみ。それなら律子一人でも勝てたのだから、そこにアブデルが加わって二人がかりになればほぼ確かく実じつに押さえ込める。そうなれば、旦那様が死んだ事をお蘭に話すにあたって、かなり危険度が下がる事になる。

　この部屋まで案内してきた律子が脇わきから尋たずねる。

「ところでその人形の顔と、この写真の旦那様の顔って似てると思いませんあぶでる様？　私の脳内では、旦那様は実は人形フェチでお蘭ちゃんにぞっこんで、でも自分は人間でどうしようもないから自分の分身の人形を作っておいて、死後はその人形に乗り移ってお蘭ちゃんとくっつこうとしたとか、そういう耽たん美びでロマンチックな妄もう想そうがさっきから止まらないんですけど」

「お前にしてはなかなかいい勘をしているな。確たしかにここの旦だん那なはフィギュア萌もえ族だったようだ」

「ぶっ！　マジですか？」

　思わず吹く律りつ子こ。

「やべ、旦那様萌えそう……」

　興こう奮ふんする律子は相手にせず、手元の人形に目を落としながら続けるアブデル。

「これも、かなり魂を込めて作っていたようだな。もし完成していれば、百年もすればお蘭らんのように化けたかもしれん」

　そう言って人形を作業台の上に戻す。

「だが残念ながら、現時点ではただの人形だ。まあ、男の人形など化けても面おも白しろくも何ともないが」

　賀か茂もが話を聞いていてふとひらめく。

「あのさアブデル。今ふと思ったんだけど、この人形に旦那様の霊れいを降ろしてきてお蘭さんを説得してもらうってどうだろう？」

「ん？」

「いや、お蘭さん説得するのをボクらじゃなくて旦那様本人にやってもらったらどうかと思ってさ。でもボクらのうちの誰だれかに降ろすとしたら、ボクかみきさんしかいないわけだけど、みきさんじゃ女の子だから旦那様を降ろすのはちょっと不都合あるだろ。かといってボクに旦那さん降ろしちゃうとアブデルの霊力使える人間がいなくなっちゃうからいざって時に危険だし。その点この人形を使えば、動くための関節とかは備わってるし、ほっといてもいずれ化けたかもしれないくらいだから素材としては充分だし、本人の思い入れも強いから依より代しろとしても最適だし。ピッタリだと思うんだ」

「む……なるほどな……。それはそれでアリかもしれん。だが……」

　一いつ瞬しゆん考え込むアブデル。だがすぐ何か思いついたように言った。

「……賀茂やみきに降ろすのが都合が悪いというのなら、いっそ俺おれに降ろしてみてはどうだ？」

「アブデルに？」

「うむ。この肉体は地上で活動するための所しよ詮せんは虚うつろな容いれ物ものにすぎないわけだから、ちょっと場所を譲ゆずってやれば人一人の魂くらい入れてやれるだろう。それに自分は天に帰ってしまうわけではないから、賀茂も必要とあればいつでもこちらの霊力を引き出して使うことが出来る」

「いや、だけど……」

　ちょっと賀茂は戸と惑まどった。確かにそれも可能かもしれないが、アブデルのような強力な霊気を持つ熾し天てん使しと同じ身体に人間の魂なんか放り込んだら一瞬で蒸発して消え去ってしまいそうな気がする。それはかなり不安だ。

　賀茂が躊ちゆう躇ちよしていると、アブデルは言った。

「何だ？　別に俺おれは、そうすれば完全に旦だん那なの振りをしたまま自分の体を使ってお蘭らんと再会の抱ほう擁よう、口づけ、二人の愛の営みと何でもやりたい放題だとかそういう下げ賤せんな事は微み塵じんも考えておらんぞ。よけいな心配は無用だ」

「え～っと、なるほどそれが狙ねらいか……」

　困ったように溜ため息いきを漏もらす賀か茂も。今日きよう一日で同じパターンを三度もやった気がする。やはりメイドさんを前にして舞まい上がっているのだろうか。

　アブデルは賀茂を促うながすように背中を押した。

「だがまぁどっちみち、今はそんな事よりとりあえず暴ぼう走そう時じの危険を最小限に抑えるため妖よう気きの溜まり場を見つけるのが先だ。人形は必要ならいつでも取りに来れるのだから、今は置いていけ。そもそも勝手に旦那様の物を持ち出しているところをお蘭に見られたら、絶対不ふ審しんがられてしまうからな」

「それはまぁそうだな。じゃ、戻って別の場所を探すか」

　賀茂はうなずき、三人は下の書斎へと階段を降りていった。

　階段を下りたところでふと賀茂が言う。

「……なぁアブデル。もしかしてここに流れてきた妖気って、菜な間まさんが墓場の妖気を浄化したついでに消えちゃってるんじゃないか？　あの人形を目覚めさせるのにちょこっと使ってみただけで」

「まぁそれもあり得なくはないのだが、何か引っかかる。お前の『眼め』では分からんかもしれんが、良く出来た合成写真を見るような奇妙な違和感があるのだ。それに、すでに一度言った事だが、外見とあまりに異なる内装の綺き麗れいさなども腑ふに落ちん。単なる幻げん術じゆつというわけではないようだしな」

　そう言いながら壁かべ紙がみを指でなぞるアブデル。幻術であれば指に埃ほこりくらいつきそうなものだが、アブデルの指は綺麗なままだ。

　それを見ていた律りつ子こが、思い出したように口を開いた。

「そういえばあぶでる様。今思い出したんですけど、あぶでる様たちがお寺のほうの用事済ませに行ってる間にお蘭ちゃんが一度外へ人を追い払いに出たって言いましたでしょ？」

「ん？　それがどうした？」

「実はその時、突然応接間の様よう子すがすっかり古びた物に変わっちゃったんですのよ。壁紙やソファの布張りなんかもすっかり色いろ褪あせた感じで、紅茶もギリギリで腐っちゃいませんでしたけどすっかり香りの飛んだものに変わりまして……」

「何？　それを早く言わんか！　賀茂！　やはり巧妙に隠されているだけで屋や敷しき全体に妖気が張はり巡めぐらされている可能性がある。いや、そこまではっきりした作用を及ぼしているなられっきとした魔ま力りよくとして整ととのえられているな。ともかく応接間の様子を見に行くぞ！」

「分かった」

　書斎を通り抜けて二階の廊下に出た。

　その時、外でガシャンとガラスの割れるような音がした。

「ん？　今の音は……？」

　立ち止まる賀か茂も。

　律りつ子こが応じる。

「下から聞こえたわよね。お蘭らんちゃんが食器でも割ったのかしら？」

「起きてるのかな。だとしたら、こんな時間に下に降りて鉢はち合あわせしたら怪しまれるか」

　そう躊ちゆう躇ちよする賀茂を、アブデルが急せかす。

「なに、構わん。喉のどが渇いたからお茶を淹いれてもらいに来たとでも言えばいいだろう」

　その時、もう一度ガシャンと音がした。それに続いて男の悲鳴。

　思わず顔を見合わせる三人。

「何だ？」

「今の、明らかに悲鳴よね？」

　警けい戒かいしていると、突然何かがぶつかるような衝しよう撃げき音おんがして、建物全体が震ふるえた。

　そして何かが高速回転する音。外が騒さわがしい。

　律子が廊下の窓から下を見下ろした。

「あれってもしかして工事の人？　結構数いるわよ」

　慌てて窓まど際ぎわに駆かけ寄る賀茂とアブデル。

　覗のぞいてみると、視界に入るだけでも十人以上の作業服姿が見えた。建物の壁かべに突っ込んだと見られるブルドーザーが、エンジン部分を大破させて擱かく座ざしている。

「なっ？　何でまたこんないきなり？　今日きようはボクらが一晩ここで様よう子す見るってちゃんと言ったのに！」

　思わず声を上げる賀茂。

　その時、さっきとは別の方向からまた強い衝撃音がした。建物全体が揺れ、ビリビリと窓ガラスが震える。

　賀茂は青ざめた。

「ちょ……っ、マズいぞ！　こんな事したらお蘭さんが……」

　アブデルが声を上げる。

「とにかく下だ！　至急奴やつらを止める必要がある！　急ぐぞ！」

「分かった！」

　階段まで廊下を走る三人。だが、突然床ゆかがグニャリと歪ゆがんだ。思わずバランスを崩してつんのめる賀茂。

「今度は何だ……？」

　思わず天てん井じようを見上げて、賀茂はギョッとした。

「な……」

　壁かべや天てん井じようが、規則正しい周期で律りつ動どうしている。まるで時計の針のような不気味な規則正しさだ。

　アブデルが賀か茂もを強引に引き起こす。

「ボンヤリするな！」

「アブデル、これは一体……？」

「『見て』みれば分かる。やはり隠かくされていただけで、建物全体に魔ま力りよくが張はり巡めぐらされていた。そしてそれが今、お蘭らんと完全に一体化したという事だ」

　アブデルはそう説明しながら、急ぐ足を止めない。

「とにかくこうなってしまっては危ない。外の様よう子すからして、お蘭がますます暴ぼう走そうするのは間違いない。下の連中を止めるのも大事だが、その前に俺おれたちも全員脱出しておいたほうがいいな」

　下へ降りるのをやめて、たまたちの寝室へ向かおうとする三人。だが階段を通りすぎた時、賀茂が奇妙な事に気づいた。

「アブデル！　あの階段……！」

　指さしながら目を疑う賀茂。

　下へ続いているはずの階段が、途中の踊り場で途と切ぎれている。いや、途切れているというのは正せい確かくではない。踊り場の部分が真まっ直すぐ廊下のように伸びて、そこより下の階段を塞ふさいでしまっているのだ。

「まさかすでに閉じ込められた……？」

　アブデルが首を振る。

「……いや、下りれなくしたというよりも、上がってこれなくしたのではないか？　下の様子から見て、奴やつらがこの邸内に押し入ろうとしたに違いない。恐らくお蘭は、侵入者達から我われ々われを守るつもりなのだろう」

「そっか。なら安全か……」

「だがどちらにしろ、正常な判断力をいつまで維持しているか分からん。下手へたをすると完全に閉じ込められかねん。律りつ子こはたまちゃんたちを起こしてこい。外に避ひ難なんさせる。俺と賀茂はその間にこの階段をなんとかする」

「分かりましたわ！」

　ビシッと敬礼してからたまたちの寝室へ走っていく律子。

「よし。賀茂、こっちも手早く片づけるぞ。グズグズしていては、色々と手遅れになりかねん」

　そう言っている間に、またもや下から悲鳴が聞こえてくる。確たしかに急がないと危ない。

「でも、こんなのどうすれば……」

「心配要いらん。これはあくまでも魔力で一時的に変形しただけだ。ならばこっちも霊れい力りよく尽ずくで元に戻せ」

「元になんか戻せるのか……？」

「この床ゆかの状態は魔ま力りよくによって保たれている。だからその魔力を打ち消してしまえば、たとえ元に戻らずとも、少なくとも崩れ落ちる。崩れれば通れるようになるだろう。これだけあからさまに魔力が働きだした今なら、もうはっきりと『見え』るはずだ」

　そう言われて『眼め』を開くと、強力な魔力が床ゆかや壁かべ一面にはっきりと『見え』た。確たしかにこれなら何とかなる。

「よし……！」

　賀か茂もは踊り場の床に右手をかざすと精神を統一して唱となえた。

「熾し天てん使しアブデルの名において命ずる……」

　だが、そこで奇妙な顔をして唱えるのをやめた。

「あれ……？」

　思わず自分の手を見つめる賀茂。

　アブデルも異変に気づいて尋たずねた。

「どうした？」

「アブデルの霊れい力りよくが流れてこない……」

「何？　ちゃんと精神は集中させていたのか？　お前のほうからの要よう請せいを何も感じなかったぞ」

「いつもどおりにしてたはずなんだけど……。もう一度やってみる。熾天使アブデルの名において……」

　再び手をかざして唱える賀茂。だがやはり全然アブデルの霊力が渡ってこない。

「何でだ……？」

　右手の平とアブデルとを『見』比べる賀茂。その時ふと奇妙な物に気づいた。アブデルを指さす賀茂。

「何だそれ……？」

「ん……？」

　言われてアブデルも自分の体を見た。

　アブデルの体を取り囲むようにして、薄うすい霊気の輪わが出来ている。しかもよく『見る』と、単なる霊気の輪ではなく複雑な図形や記号の形を取って、空気中に描かれた魔法円の体たいをなしているようだ。

「これは……！」

　ハッと顔色を変えるアブデル。

　賀茂は舌打ちした。

「コイツに遮さえぎられてるせいか！　でもいつの間にこんな……？」

「考えられるとしたら、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうと娘の眼鏡めがねっ娘こしかおらん。恐らく眼鏡っ娘だ。父を殴り倒すと同時に俺おれにも術をかけたな。自分たちの身を守るための安全策だろうが、それなら帰る時に解いて行けばよいものを……」

「どうする？　このままじゃ……！」

「空気中に描いただけのいい加減なものだから明け方までには消えているだろうが、それでは間に合わん。賀か茂も。自力でこの結界を解けそうか？」

「いや、これはちょっといくら何でも複雑すぎるし……」

　賀茂は躊ちゆう躇ちよした。

　術を解こうと思ったら、仕掛けられている図形や記号の意味を全すべて理解した上で、その一つ一つを否定していかなくてはならない。もちろん、その際には結界に込められた魔ま力りよくをこちらの霊れい力りよくが上回っている事も条件だ。こんな複雑な代しろ物ものでは、たとえアブデルから解説してもらいながら作業したとしても一晩かかる。それなら自然に消えるのを待つのと変わらない。

　アブデルは舌打ちした。

「ならば仕方ない。窓から降りるぞ！」

「窓から？」

「シーツを繫つなげてロープを作る。たまちゃんは律りつ子こに背負わせ、みきは俺が担かついで降りる。猫耳娘は身軽だから一人でも平気だろう」

「分かった。そうしよう」

　たまたちの寝室へ向かって走る二人。

　そこへ律子が、旅行鞄かばんを担いだたまたちを連れて戻ってくる。

「何？　賀茂くんたちまでこっち来てどうしたの？」

「悪い。説明は省はぶくけど、今ちょっとアブデルの力が使えなくなってるんだ。階段も戻せてない。だから窓から降りよう」

　たまとみきがギョッとする。

「窓からですか？」

「うん」

　賀茂はうなずくと、自分たちの寝室に入った。窓から下を見下ろす。人がいた。ここから真まっ直すぐ降りると戦せん闘とうに巻き込まれる恐れがある。そう判断すると荷物だけ持ち出して、女子の寝室へ入った。こっちは角部屋なので、賀茂たちの部屋の窓とは違う方向の壁かべにも窓がある。下を覗のぞくと、一応ここの壁は無人だ。

「よし。ここから降りよう」

　賀茂はベッドからシーツを外すとアブデルと一いつ緒しよに二つに裂いて、結び合わせた。隣となりの部屋からも持ってきて、六枚分のシーツを全部繫ぐと充分地上まで届く長さが得られた。一方の端をベッドの足に結びつけて固定する。これで準備はオーケーだ。

「たまちゃんは律りつ子こに、みきさんはアブデルに摑つかまって。真ま央おは一人でも降りれるな？」

　それぞれに確かく認にんを取る賀か茂も。各自自分のバッグを窓から下に落とすと、最初に身軽な真央が降り、続いてアブデルがみきを抱いて降りた。

「よし。じゃ、たまちゃん。私たちも行くわよ」

「はい」

　たまが律子の背中に負ぶさる。

　その時賀茂はふと思い出して言った。

「そうだ！　ボクちょっとあの工房まで上がって、作りかけの人形取ってくる！」

「え？」

　聞き返す律子。

「ほら、旦だん那な様の魂をこれに降ろしてきてお蘭らんさん説得したらいいかも、って言ってたあの人形。今脱出しちゃったら、もう取りには戻れないだろ？　お蘭さん鎮しずめるのにも使えるかもしれないし！」

「あ、そうね。分かったわ」

「じゃ、すぐ戻るから先降りててくれ。出来たら作業員の人たち守ってやって」

「はいはいオーケー」

　賀茂は部屋を出て書斎の上の秘密の工房目指して走っていった。




　賀茂が走り去るのを見送ると、律子はたまを背負い直した。

「よし。それじゃたまちゃん、降りるからしっかり摑まってなさい」

「あ、あの律子さん……」

　背中からおずおずとたまが言う。

「ん？」

「私も、賀茂さんと一いつ緒しよに行きます。何かお手伝い出来る事があるかもしれないですし……」

「ん～、でもたまちゃんの場合、手伝いっていうより足手まといになるんじゃないの？」

　悪気もなくズバリと本当の事を言う律子。ガビーンとショックのたま。

　律子は落ち込むたまには頓とん着ちやくせず、顎あごに手を当てて考え込んだ。

「……だけどまあ、たまちゃん守りながらお蘭ちゃんと闘たたかうよりは、賀茂くんと一緒に行動してもらったほうが、たまちゃん自身にとっても安全かな？　一応二階はまだ安全っぽいし」

　そしてたまを背中から降ろすと、ほっぺたを指でぷにゅっと突っつく。

「それにそのほうが、降りる時に堂々と賀茂くんにしがみつく口実も出来るもんねー」

「えっ？　あっあのっ、違っ、べっ別にそういう理由じゃないですっ！　変な事言わないでくださいっ！」

　真まっ赤かになって照れながら、ブンブンと首を振るたま。

　律りつ子こはそんなたまの背中をばんと叩たたいた。

「よっしゃ行ってこい！　私は先に降りてお蘭らんちゃん止めてくるわ」

　そう言うと、ひょいと窓から飛び降りる律子。

　たまは地上の律子に手を振ると、賀か茂もを追ってバタバタと走っていった。




　やっと全員追い出した。

　お蘭はホッと溜ため息いきをついた。

　家の中に上がり込んできた侵入者たちは、何とか捕らえる事が出来た。今や洋よう館かんと一体となったお蘭は、屋や敷しき内ないの事ならどこでも手に取るように分かったし、壁かべを作ったり扉を開かなくしたりする事も自在に出来た。上がり込んだ侵入者たちを一ヶ所に追いつめてしまえば、後は外に一つだけ出口を開いて押し出すだけだ。

　それに、奴やつらが二階へ上がる前に階段は封ふう鎖さしておいたから、お客様への被害はなかったはず。最小限の被害とは言いい難がたいが、良くやれたほうだと思う。

　後は急いで壁と窓を直さなくては。室内は後で片付けてもいいが、壁と窓が破られているとそこから侵入者たちがいくらでも入ってくる。不用心この上ない。お蘭は目を閉じると、割れた窓や崩れかけた壁に力を集中した。飛び散ったガラスが浮かび上がって一枚のガラスに戻り、瓦が礫れきが積つみ上がって壁になる。

　全すべての箇所を修しゆう繕ぜんし終えると、お蘭はふぅっと息を吐いた。猛烈な眠気が襲おそってきた。思わず足元がふらつく。毎日この小さな体を動かしているだけでも、夜にはあれだけ疲れが出るのだ。この広いお屋敷全体を動かしていては、消費する力も疲労度も比較にならない。一いつ瞬しゆん立ちくらみがした。目の前が真っ暗になって、思わず床ゆかに座り込む。

　そっと左手を握ってみる。思うように力が入らない。

　今までは、寝ている間に建物のほうからこの体へと力が供給されていた。お蘭の体を動かすのに必要な力よりも、お屋敷全体に潜ひそむ力のほうがずっと多かったから、そうやって何とか動いてこれた。でも、このお屋敷自体の力を使ってしまえば、それはもう戻ってこない。このままでは、一晩のうちに力を全て使い果たして二度と動けなくなりそうだ。

　……だが、まだだ。まだ休むわけにはいかない。

　外には相変わらず連中が取り巻いている。懲こりない奴らだ。奴らを完全に追い払わない限り、安心は出来ない。二度とこの屋敷に足を踏み入れる気が起こらないよう、徹てつ底てい的てきに追つい撃げきして駆く逐ちくする必要がある。

　気力を振り絞って立ち上がると、お蘭はふらつく体を引きずるように勝手口のドアに向かった。邸てい内ないは自在に操あやつれても、外の庭まではそうはいかない。自分が直接出向いて追い払うしかない。

　飛び出すと、いつものように襲しゆう撃げきする。疲れ切った体を叱しつ咤たして、敵を殴り飛ばし、蹴けり倒し、投げ飛ばす。侵入者たちは蜘蛛くもの子を散らすように逃げ去る。だが、今夜は数が多すぎる。その上何故なぜかしつこい。一度逃げた者たちも、お蘭らんの姿が見えなくなるとすぐ戻ってくる。普ふ段だんなら、とっくの昔に退散しているはずなのに、今夜に限ってどうしてこんなに執念深いのだ。

　そんな疑問に囚とらわれて、油断したその時。

　突然何者かに脇わきから殴り飛ばされた。

　お蘭は数メートル吹っ飛んで、館やかたの壁かべに叩たたきつけられた。

　起き上がろうとするお蘭の頭上から、気楽な調ちよう子しの女の声。

「あら？　お蘭ちゃんアンタ右腕のドリルどうしたの？」

　見上げると、お客様の一人である律りつ………いや、違う！　お蘭は途中まで思い浮かべた名前を激はげしく振り払った。お客様がこんな所でこんな連中に混じっているはずがない！　これはお客様ではない！　これは侵入者どもの仲間の一人！　私は、お家うちの留守を守らなければならない！　侵入者と闘たたかわなければならない！

　夕方頃ごろに闘った時と同様、家を守るという至上命令の前に正常な認にん識しき力りよくが停止する。そしてお蘭は目の前の律りつ子こに向かっていった。




　一方の屋や敷しき内ない。

　書斎のドアを開けた賀か茂もは、後ろから追いかけてくる足音に気づいて振り向いた。

「賀茂さ～ん！」

　走ってきたのはたまだった。

「たまちゃん？　律子と一いつ緒しよに先に行ったんじゃ……」

「あの、荷物持ちとか、何かお手伝い出来る事があるかもと思って……」

　やはりたまとしては、契約を交わして今後ずっとパートナーになろうと言うのであれば、こういう時でも自分だけ先に逃げたりしちゃいけないと思うのである。

　一方賀茂はたまのその気持ちは知らない。手伝いたいという気持ちは素直に嬉うれしいが、緊きん急きゆう事態では感情よりも合理的な判断を最さい優ゆう先せんしないと被害が拡大しやすい。今の場合は律子と一緒に先に行ってもらうのが一番良かったのだが。一いつ瞬しゆん、戻って先に降りろと言おうかと思ったが、しかしすでに律子が降りてしまっているのなら仕方がない。こんなところで悩んで時間をロスするほうが、よっぽど無む駄だだ。

「よし、じゃあついてきて！」

「はい！」

　たまがぴょこんとうなずいて、二人で書斎奥の隠し階段を駆け上がる。

「よし、これだ」

　賀茂が作りかけの人形を抱え上げた。そしてたまに指示を出す。

「たまちゃんは、そこの写真持って。あと、その手帳も」

　旦だん那な様の霊れいを降ろしてくる時、顔やフルネーム、生年月日などが分かっているほうが早く喚よべる。アブデルの霊れい力りよくの後ろ盾がない今、自分の力だけで降ろそうと思ったら、その辺りの情報は必ひつ須すだ。

「写真と手帳ですね！　はい！」

　言われたとおりに写真と手帳を持つたま。

「じゃあ降りるよ。走るから転ばないように気をつけて！」

　賀か茂もはたまの手を取ると、急いで階段を駆け下りた。




　手て強ごわい……。

　お蘭らんは目の前の律りつ子こに圧おされて後ずさった。

　こちらの攻こう撃げきは悉ことごとく受け止められ、かわされる。向こうの攻撃を受ければ、受け止めた腕ごと吹っ飛ばされる。本格的に武道を修めた人間なのだろうか。所しよ詮せんこちらの戦せん闘とう機き能のうはお遊び程度。それもあちこちガタの来ているポンコツだ。せめてドリルさえあればもう少しマシなのだろうが、今はそれもない。

　力が出なくなってきて攻撃の手を少し緩ゆるめたところへ、律子の横よこ蹴げりが腹部に決まった。しまった！　後方に吹っ飛ぶお蘭。そのまま応接間の窓を突き破って建物内に飛び込んだ。応接間の床ゆかに叩たたきつけられたお蘭は、上体を起こしながら館かん外がいの気け配はいを探る。

　……追撃はない。

　少しホッとすると、ソファの陰に身を隠かくした。

　今の間に、動くための力を補給しよう。さっき侵入者たちを閉じ込めるのに相当力を使ったとはいえ、屋や敷しきにはお蘭一人が動くくらいまだ充分残っているはずだ。床に手を当てると、邸てい内ないの魔ま力りよくを自分の中に引き込もうとするお蘭。

　だが、建物内の魔力と連結したお蘭は、洋よう館かん中に張はり巡めぐらされた魔力の網あみを通じて、ふと上の階に異常を感じた。

　屋根裏だ。何かがおかしい。

　意い識しきをそこへ集中する。そしてギョッとした。

　旦那様の大切な作りかけの人形がない！　何者かに荒らされた！　旦那様の大事な工房を！　旦那様と私が秘密の逢おう瀬せを重ねた思い出のあの部屋を！

　カッと頭に血が上った。

　もしかして、奴やつらの狙ねらいはこれだったのか？　地上での騒さわぎは囮おとりだったのか？　だが一体いつの間に入り込んだ？　二階へ上がる階段は封じたはずなのに、一体どこから侵入した？

　屋根裏部屋のみに集中していた意識を、二階全体に走らせる。

　人形は、お客様の寝室に運び込まれていた。運んでいる者たちは二人いるようだが、片方の姿はボンヤリと霞かすんで良く分からない。そのボンヤリした感じがもう一人も包み隠かくして、結局二人とも何だかよく見えない。そういえば今日きよう訪ねてきたお客様にも二名、何故なぜか姿がはっきり見えない方がいらっしゃった。あれと同じ感じだ。そう考えて、ふとお客様たちの姿がどこにもないことに気づいた。ここはお嬢じよう様方にあてがった部屋のはずだが、どこにも姿が見当たらない。どこへ行ったのだろう？　まさか、皆様可愛かわいらしい方ばかりだったが、奴やつらにさらわれてしまったのでは……？　敵は皆、あんな荒くれの狼ろう藉ぜき者ものたちだ。充分あり得る……。お客様に危害が及ぶような事になってしまったら……。

　顔面蒼そう白はくになったその瞬しゆん間かん。

　二階の窓から人形が下へ投げ落とされた。いけない！　反射的に窓を遮断して壁かべに作り替える。だが間に合わず、人形は窓から外へ投げ出されてしまった。

　何という事を！　旦だん那な様の、命の次に大切なあの人形が！　あれが盗まれては、留守を守る意味がない！

　かつてない怒りがお蘭らんの中に湧わき上がった。

　許せない！　この連中だけは絶対に許せない……！　留守中を狙ねらって何度も侵入略りやく奪だつを試み、平気で人の家を壊こわそうとし、当家の大切なお客様を拐かどわかし、そしてあまつさえ旦那様の人形まで奪うばい去るなんて………！

　お蘭の中で、何かが切れた。

　どのみちもうすぐ自分は動けなくなるだろう。自分が動けなくなったら、もう留守を守れない。それならいっそ、今ここで全すべての力を使い尽くしてでも、ここで全員殺してしまおう。たとえ今この連中を追い払ったとしても、どうせすぐまたやってくる。それくらいなら、殺してしまえば……。そうすれば、こいつらは二度と狼藉を働く事は出来ない。たとえ自分が動けなくなっても、こいつらさえいなくなれば、その分だけ長くこのお屋や敷しきの平和を守れる事になる……！

　お蘭は二階の二人に意い識しきを定めた。

　まずは、人形を盗んだこの者たちからだ………！




　賀か茂もは、窓の下に待ち受けているアブデルに人形を投げ落とすとたまのほうを振り返った。

「よし！　じゃ、負ぶさって！」

「はい！」

「落ちないように気をつけて！」

　後ろから首にしっかりたまの小さい腕がしがみつくのを確かく認にんすると、賀茂は窓に向き直った。

　そこでギョッとした。

　窓の縁ふちがものすごい勢いで狭まってきている。お蘭の仕し業わざか？　もしかして人形を持ち出した事を怒っているのだろうか。マズい。このままだと閉じ込められる。

　急いで窓を乗り越えようとしたが、もう無理だ。人が通り抜けられる幅ではない。

　賀か茂もは咄とつ嗟さに、首に回したたまの両手から写真と手帳をもぎ取ると、窓の下に放り投げた。

「アブデル！　旦だん那な様の写真と、手帳だ！　みきさんと墓場に行って降ろしてきてくれ！」

　そう叫び終わらないうちに、窓は完全に壁かべになってしまった。

「くそっ！」

　思わず拳こぶしで壁を叩たたく。

　たまが首にしがみついたまま謝あやまった。

「す、すみません賀茂さん……。私が走るのが遅かったから……」

「いや、それは多た分ぶん関係ない。あの人形は旦那様の大切な作りかけだったから、お蘭らんさんはきっとそれを阻止しようとしたんだ」

　賀茂は首を振った。

「それより、早くこの部屋から出よう。あのドアまで壁に塗り込められたら、脱出できなくなる」

　賀茂が背中からたまを降ろして二人で部屋を出ようとした時、激はげしく床ゆかが揺れた。地じ震しんどころではない。まるで船の上で台風にあったかのような揺れ方だ。

　たまを庇かばって抱きかかえると、自分も体を丸める。その体がまるでボールのように部屋の中を転がり跳はねた。壁や床に背中を激しく打ちつける。

　しばらくしてようやく揺れが収まった。顔を上げると、ベッドの上のマットや棚に飾ってあった花か瓶びんなどが辺り一面グチャグチャに散らかっている。ベッドが床に据え付けてあって助かった。もしベッドまで飛び跳はねていたら、それに押しつぶされて大おお怪け我がをしていたかもしれないところだ。

「大丈夫だった？」

　体中の打だ撲ぼくの痛みを堪こらえながら、腕の中のたまを見る。

「はい、大丈夫です」

　ぷはぁっと息をしながら顔を上げるたま。パッと見、怪我はないようだ。

「……今の揺れ、何だったんでしょう？」

「分からない。それよりもとりあえず先に脱出しないと。他ほかの窓から下りれないか見に行こう」

　玄関前のファサードの上など、中二階の高さに屋根があるところからなら、ロープなどなくても下りる事は可能かもしれない。

　そう思って、賀茂がたまを連れて部屋から出た瞬しゆん間かん。

　突然廊下の窓ガラスが砕くだけ散った。背の高い窓の上から、鋭するどいガラスの破片が二人の頭上目がけて降ってくる。

「危ない！」

　賀茂はたまを背で庇いながらうずくまった。

　その背中に無数のガラスが降り注ぐ。

　肩や背中に痛みを感じた。少し切れたようだ。夏場で薄うす手でのシャツしか着ていなかったのが災わざわいした。幸い内ない臓ぞうまで届くような深い傷はなかったが、起き上がると背中が血で真まっ赤かに染まっていた。

　たまの顔から血の気が失うせる。

「か、賀か茂もさんその背中……！」

　マズい。かなり動どう揺ようしている。

「大丈夫だから落ち着いて。それより今は脱出する事が先！」

　パニックになりそうなのを押しとどめるべく少し厳きびしめに釘くぎを刺すと、今割れた窓から出られないだろうかと外を覗のぞいてみる。

　その時、建物全体が震しん動どうした。

「賀茂さん！　あれ！」

　たまに引っ張られて振り向いた。そしてギョッとした。

　壁かべが向こうからじわじわとこちらに向かって押し寄せてきていた。そのスピードは、人が歩く速さ程度。思わず走っていって押し返そうとしてみたが、到底押し返せるものではない。壁の迫ってくるスピードは決して速くはないが、このままでは数分も経たたないうちに押しつぶされてしまう。

　戻ってくると、再び窓の下を覗く。足場になりそうなものはない。天てん井じようの高い屋や敷しきで二階と言ってもかなりの高さだ。

「たまちゃん！　中へ入って！」

　たまを促うながして部屋の中に戻る賀茂。

　賀茂は背中の血を指で拭ぬぐうと、その血を使って部屋の四隅に籠かご目めのドーマンと呪じゆ文もんを書きつけた。血で書いたほうが呪力が上がるというのもあるが、そもそもカバンをすでに下へ投げてしまったので筆記用具がないのだ。

「これで少しは時間稼かせぎ出来ればいいけど……」

　賀茂はふぅっと大きく息を吐いた。

　とにかく、あの壁の動きも魔ま力りよくによるものだ。結界を張れば、それ以上は進めないかもしれない。ただ、賀茂の霊れい力りよく程度で対抗出来るのかというのが最大の問題だが。相手の力の源みなもとは、元々はたまの妖よう気きをまとめて魔力としたもの。一方賀茂個人の霊力はといえば、人間としては決して平均以下ではないのだが、それでもたまの妖気を祓はらおうとしてまるで歯が立たなかったレベルだ。祓うよりは結界で守るほうがやりやすいとはいえ、どこまで保もつか正直不安である。

　ドアの向こうでズズズズっと壁が押し寄せてくる音がした。室内の天井が細かく震動する。

　音が収まるのを待ってドアを開けてみると、完全に石の壁で塞ふさがってしまっていた。こんなに早く押し寄せてくるとは。あのまま廊下で迷っていたら完全に押しつぶされてしまうところだ。危ないところだった。

　後ろからたまが不安げに呟つぶやく。

「閉じ込められちゃいましたね……。これからどうしましょう……」

「みきさんが旦だん那な様の霊れいを降ろしてくれるのを待つしかないだろうな……」

　窓も部屋の出入口も塞ふさがれてしまった。賀か茂もの力では打ち破って脱出するのは出来そうにない。

「降ろしてくれるのを待つってどれくらいかかりそうですか……？」

「そんなに長くはかからないと思うけど……。依より代しろはこれ以上考えられないくらい最適なものだし、名前も顔も生年月日も分かってるし、本人の埋葬されてるお墓で降ろすんだし……」

　そう答えた賀茂だが、好条件が揃そろっていて、みきの霊力が普通よりかなり高い事を考えても、十分や二十分は必要だろう。それまで、この結界が果たして保もつか……。

　外の気け配はいは静かだ。

　建物全体に行き渡っている魔ま力りよくが邪魔をして、屋外の様よう子すは霊視出来ないが、一時の騒さわぎは収まった。律りつ子こたちが作業員を上手に退たい避ひさせてくれたのだろうか。

　建物の魔力を改めて霊視してみる。下へ降りる階段が塞がった時と比べると、かなり減っている気がした。ある意味当然だ。本来動けないはずの床ゆかや壁かべを、あれだけの勢いで動かしていたのだから。元々動けるお蘭らんの体を動かすのとはわけが違う。

　建物の異変も、さっきの壁が押し迫ってくるのを最後に止まった。

　もしかしたら疲れて休んでるかも……。

　そうだとしたら有あり難がたい。休んでいる間に、みきが旦那様の霊を降ろす時間が稼かせげる。

　こちらも、みきを待つだけでなく、今のうちに自力で脱出出来ないか考えてみよう。

　立ち上がって、窓があった辺りを霊視してみる賀茂。やり方次第では、わずかな霊力でも大きな力に対抗出来る事は分かっている。相互の影えい響きよう関係をしっかり見抜いて、連れん鎖さ的てきに影響が拡大していく方法を見つけられれば、運が良ければ窓を埋めてしまった壁を元に戻せるかもしれない。数秒でも開いてくれれば、たま一人だけでも逃がせる。

　そう考えて壁を睨にらんでいると、たまが後ろでポツリと呟いた。

「賀茂さん……」

「ん？」

　振り返る賀茂。

「ごめんなさい……」

「え？　何でいきなり……？」

「だって……賀茂さん一人ならきっと窓が閉じちゃう前にお人形抱えたまま下りれたはずですし、こんなふうに閉じ込められる事は……」

「いや、だからそれは違うってば。あの人形持ち出した事でお蘭さんが怒るってのは、あの時点じゃ気づいてなかったし、一人でもきっと先に人形を下に落として窓ふさがれちゃってたはずだから」

「でも、その背中だって私を庇かばったせいで……」

「これもどっちみち一人でもやられてたって。たまちゃん庇わなきゃって思ったお陰かげで咄とつ嗟さに背中向けられたとこもあるし、逆にもし一人だったら反応遅れて目とかやられてたかも」

　半分はたまに対する気き遣づかいだが、もう半分は本心だ。

　たまは相変わらずしょんぼりとうつむいたまま、こちらと目を合わせない。

　何をそんなに気にしているんだろうか。

「それにそもそもたまちゃんは巻き込まれただけなんだから、そんなに気にする必要ないって。本当ならたまちゃんたちは今いま頃ごろあそこのお寺でのんびり寝てたはずなのに、アブデルがみんなでここに泊まるとか余よ計けいな事言い出すから」

「………でも、もしお寺に泊まってても、賀か茂もさんはお仕事でやっぱりここに来てましたよね」

「まあ、こっちは仕事だからね」

「……だったら多た分ぶん、どっちみち私もついてきてたと思います」

「え……？」

　聞き返した賀茂の前で、たまはポツリと呟つぶやいた。

「だって、お蘭らんさんやこのお家うちを動かしてるのって、元は私の妖よう気きだって……」

「あ……」

　それを気にしていたのか。わざわざ屋や敷しきに残ったのもそれが理由か？　しまった。こんな事態になるのであれば、たまの前では伏せておくべきだったかもしれない。

　だが、確たしかに元はたまの妖気だったかもしれないが、それは単に動力源になっただけの話だ。お蘭とこの屋敷に吸収されてしまった後のことまで責任を感じることはない。吸収した妖気をどう使うかはお蘭の問題である。

「それは別に気にしなくても……」

　賀茂がそう言いかけた時、たまはうつむいたまま続けた。

「だったらちゃんと自分でもお手伝いしないと、って……。賀茂さんに全部お任せしてばっかりじゃダメだって思って……。そんな事じゃ、いつまで経たっても賀茂さんのちゃんとしたパートナーになれないって思って……」

　膝ひざを抱えて床ゆかを見つめる。

「……契約したら、私だってちゃんと賀茂さんのお手伝い出来なきゃいけないのに、賀茂さんのご両親みたいにいつも一いつ緒しよにお仕事に行くようなのが本当なのに、なのにいつも私、賀茂さんがお仕事中お家で帰りを待ってるだけで、ちゃんとパートナーとしてやってくための努力なんて全然してなくて、きっとそんなだからアブデル義兄にいさまも契約なんて早すぎるって言ってるのかなぁって思って……」

　何だか泣きそうな声になってきた。

「……だから、これからは邪じや魔まにならない時には出来るだけ賀か茂もさんのお仕事に一いつ緒しよについていこうって思って、お寺のほうに相そう談だん聞きに行った時も、今ここで残ったのも、全部それが理由で、残る時に律りつ子こさんから足手まといになるだけだって言われたのに、わがまま言って残って結局足手まといになって……」

　何となく分かった。今のピンチを招いている力のそもそもの原因がたまの妖よう気きであること、何一つ役に立てていないという負い目、庇かばわれ守られているだけだという引け目などがごちゃまぜになって、必要以上に自分を責めてしまっているのだろう。賀茂にも、幼い頃ころに似たような経けい験けんはある。賀茂がいくら気にしていないと言っても、本人が気にしている以上しょうがない。気にするなと言ったところで、自分の意志で気にしないようになれたら世話はない。

　賀茂は少し待ってから、たまの隣となりに座るとポンと頭を叩たたいた。

「分かった。反省する事や謝あやまりたい事があるんだったら、ここを脱出してからいくらでも聞く。だから今は、ここを脱出する方法を考えよう」

　たまが顔を上げてこちらを見る。

　賀茂は少しだけ表情を緩ゆるめながら、指を立てて念を押した。

「だから謝りたかったら早くここを脱出する事。それまでは、反省もごめんなさいもお預けだ。いいね？」

　たまは一いつ瞬しゆんじっと賀茂の目を見つめる。

「……はい。ごめんなさい」

　小さくこくんとうなずいた。

「だからごめんなさいは脱出してからだってば」

　賀茂はちょっと苦笑する。

　言われてたまはハッとしたように赤くなった。

「……あっ！　ご、ごめんなさい、ついうっかり……」

　そう言ってから、またごめんなさいと口走ってしまったことに気づいて慌てて口を押さえた。

「とっ！　とにかくそのっ！　今からは脱出する方法だけを考えますからそのっ、え～と……」

　真まっ赤かになって慌てたようにブンブン手を振ると、頭を抱えてう～んと唸うなり出す。

　とりあえずこれでいい。気にするなと言われて気にしなくなるのは難むずかしくても、別のことを考えていれば自然と気にせずにいられるようになる。それに、こういう場合はとにかく現状を打開する方法を考えるべきだ。反省も必要だが、それは全すべてが終わって安全な場所に帰ってからで充分間に合う。

　賀茂はたまの頭を撫なでてから、再び立ち上がった。そして窓だった場所を再び霊れい視しし始める。根気よくじっと見ているうちに、窓を覆おおっている壁かべはかなり微妙なバランスで塞ふさがった状態を保っているのが分かってきた。もしかして、賀茂の霊力でもこのバランスを崩せないだろうか。普通に霊れい力りよくをぶつけるだけでは無理だが、それ相応の呪じゆ符ふを描いてそこに霊力を溜ためていけば、ひょっとして何とかなるかもしれない。問題は、必要な霊力が溜まるまで時間があるかどうかだが。

　その時、小さな振動が室内に響ひびいた。パラパラと砂粒のような物が頭上に降ってきた。

　何だろうと思った時、後ろでたまが叫んだ。

「賀か茂もさんっ！　てっ、天てん井じようが降りてきてます！」

「えっ!?」

　慌てて上を見る。

　たまの言うとおり、天井がジリジリと下がってきていた。石造りの洋よう館かんは、天井も当然石の塊だ。このままでは押しつぶされる。

「くそっ！」

　急いでまだ塞ふさがっていない背中の傷口から再び血を取ってベッドの上に上がると、壁かべの四隅、高さ二・五メートルほどのところに結界用の印いんと呪じゆ文もんを二重三重に書きつけ、全力で霊力を込めた。そして更さらに駄だ目め押しで秘呪を唱となえ続ける。

　だが、この程度の結界で果たして止められるだろうか。正直言って自信はない。だが止まってくれなければ二人とも押しつぶされてお終しまいだ。呪文を唱えながらも不安は拭ぬぐえない。

　ジリジリと天井は迫ってくる。じっと見つめる賀茂。天井が、賀茂の描いた印に触れた。

　ジュッ……。

　小さな白い煙を上げてはげ落ちる印。天井は降りてくる速度を全く緩ゆるめない。

「くそ……っ！　やっぱ元がたまちゃんの妖よう気きじゃ力が違いすぎるか……！」

　たまが賀茂を見上げる。

「あっ、あの、じゃあもしかして私の妖気を他所よそに漏もれないようにしながら天井にぶつけたら……」

「いや無理だ。前にも言ったけど、漠然と漂ってる妖気を一つの目的に向けて整ととのえたのが魔ま力りよくだから。決まった方向性を持たない妖気じゃ、魔力には押し勝てない」

　賀茂は厳きびしい顔で否定した。

　だが、どうすればいい？　もしかしたら窓を再び開けられるかもしれない可能性は見つけたが、それに必要な霊力を溜め込むのに楽らつ観かん的てきに見ても最低五分は必要だ。天井が完全に自分たちを押しつぶすまで、あと一分とかからないだろう。

　背中に嫌いやな汗が滲にじんだ。

　そこでハッとした。自分が呪印を描いて、そこにたまの妖気を込めてもらえばいいのでは？　元が同じ力なら、呪印で力を整えてやれば、きっと通じるはずだ。

　賀茂はさっき目をつけておいた所に素早く血ち糊のりで印を描き込むと、たまのほうを振り返った。

「たまちゃん！　この印にそって、たまちゃんの魔力を注入してくれ！　急いで！」

「えっ？　でっ、でも……」

「早くしないと二人とも押しつぶされる！　大丈夫！　出来る！」

　強く励ましながら急せかす。

　たまはおっかなびっくり壁かべに手を突くと、普ふ段だん押しとどめている妖よう気きを少しずつ解放した。以前、魔ま法ほうの杖つえみたいなものに妖気を込めた事はあるが、こんな呪じゆ印いんに込めるのは初めてだ。杖の時は勝手に向こうが全自動で吸収してくれたが、これは自分で調ちよう整せいしながら込めていかないといけない。少しでも気を緩ゆるめると暴ぼう発はつさせてしまいそうで怖い。だが、あんまりノロノロしていたら天てん井じように押し潰つぶされてしまう。とにかく自分に出来る最高の速さで、必死の思いで込めてみた。脇わきから賀か茂もが呪印の意味について説明してくれているが、とても聞いている余裕はない。

「こっ、これでどうですか……っ！」

　額ひたいにびっしょり汗を浮かべながら賀茂を振り返るたま。

　賀茂は魔力の込められた呪印を『見て』、険しい表情を浮かべた。

「ダメだ……！」

　ちゃんと機き能のうしていない。魔力は充分足りているが、呪印の意味をしっかり把握していないせいで空回りしてしまい、効果が発動しないのだ。だが今からもう一度意味を説明直して、たまに完全に理解させた上で再挑戦する余裕は、はっきり言ってない。

　天井が賀茂の頭に触れた。

　思わず身を屈かがめる賀茂。

　たまが再び壁に向かう。

「もう一回やってみます！」

「いやダメだ！　魔力自体は充分足りてる！　これ以上やると暴発しかねない！」

　慌てて止める賀茂。

　たまが悄しよ気げた顔で謝あやまる。

「ごめんなさい……。私がもっと賀茂さんみたいに魔力の扱い上手なら……」

　それからハッとしたように口に手を当てる。

「あっ。ごめんなさい。謝ったり反省したりは脱出するまでしない約束でした。それよりどうするか考えないと……」

　確たしかに謝るよりもこれからどうするか考えないといけないのは事実だ。だがどうすればいい？

　賀茂はたまが魔力を込めた呪印の前に行った。天井が頭より低い所まで降りてきているので、片かた膝ひざを突いた状態だ。

　空回りしている魔力を、賀茂の霊れい力りよくで修正出来ないだろうか。そう思って精神を集中し、霊力を送ってみる。だが、たまの魔力の圧倒的な強さの前に、何もなかったかのようにあっさり弾はじかれた。やはり力が違いすぎる。たまの魔ま力りよくに影えい響きようを与えようと思ったら、時間をかけて霊れい力りよくを蓄ちく積せきしなければとても無理だ。

　天てん井じようが更さらに降りてきた。もう、背の低いたまでさえまっすぐ立っていられない。窓の所に描いた呪じゆ印いんも、もうすぐ天井によってはぎ取られてしまうだろう。万事休すか……？

　その時、たまが突然明るい声を上げた！

「賀か茂もさん！　いいこと考えました！」

「何？」

「さっき私、自分が賀茂さんくらい魔力の扱いが上手だったらって思ったんですけど、もしかしたら、賀茂さんが私の魔力を使ってくれたら全部上手うまくいくんじゃないですか？」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん何を言っているのか分からずポカンとする賀茂。

　たまが言葉を継ぐ。

「ですからつまり、さっき菜な間まさんが落としていった……」

「契約書か！」

　賀茂はハッとして声を上げた。

　菜間が見本代わりに書いた契約書。後で参考にしようと思って、一応拾っておいた。契約者の名前欄らんが記入されていないから、今からそこにたまと賀茂の名前を書き込めばいい。力を使えるのはたった五分だが、それだけあれば充分だ。

　賀茂はポケットから契約書を取り出して開いた。

　文章はラテン語だが、アブデルに教えられながら西洋の魔法円などに呪文を書き込む時に見み慣なれた単語がある。家で契約方法を調しらべていた時の知ち識しきも多少ある。全文はとても読めないが、互いの名前をどちらに書けばいいかくらいは何とか分かりそうだ。

　天井はもう、二人とも床ゆかに寝そべらないと無理なほどに迫っている。

　賀茂は自分の血を指に付けた。筆記用具がないので、たまにも賀茂のシャツに滲にじんだ血を指に付けさせる。二人はそれぞれサインをすると、拇ぼ印いんを捺おした。
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「じゃからこのお屋や敷しきには手を出すなっちゅうたじゃろうが！」

　屋敷の門。

　老ろう婆ばがひげ面づらの男を叱しかりつけていた。

「なんじゃお屋敷のほうが騒さわがしいから何事かと思うて駆けつけてみたら、大勢でお前らなんちゅう事を……！　あんなに怪け我が人にんまで仰ぎよう山さん出して……！　夕方に儂わしが言ったこと、何も聞いとらん！」

「すんません宮みや田たの婆ばあ様……。けど、夕方のあのガキどもが今夜は中に泊まるっつってたし、玄関先に大量の血があったから、こりゃ急いで助けてやらねえとって……」

「助けるつもりで余よ計けいに怪我人増やしてどうするんじゃ馬ば鹿か者もの！」

　にべもない老婆。

「……全く、若いもんはすぐに力ちから尽ずくで解決しようとするからいかん」

　ふう、と溜ため息いきをつくと、脇わきに立っていた律りつ子こに言う。

「アンタはご苦労じゃったな。ようお蘭らんに人殺しさせんでくれた。ほんにありがとうなぁ……」

　手を取って頭を下げる老婆。

「いや～どういたしまして。でも私結構お蘭ちゃんボコボコにしちゃったかも……」

　悪びれない調ちよう子しで頭を搔かく律子。

　老ろう婆ばは首を振る。

「ええ、ええ。構わん。旦だん那な様かて、お蘭らんが人を傷つけるよりは壊こわされたほうがええておっしゃる」

　それから顔を上げて確かく認にんした。

「まだ中に二人残ってるて言うたな？」

「ええはい。窓も階段も塞ふさがっちゃって閉じ込められちゃいまして。今ちょっとどうやって助け出すか相そう談だん中ちゆうなんですけどね。やっぱたまちゃん置いてったのミスったのかなー」

　律りつ子こは腰に手を当てて髪を搔かきながら、洋よう館かんの二階に目を向ける。

　老婆は静かに言った。

「儂わしが行こう」

「え？」

　思わず聞き返す律子。

　老婆は淡たん々たんと繰くり返した。

「儂がお蘭に、その二人を放すよう説得してくる」

「いや、だけどおばーちゃん、お蘭ちゃんもう話なんて通じる状態じゃないですよ？」

「儂はお蘭とは十年同じお屋や敷しきで寝起きした仲じゃ。儂の話なら聞いてくれるはずじゃ」

　ひげ面づらが不安そうな顔で止めに入る。

「しかし婆ばあ様……」

「アンタらはそこで待っとれ。お蘭が怯おびえて警けい戒かいするといかんでな。ついてくるな」

　老婆はそう言うと、すたすたと窓に向かって歩いていった。




　真ま央おは墓地にいるアブデルとみきの所へ走っていくと現状を報告した。

「あそこのお家うちで働いてたっていうお婆ちゃんが来て、今からあのメイドさん止めに行くって！」

　アブデルが振り返る。

「何？　あの老婆か！　それでたまちゃんと賀か茂もの二人はどうなっている？」

「まだ出てきてないよ。お家の中ですごい音してるし。だからそのお婆ちゃんが、放してくれるように説得しに行くって」

「そうか。まあ老婆一人くらい放っておいてもいいが、あの二人がこのまま閉じ込められた状態が長引くのは心配だな。……たまちゃんの貞てい操そうとか」

　アブデルは厳きびしい目で洋館を見やった。

　真央が、墓石の前で祈るみきを見ながら急せかすように尋たずねる。

「こっちはまだなの？」

　みきは手を合わせて目を閉じたまま、額ひたいに脂汗を浮かべて答えた。

「……今、急いでやっております……話しかけられると集中力が乱れますので……」

　アブデルが真ま央おに言う。

「この感じだと、あと数分はかかりそうだ。その老ろう婆ばに、なるべくお蘭らんとの話を長引かせて時間を稼かせぐよう伝えてくれ」

「分かった！　そう言ってくる！」

　再び律りつ子こたちのいる場所へと走り去る真央。

　それを見送ってから、アブデルはみきに向かってそっと耳打ちをする。

「……みきよ。旦だん那なの霊れいを降ろす時は分かっているな？　俺おれがこの体に受け入れるための場所を空けてやるから、その人形ではなく俺のほうに……」

　賀か茂もには反対された案だが、アブデルはまだあきらめてはいなかった。旦那の魂を自分の体に受け入れてやる事でお蘭と堂々と接触出来るだけでなく、上手うまくやれば旦那の魂を操あやつって「アブデルを新しい主人と仰げ」などと言わせることも不可能ではない。そうなればまさに理想的だ。

　だがみきは完全なトランス状態に入ったのか、返事はせず、黙だまって目を瞑つむったまま祈り続けていた。




　もうすぐだ……。

　もうすぐ、旦那様の大切な人形を盗み出した奴やつらをこの世から消し去ってしまえる……。

　お蘭は壁かべにもたれて座り込みながら、二階の部屋の天てん井じようだけに注意を集中していた。

　はっきり言って、残された力はほとんどない。一気に押しつぶしてしまうほどの力はもう出せそうにない。

　さっき蹴けり飛ばされた衝しよう撃げきで、右足の動きを司つかさどっている歯車が外れた。もう右足はまともに動かない。これ以上、外で闘たたかうのは無理だ。私はもう動けない。もうこれ以上、私は旦那様のお役に立つことが出来ない……。

　月明かりの射さし込む暗い室内を見回した。

　ボロボロのテーブル。壊こわれた椅い子す。土足で踏み荒らされ、土で汚された絨じゆう毯たん。

　こんな荒れ果てた状態の所へ旦那様がお帰りになったら、どんなお顔をなさるだろう。人形が盗み出された事をお知りになったら、どんなにがっかりされるのだろう。

　想像して、泣きたくなった。

　私は、留守を守れたのだろうか……。

　私は、旦那様の言いつけを守れたのだろうか………。

　呆ぼう然ぜんとしながら自問した。自分の中では答えは明らかだった。でも、答えたくなかった。

　ふと、窓を叩たたく音がした。

　顔を上げてみる。老婆が一人、窓の桟さんをノックしていた。

　何だろう……？

　右足を引きずりながら、窓のところまで歩く。

　老ろう婆ばは一人だ。侵入者たちの影かげはない。

　ガラスが割れたままの窓を開けて、改めて老婆の顔を見る。

「何の御用で……」

　そう言いかけてハッとした。

「……お多た恵えさん？」

「お久しぶりです。長いことご無ぶ沙さ汰たして……」

　頭を下げた老女は、宮みや田た多恵という名のかつての女中仲間だった。視覚を持たない人形のため、基本的に魂を霊れい視ししているお蘭らんには、いくら年老いて姿が変わっていようとも、一目でそれと分かった。だが、お屋や敷しきを下がった時はまだ二十代だったはず。どうしてこんなに老ふけ込んでいるのだろう。

　疑問の声はあったが、それよりも懐なつかしさが先行して、お蘭は思わず老女の手を取った。

「本当にお久しぶり。元気になさってた？」

「あらまあ、本当に動いて喋しやべるのねぇ」

　老女はそう言って驚おどろきもせずに笑った。でも、昔から女中仲間の一人として扱っていたのだから、あまり驚きはしないのかもしれない。お蘭も、自分は昔から今のように普通に動いて喋っていたような気がしていた。

「お多恵さん、もしかしてそれで会いに来られたの？」

「ええそうですよ。あなたの噂うわさを聞きましてね。そうしたら何だか急に昔が懐かしくなって、少しお話がしてみたくなって」

　のんびりと笑う多恵。

　お蘭は、残念ながら今はそれどころではないと言おうとしたが、思い直した。さっきまで大勢いた人影は今は見えなくなっているし、二階の二人も逃げられる心配はないだろう。それよりも懐かしい多恵と話して少し元気を出したかった。

「私もお多恵さんとお話ししたかったわ。お多恵さん憶おぼえてる？　私ね、お多恵さんがご奉ほう公こうに上がって初めて縫ぬってくださったあの服、今でも着てるのよ。ホラ」

　手首と肩口の、袖そで丈たけを詰めて調ちよう整せいした跡を見せながら笑う。縫ぬい代しろを間違えて袖の長さがちぐはぐになったのを修整した名残なごりだ。

　老女も釣つられて笑った。

「あらイヤだ。そんなものまだ持ってるなんて」

「だって平ひら河かわのお家うちで洋裁が一等お上手だったお多恵さんがまだ拙つたなかった頃ころの、大事な記念だもの。捨てられないわ。大奥様も、初めて習う者の励みになるから取っておきなさいっておっしゃって」

「あの頃ころは私もまだ何にも出来ない小娘でしたものねぇ。小学校を上がったばかりで、言葉遣づかいも礼れい儀ぎ作法も右も左も分からない有あり様さまで」

「そう言えばお多た恵えさん憶おぼえてらっしゃる？　初めてお屋や敷しきにご奉ほう公こうに上がった時、お多恵さんたら人形の私を人だと勘違いして深々とお辞じ儀ぎして……」

「そういちいち人の恥ずかしい事ばかりお言いじゃありませんよ。あの時は初めてのお屋敷だってんでガチガチだったんですから」

　しばらく二人はそうやって懐なつかしい話に花を咲かせていたが、やがてお蘭らんはさっきから気になっていたことを尋たずねた。

「ところでお多恵さん、気に障さわったら申もうし訳わけないのだけど、少し聞いてもよろしくて？」

「何かしら？」

「お多恵さん、……何だか急に老ふけたように見えるのだけど、何かご病気でもなさったんじゃ……？」

　恐る恐る切り出す。

　多恵はそれを聞くと、和やかだった表情を一変させ急に真ま顔がおになった。

　やはり聞いてはマズかったか。お蘭の脳裏を後悔がよぎった。

「お蘭さん……」

　多恵はじっとお蘭を見つめる。

「……あなたに一つ、どうしても聞いてもらわなくっちゃならない事があるんです」

　真剣な多恵の様よう子すに、お蘭は思わず唾つばを飲み込んだ。

「何ですお多恵さん……？」

　多恵は正面からお蘭を見据えた。

「……私の顔、何歳に見えますか？」

「え……？」

　戸と惑まどった。相手がお多恵だと言うことははっきり分かるが、しかしその顔はまるで八十過ぎの老ろう婆ばに見えた。だが、そんな事を女性に面と向かって言えようか。お多恵はまだまだ三み十そ路じ前のはずだ……。

　答えて良いのかどうか分からない。否いな。それ以前に、何かもっと大きな秘密が潜ひそんでいるような、それも知ってはいけない秘密が隠かくされているような予感がして、お蘭は答えるのを躊躇ためらった。

　多恵はじっとお蘭の答えを待っていたが、やがて一つ大きな溜ため息をついた。そして姿勢を正すとまっすぐにお蘭を見つめる。その皺しわくちゃな口が開いた。

「私は、今年で八十四になります」

　お蘭はそれを聞いて息を吞のんだ。

「は……八十……四……？」

　そんな馬ば鹿かな、と言いかけた。でも目の前の顔は確たしかに老ろう婆ばのものだ。否いな、お蘭らんは顔を見ているのではなく実際には相手の魂を見ているのだが、それは確かに八十年以上の年ねん輪りんを刻んだものである事は間違いない。だから、お多た恵えの言葉が噓うそではない事は直ちよつ観かん的てきに理解出来た。

　だが、どうして三み十そ路じ前のお多恵が急にそこまで歳としを取るというのだ……？　一体何があったらそんな事が起こり得るのだ……？

　お蘭はたまらず尋たずねた。

「けれどお多恵さん、この間旦だん那な様をお見送りした時はまだ二十……」

　老女は哀かなしげに首を振った。

「つまり、あれからそれだけの年月が経たったという事です」

「え……？」

　お蘭は一いつ瞬しゆん意味が分からず聞き返した。

　老いた多恵は静かに続ける。

「お蘭さんはずっとこのお屋や敷しきの中にいて、外の事はまるでご存じじゃないのでしょう。けれど、外の世界はもうあれから六十年も経っているんですよ」

「そんな……六十年なんて……相変わらずお多恵さんご冗じよう談だん………」

　笑おうとしたが笑えなかった。目の前の多恵の存在が、何よりの証拠だった。以前にも、誰だれかにそんな事を言われたような記き憶おくがおぼろげに脳裏を掠かすめた。

　しかし、多恵の言葉を素直に受け入れるにはまだ腑ふに落ちない事があった。

　お蘭は問いただした。

「でも、六十年も経っているのなら旦那様は……？　旦那様は今どこにいらっしゃるの？　どうしてお屋敷にお戻りにならないの……？」

　そうだ。戦争がまだ続いているのかどうかは知らないが、六十年も経つのに旦那様が復員なさらないのはどう考えたっておかしいはずだ。

　だが多恵は静かに溜ため息いきを漏もらすと首を振った。

「お蘭さん。落ち着いて聞いてくださいましね」

　そう覚悟を促うながしてから、多恵は低い、きっぱりとした声で言った。

「………旦那様は、出征先の南洋でお亡くなりになられました」

「お亡くなりに……なられた………？」

　顔がん面めん蒼そう白はくになるお蘭。

　多恵は静かにうなずく。

「はい。お骨こつはすぐそこの墓地に埋葬してあります」

「旦那様が……お亡くなりに……」

　突然地面が大きく揺らいだ気がした。目の前の風景全すべてが溶け落ちていくように思えた。

　噓だ。そんなのは噓だ。だって私は旦那様に留守を頼むって言われて……。旦那様がお帰りになるまでこのお屋や敷しきを守らなくちゃって……。旦だん那な様がお亡くなりになられた……？　旦那様はもうお帰りにならない………？　そんな事が……あるわけが………。

　お蘭らんは思わず窓まど枠わくにすがりついた。

　信じられない。否いな、信じたくない。旦那様がお亡くなりになったなんて。

　でも目の前の多た恵えは確たしかに年老いている……。何十年も過ぎたという動かぬ証拠……。この年老いた多恵がいるという事が、証拠になってしまう……。多恵がいる限り、私はそれを認めなければいけなくなってしまう………。

　老ろう婆ばの多恵がしわくちゃな口元を動かした。

「もしお蘭さんさえよければ、今度一いつ緒しよに墓参りにでも参りませんか。明日あしたはちょうど、終戦記念日です」

　すぐ目の前の多恵の声が、ひどく遠くに聞こえた。

　駄だ目めだ。多恵がいたら、認めなければいけなくなる。多恵と墓参りに出かけたら、多恵の話を本当だと認めなければいけなくなってしまう。多恵がいてはいけない。多恵はいなくならなければならない。多恵さえいなければ、私は旦那様を待っていられる。多恵さえいなければ、私はいつまでも旦那様のお帰りを待ち続けられる………。

　お蘭は、ゆっくりと首を回すと、多恵の顔を視界に捉とらえた。




　離はなれたところから律りつ子こと一緒に様よう子すを見ていた真ま央おが声を上げた。

「律ちゃん！　お蘭さん、何か雰囲気おかしくなったよ！」

「だああ[image: ～][image: ～]っ！　ありゃヤバい！　私に向かって切れた時と同じ顔してんじゃん。だから言わんこっちゃない！」

　遠巻きに見ていた律子は、お蘭の様子の変化に慌てて飛び出そうとした。

　ひげ面づらが思わず止める。

「お、おい！　俺おれらは来んなって婆ばあ様が……！」

「そうね。アンタと真央ちゃんは来ちゃダメよ」

　背を向けたままビシッと指をさすと、律子は老婆の立っている場所目がけて全速力で飛んでいった。

　それとほぼ同時。

　ゴッと物もの凄すごい音がした。

　屋敷の屋根のタイルが突然垂直に巻き上げられた。

　と思う間もなく、まるで意志を持ったかのように老婆目がけて降り注ぐ。

　間一髪。老婆を抱きかかえて転がるようにかわす律子。その直後、老婆の立っていた辺りの地面には、不自然に先の尖とがった割れ方をしたタイルが無数に突き刺さった。

「アブな～……。おばーちゃん大丈夫？　ちょっと乱らん暴ぼうだったけど骨折れてない？」

「あ、ああ、大丈夫じゃ……」

「だから話なんて通じないって言ったのに無む茶ちやするからも～」

「スマン」

　さすがに肝きもを冷やした顔で謝あやまる老ろう婆ば。

「とりあえず向こうまで退たい避ひね。急ぐからおんぶしちゃっていいかしらおばーちゃん」

　そう言うと、返事も待たずにヒョイと背負う律りつ子こ。

　その時、またしてもゴッと音がして、屋根のタイルが巻き上がった。

「げっ！　また来た！」

　一人なら無茶な動きでかわせるかもしれないが、老婆を背負った状態で下手へたに動くと怪け我がをさせかねない。姿勢によっては圧死させてしまう可能性もある。背を向けたりしたらおばーちゃんを盾たてにしたみたいになってしまう。さて、どうやって逃げたもんかしら……。

　迷っている間にギリギリまでタイル片が間近に迫り、またもや紙かみ一ひと重えで避よける律子。タイルはまたしても地面に突き刺さる。

　律子は第三弾が来る前に全力で作業員たちのいる所へと走った。

　背後でまた屋根が巻き上がる音がした。逃げる律子たちを狙ねらって斜めの角度で追ってくる。そこで律子はハッとした。しまった。この角度だと自分たちはかわせても作業員の人たちがモロに巻き添えになってしまう。これはヤバい。マジでどうしよう……？

　その時、突然声がした。

「地獄の王ベリアルが一人娘たまの名において告ぐ！　地より出いでしものは地に、屋根より来たるものは屋根に還かえれ！」

　賀か茂もの声だ。

　振り返ると賀茂とたまが立っていた。

　賀茂の声に従ってタイルはもと来た屋根のほうに戻るのかと思いきや、空中で力を失うように止まってそのまま地面に落ちた。何にせよ、怪我人が出なかったのは助かった。思わずホッと安あん堵どする。

　賀茂はこちらに向かいながら右手を見つめて首を傾かしげた。

「う～ん、やっぱ元が同じ力だから韻いん文ぶんまで行かなくてもある程度言葉飾って威力増幅してかないとパワー的にギリギリかなー……」

　律子は老婆を作業員たちの所に降ろすと、賀茂たちのほうへ向かって走った。

「二人ともいつの間に脱出したのよ？」

「たった今、やっと脱出したとこ」

「ホントに危ないとこだったんですよ」

　二人してやれやれという顔をする。

「ところで何か今、いつもと台詞せりふ違ってた気がするんだけど？　たまちゃんの名前出してなかった？」

「あ、それはですねー……」

「後で説明するから」

　話したくてうずうずしている様よう子すのたまと、律りつ子こには聞かれたくない様よう子すの賀か茂も。何となく見当がついた気がした。

　賀茂が尋たずねる。

「それよりお蘭らんさんの様子は……？」

「あー、ありゃもうダメね。さっき、ここに十年間奉ほう公こうしてたっておばーちゃんが説得に行ったんだけど、やっぱりブチ切れて殺そうとしちゃった」

「そうか……」

　険しい顔で洋よう館かんを見る賀茂。視し線せんの先には、右腕を失い立っているのもやっとなお蘭が虚うつろな目で窓からこちらを向いている姿。

「みきさんは後どれくらいかかりそうか分かる？」

「さぁ。私ずーっとこっちでかかりっきりだったから。真ま央おちゃん、向こう何て言ってた？」

「あと数分かかるって」

　真央が答える。

　賀茂は難むずかしい顔で呟つぶやいた。

「そうか。じゃ、次に攻こう撃げき仕掛けてきたら、その時はその場で調ちよう伏ぶくしてしまうしかないか……」

　律子が尋ねる。

「たまちゃんの妖よう気きだか魔ま力りよくだか知らないけど使えるようにしたんじゃないの？　だったらみきちゃんが旦だん那な様降ろすまで持久戦で粘ねばってあげれば？」

「そうしたいけど、たまちゃんの力使えるのはたったの五分だけなんだ。もう二、三分しか残ってない」

「あっそう。ならしょうがないわねー」

　律子はあっさり引き下がった。

　その時、ドンと凄すさまじい音がした。振り向くと、今までの倍以上のタイルが巻き上げられている。屋根のタイル全すべてが巻き上げられたかのようだ。更さらにそれだけではない。タイルの下の石組みまでが浮き上がってきている。あれが全部降ってきたら確かく実じつに死人が出る。敷しき地ちの外まで退たい避ひしても、勢いがついていたら充分届くだろう。

「賀茂さん……」

　たまが怯おびえた顔で賀茂の服にしがみつく。

「くそっ。やるしかないな……」

　賀茂はあきらめたように呟くと、精神を集中し始めた。

　満月に照らし出された洋館の屋根を中心に、大気が震ふるえた。

「来るぞ……！」

　賀か茂もが汗を浮かべながら、たまを背後に庇かばうようにして構えた。

　その時。

　その緊きん張ちようを打ち破るように、ガンガンとドアノッカーの叩たたきつけられる音が響ひびいた。




　ノックの音にお蘭らんはハッと我われに返った。ノックに反応して、戦せん闘とう用ようから出迎え用の円えん盤ばんに切り替わる。同時に思考も切り替わり、さっきまでの怒りに満ちた感情がスッと奥へ引っ込んだ。

　来客だ。どちら様だろう。出迎えなくては。

　多た恵えの事は忘れてそれだけを考えると、壁かべにつかまり、動かない右足を引きずりながら玄関先へ急いだ。

　思った以上に消しよう耗もうしている。一歩進むたびに目の前が真っ暗になる。玄関までのわずかな距きよ離りが、何千里もの道のりに思えた。

　ようやく玄関に辿たどり着くと、ドアにもたれるようにして開ける。

「お待たせ致しました。どちら様で……」

　そう言いかけたお蘭は、その場で絶句した。

　目の前に立っている人物を見て目を疑った。

「旦だん那な……様………」

　掠かすれた声でそれだけ呟つぶやいた。それしか言葉が出なかった。

　旦那様だった。あれほど待ちわびた旦那様が、そこに立っていた。

　正せい確かくには旦那様その人ではない。旦那様の作りかけの人形だった。だが、視力を霊れい視しによって補っているお蘭の『眼め』には、そんな外形や容いれ物ものよりも、そこに宿った魂のほうが本物として映った。そして、その人形に宿っていたのは、紛まぎれもない旦那様の魂だった。お蘭の『眼』に映ったのは、出兵した時と微み塵じんも変わらない、凜り々りしく優やさしい旦那様の顔だった。

「お蘭……」

　名前を呼ぶ旦那様の声。確たしかに聞きき慣なれた旦那様の声。

　やっぱり旦那様は生きていた。やっぱり旦那様は帰ってきた。全身が震ふるえた。

　旦那様が死んだなんてやっぱり噓うそだった。死んで何十年も経たつなんて、やっぱりただの噓だった。だって旦那様はちゃんとここにいる。ここにこうして立ってらっしゃるもの。

　今すぐにでも飛びつきたかった。旦那様の首筋に抱きついて、帰き還かんの喜びを分かち合いたかった。もちろん欧米人じゃあるまいし、そんなはしたない真似まねをこんな玄関先でするわけにはいかない。それにそんな僭せん越えつな真似が女中たる自分に許されるわけがない。

　お蘭はグッと衝しよう動どうを抑えると、あくまで静かに礼れい儀ぎ正しい所しよ作さで旦那様に近寄ろうとした。だが、動かない右足のせいで体のバランスが崩れた。

「あっ！」

　思わず旦だん那な様の体にすがりつく。反射的に抱きとめる旦那様の腕。

「も、申もうし訳わけございません……！」

　慌てて体を起こそうとしたが、右手を失い右足の自由が利かない体では、そのまますがりついているのが精一杯だった。

　抱きとめる旦那様の腕から、毎晩のように整せい備びしてくれていた温ぬくもりが伝わってきた。私の体のすみずみまで知り尽くしているあの指先の感触。一体何年、この感覚を待ちわびていたのだろう。今、確たしかに旦那様はここにいる。私は確かに旦那様に触れている。その実感が、お蘭らんを満たした。お蘭は全すべてを投げ出すように、旦那様の腕の中に身を委ゆだねた。

　旦那様はそっとお蘭の頭を抱いた。

「一人で留守番は大変だったろう。よく今日きようまで頑がん張ばってくれた」

　お蘭は答えなかった。胸が一杯で喋しやべれなかった。まだこれが現実なのかどうか自信がなかった。声を出したらその途と端たんに目の前の旦那様が消えていなくなりそうな気がして怖かった。今はただ黙だまって、旦那様の存在を体で感じていたかった。

「帰ってくるのが遅れた。その分、お前には要いらぬ苦労を長引かせてしまった。すまない」

　お蘭は黙って首を振った。

　旦那様がお謝あやまりになることじゃない。戦争だったのだから仕方ない。旦那様の一存で勝手に戻ってこられるはずなどない事くらい、いくら分別のない女中の自分でもちゃんと分かっている。苦労だって、戦場で毎日死の危険と隣となり合わせでいらっしゃった旦だん那な様のほうが、自分なんかよりずっとずっと大変な思いをしてこられたはず。私のしてきた事は苦労なんかじゃない。この家に奉ほう公こうする者として、当然のことをしてきただけ。旦那様がいつお戻りになられても、お出かけになられた時と同じ綺き麗れいな状態でお迎え出来るようにするために、当たり前の事をしてきただけ。
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　だけど……。

　お屋や敷しきは荒らされてしまった。無法者たちの侵入を許し、毎日掃そう除じしていた室内は踏み荒らされ、旦那様の大切な作りかけの人形まで持ち出されてしまった。私は、旦那様が出兵された時と同じ状態で旦那様のお帰りを迎えることが出来なかった。それどころか、留守を守らねばならないはずの私は、結局何一つ守り切れなかった……。

　お蘭らんは力なくうなだれた。このお屋敷の有あり様さまをご覧らんになった旦那様の心痛を思うと、やりきれなかった。

　旦那様は黙だまって荒れ果てた屋内に目をやり、それからお蘭の右腕の壊こわれた跡を見た。

「……こんなにボロボロになるまで、よく頑がん張ばってくれた」

　労ねぎらう言葉が、かえってお蘭の心に突き刺さった。

　お蘭はうつむいたまま、喘あえぐように言った。

「申もうし訳わけございません旦那様。私は留守を守り切れませんでした………。旦那様の大切なお人形も奪うばわれてしまいました………」

　旦那様は、私に留守を任された。なのに私は侵入を許してしまった。旦那様がようやくお帰りになられたというのに、この荒れ果てた邸てい内ない。戦地から戻られてお疲れのはずの旦那様に、お茶を出してゆっくりおくつろぎいただく余裕さえない。

　私はこの家を守り切れなかった。私は、旦那様の信頼に応こたえ切れなかった。

　泣きたい衝しよう動どうに駆られた。このまま泣き崩れてしまいたかった。

　その時、旦那様は突然お蘭を抱える腕にぐっと力を入れた。

　思わず見上げたお蘭を見つめ返して、旦那様は力強く言い切った。

「泣く事はない。私の一番大切な人形は、今もちゃんとここにいるではないか」

　お蘭は一いつ瞬しゆん問い返すように旦那様を見た。自分の事を言われたのだと気づくのに、しばらくかかった。

　旦那様は屋敷の壁かべをぐるりと仰いだ。

「この家もちゃんとここにこうして残っている。多少中が荒れたとはいえ、少し片づけさえすればどうという事はない。野ざらしの前ぜん線せんと比べれば贅ぜい沢たく過ぎるくらいだ」

　そう言ってお蘭を見つめる旦那様。

　お蘭は黙って見つめ返す。

　旦那様は、優やさしい目になってお蘭の髪を撫なでた。

「誇りなさい。お前は立派に、この家の留守を守り通したのだ」

　お蘭らんの瞼まぶたが一いつ瞬しゆん大きく開かれた。そのままお蘭は震ふるえる目で旦だん那な様を見上げた。

　旦那様……。本当に、私は留守を守れましたか……？　私はちゃんと、旦那様のお言いつけを守れましたか……？　私は本当に、旦那様の大切なこのお屋や敷しきを守れましたか………？

　全すべてが報むくわれた気がした。毎日の大変な掃そう除じも、身を削るような戦いの日々も、孤独を抱えてみんなの帰りを寂しく待ちわびた夜々の涙も、右腕を失い全身ボロボロになった今の自分も、何もかも全てが。

　旦那様はお蘭の目を見つめながら、優やさしい笑え顔がおを浮かべた。

　学生時代、下宿先から帰ってきた時にいつも見せてくれた笑顔。長い出張から戻ってきた時に必ず浮かべてくれた懐なつかしいあの笑顔。

　旦那様の唇が、ゆっくりと動いた。

「……ただいま。お蘭」

　ただいま。

　ただいま。ただいま。ただいま……………。

　ずっと聞きたかった言葉。

　ずっとずっと待ちわびていた一言。

　この一言を聞くためだけに、自分は一体どれだけの歳月を過ごしてきたのだろう。この一言を聞くために、どれだけの孤独を耐えてきたのだろう。

　やっと旦那様はお戻りになられた。旦那様は今、ここにいる。

　もう何も心配要いらない。

　私はやっと……。

　やっとこれで、眠りにつける………。

　掠かすれた声がお蘭の喉のどを震わせた。

「お帰りなさいませ、旦那様………」

　二人の視し線せんが合った。

　お蘭の目から、流れるはずのない涙が零こぼれた。

　頰ほおを伝って落ちる滴しずくが、地面に当たって砕くだけた。

　それが合図だったかのように、お蘭の体からガクリと力が抜けた。呼応するように、旦那様の人形もグラリと傾く。

　次の瞬間、お蘭と、旦那様の人形は、バラバラに分解しながら混ざり合うようにしてその場に崩れ落ちた。

　お蘭が倒れると同時に、お蘭が支えていた洋よう館かんの壁かべや柱に一斉に亀き裂れつが生じた。生じた亀裂は建物の深部まで達し、やがて洋館は、まるで二人のあとを追うように、ゆっくりと静かに倒とう壊かいしていった。

　暗い庭の中央。もはや主あるじを待つこともなく眠るように佇たたずむ瓦が礫れきの山を、月の光は静かに冷たく照らしていた。
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「遅かったか……」

　屋や敷しきを見下ろす形で聳そびえている裏山の中でもひときわ高い一本杉の上、月を背にして菜な間ま尺しやく八はち郎ろうは呟つぶやいた。

　目の前に広がる光景は、全すべてが終わった後だという事を物語っていた。

　崩れて瓦が礫れきの山と化した洋よう館かん。壊こわれてバラバラになった人形が二体。周囲には例の作業員たちが群がり、物音を聞きつけて集まってきた近所の住民たちもいる。

　向かいの枝に腰掛けた真ま理り子こが応じる。

「でもたまさん、ちゃんとご無事ですわよ。お父様が忘れていったあの契約書、お役に立ったみたい」

「……忘れていった、か。まあそういう事にしておこう。そのほうが色々と角が立たずに済む」

　菜間はニヤリと笑った。

　真理子はそんな父の顔をちょっと見上げると、視し線せんを戻して黙だまって小さく微笑ほほえんだ。

　菜間は、全ての力を失って地面に倒れたお蘭らんの姿を見下ろして、そっと溜ため息いきを漏もらした。

「彼女には可哀かわい想そうな事をした。あんな残り少ない魔ま力りよくを全て振り絞っては、力尽きるのは必ひつ定じよう。もう少し早く来ておれば……」

「でもたとえ魔力の補充が間に合ったとしても、ああやって旦だん那な様の霊れいを降ろしてこられては、どのみち成じよう仏ぶつは避さけられなかったのではなくて……？」

「いやまぁそれはそうなのだが、しかしもう少し早く来ておれば、せめて立派な男として死なせてやれたものを……。返す返すも残念な事をした……」

　内ポケットの中身を上着の上から握りしめながら呟つぶやく菜な間ま。もちろん内ポケットには例の男のイチモツ型をした魔ま力りよく補充用外付けアタッチメントが入っていた。

　真ま理り子こははぁ～っと大きく一つ溜ため息いきをつくと、おもむろに菜間の周囲に結界を空くう書しよした。そして黙だまっていきなり菜間の立っている枝を折る。

「とっ、突然何をする真理子っ！　真理子おおおおおおおぉぉぉぉぉぉ………!!」

　魔力が使えず真まっ逆さかさまに落下していく菜間の絶叫を聞きながら、真理子は手にした傘かさを広げて一人ふわりと夜の空へ飛び上がった。

　遙はるか足元に、崩れ落ちた屋や敷しきの跡を見下ろす。

　壊こわれた人形の部品を拾い集める老女多た恵えの姿があった。その表情は、哀かなしそうな寂しそうな、しかしどこか安あん堵どの入り交じった顔に見えた。

　その横で、たまと賀か茂もが寄り添うようにして瓦が礫れきを見つめていた。たった五分の仮契約とはいえ、一度契約を交わしたことで、少しは二人の距きよ離りも縮ちぢまったように感じた。

　……お父様の悪戯いたずらも、たまには役に立つものね。

　ふっと口元に軽い微笑が浮かんだ。

　そして真理子は黒い服に包まれた体を夜の闇やみに溶かすように、暗い空の中へと飛び去っていった。




　後日の賀茂の家。

　遊びに来た律りつ子こが居間でたまに尋たずねた。

「んで、あれからどーよ？　何か進展あった？」

「何かって何がですか？」

　アイスクリームを食べながらきょとんとするたま。

「とぼけんじゃないわよー。こないだあそこの洋よう館かんで色々あったじゃない。それきっかけに何かなかったの？」

「あれをきっかけにですか？」

　スプーンを加えたまま小首を傾かしげる。

「……お蘭らんさん見てて、誰だれかに仕えるとか尽くすって、ああいう感じなのかなってちょっと思いました。何十年も独りぼっちでず～っと旦だん那な様の帰りを待つなんて、なんだかすごいなぁって。アブデル義兄にいさまも、メイドさんを見て人に仕えることの意味をちゃんと学べって言ってましたし、将来ちゃんと契約する時の心構えみたい感じでちゃんと覚えておこうって思っ……」

「そういうんじゃなくて、確たしかあの時賀茂君と契約したんでしょ？　五分間だけの短期契約とはいえ。それと関連して何か向こうからアプローチがあったりとかしないの？」

「……そういえば賀か茂もさんの写真いっぱいもらいましたけど。契約の代だい償しようだからって……。でも……」

「契約の代償に自分の写真？　何その変態ナルシストっぷり？　賀茂君そんなキャラだったっけ？」

「あ、いえでもそれは……」

「どんなのもらったの？　見せて見せて」

「ええ……っ？　見せるんですか……？　でも人に見せちゃダメって賀茂さん……」

「いいじゃん見せたって減るもんじゃなし。お願ねがい。ちょこっとだけ」

「人に言っちゃダメですよ？　絶対内ない緒しよにしててくださいね……」

　たまはそう念を押してから、写真を律りつ子こに見せた。

　一目見た律子はブッと吹き出して大笑い。

「ぶはははははっ！　何これ？　何で賀茂くん、女物のビキニなんか着てポーズ取ってんの？　しかも何故なぜそれを人にわざわざプレゼント？」

「あのっ違うんですっ！　こないだのあの契約書に、報ほう酬しゆうとして契約した相手にそういう格好で写真を撮とって渡すっていうふうに書かれてて、守らないと呪のろいでガマガエルにされちゃうからって……！　賀茂さんだって好きでやってるんじゃないんですからっ！」

　慌てて取り返そうとするたま。律子はたまが届かないようさっと腕を伸ばして避よける。

「でも実は賀茂君も結構そっちの趣しゆ味みあったりして。ほら、この表情なんか結構満まん更ざらでもなさそうじゃない？」

「そっ、そんなことないですよっ！　笑わないでくださいそんなに！」

「別にたまちゃんが恥ずかしがる事ないじゃない。恥ずかしいのは賀茂くんなんだし」

「だってでもそれは……」

「まあでもこんな写真押さえてたら賀茂くん一生たまちゃんに逆さからえないわよねー。これで完かん璧ぺきに賀茂くんの事尻しりに敷しけるわね。良かったじゃない」

「尻に敷いたりとかしないからいいですっ！　っていうかお願ねがいですからもう返してください……」

「はいはい。からかってゴメンゴメン。泣かないの」

　まだ笑いながら写真を返す律子。

　たまは受け取ると、封筒の中にしまい込んで厳げん重じゆうにテープを巻いた。

「でもたまちゃんも、そんなに見られて恥ずかしいんなら取っとかないでさっさと捨てちゃえばいいのに」

「だ、だって、せっかくもらった賀茂さんの写真なのに、捨てちゃったらもったいないじゃないですか……」

　そう言ってたまは再び違う意味で赤くなった。

　律りつ子こはそんなたまをニヤニヤしながら眺めた。

「で、その賀か茂もくんはどこで何してんの？　せっかくだからからかって遊びたいんだけど」

「あ、賀茂さんは今体たい調ちよう崩して寝込んでます」

「そうなんだ。夏風邪かぜ？　そういや馬ば鹿かは風邪引かないって言うけど夏風邪は引くのよね」

「いえ、風邪じゃなくって、実はこないだ洋よう館かんで私の魔ま力りよく使った副作用で……」




　布ふ団とんの上に上半身だけ起こした賀茂は、ゲホゲホと咳せきをした。

「う～、やっぱまだちょっと体調悪いな……」

　この間、たまの魔力を使った副作用である。力自体はアブデルよりも劣るものの、妖よう気きを浴びただけでも死ぬようなたまの魔力を、自分の体を通して使ったのだ。自分ではちゃんと制せい御ぎよ出来たつもりだったが、やはり悪あく影えい響きようを受けていたらしい。帰宅した直後から三晩も寝込んでしまった。もっとも、長引いた理由は体調が悪いのに無理やりたまとの契約履り行こうのため水着姿で写真を撮とらされたりしたせいかもしれないが。ともあれ、賀茂とたまが契約するのはまだ早いというアブデルの意見は、確たしかにそのとおりかもしれないと改めて思った。

　アブデルが賀茂の隣となりで難むずかしい顔で呟つぶやく。

「それにしても今回の仕事は失敗だらけだったな……」

「え？　そ、そうか……？」

　いきなり厳きびしい評価をされてドキッとする賀茂。一応両親からは上手うまくやったと褒ほめられたのだが、そんなに非ひ難なんされる点だらけだったのだろうか。まあ両親が褒めてくれたのは、危険な仕事だったという事で住じゆう職しよくから追加料金をたんまりせしめられたからというだけかもしれないが。結局あの土地は今はもう瓦が礫れきの撤てつ去きよも順じゆん調ちように進み、着々と新しい墓地に生まれ変わりつつあるらしい。

　アブデルは厳しい顔をしたまま言った。

「今回は反省点ばかりだ。まず最初に、あの墓地の妖気を消したのが菜な間まである事に気づいていながら、その菜間が洋館にも仕掛けをしている可能性を考えなかった事。もし奴やつがもっと危険な罠わなをあの建物に仕掛けていたら、あんな無防備に接近した時点で取り返しのつかん事になっていたかもしれん。次に、洋館内に妖気が潜ひそんでいるはずだというところまで考えが及んでいたのなら、その時点ですぐ全員屋外に退たい避ひさせるか、或あるいは少なくとも泊まる部屋に強力な結界を張っておくべきだった。そうしていれば、あの眼鏡めがねっ娘こによる妨害工作にももっと早い段階で気づいて、より安全な対策が取れたはずだ。運良く一人の死人も出さずにすんだが、もし菜間の契約書を持っていなかったらお前はたまちゃんを守りきれず、あそこで二人とも死んでいた。その契約書を生かせたのはお前とたまちゃんの実力だが、しかし契約書を所持していたのはただの偶然でありラッキーだ」

「う……。それは確たしかに……」

　賀か茂もは返す言葉がない。言われたとおり、あの場に契約書を持っていてたまの力を使えたのは運が良かっただけだ。最初からちゃんと考えていたわけではない。

　アブデルは続ける。

「そうやって取るべき対策を疎おろそかにして後回しにしていたツケが祟たたって、お蘭らんが暴ぼう走そうし出した時にはこちらの対応は後手後手に回ってしまった結果、最後はあのような最悪の結末で終わる羽は目めになってしまったわけだ。もちろんお前一人の責任というわけではなく、俺おれの判断が甘かったのも悪いのだが」

「いや、だけど、最悪の結果って言うけど、人形はちゃんと成じよう仏ぶつしたし怪け我が人にんもほとんどなかったし、結果だけなら成功したほうなんじゃ……」

　思わず賀茂は反はん論ろんした。主人の帰りを待つというお蘭の妄もう執しゆうを、ちゃんと主人を呼んでくる事によって断ち切り、素直に成仏させてやったという点に関しては、最善の結果になったつもりでいたのだが。

　だが、その瞬しゆん間かんアブデルは大だい激げき怒どした。

「馬ば鹿か者もの！　結果的に成功だというなら、何で今この場にあのメイドさんがおらんのだ！」

「は……？」

　キョトンとして一瞬固まる賀茂。

　アブデルはその賀茂の額ひたいに指を突きつけて詰問する。

「いいか？　よお～く思い出せ。今回の目的は何だ？　『俺をお蘭の新しいご主人様にする』だと何度も確かく認にんしただろうが！　なのに終わってみれば、あの人形は旦だん那なの霊れいと一いつ緒しよに幸せに成仏してしまうわ、残された人形の体はバラバラに壊こわれてしまうわで、後には何も残っていない！　これが失敗でなくて何だと言うのだ！」

「あ～……」

　そういやそんな事言ってたなぁ、と思い出す賀茂。だがまあ結果まで失敗だとする理由がそれであれば、あんまり気にすることはなさそうだ。

　アブデルはふぅっと一つ息を吐くと、思い出したように呟つぶやいた。

「それにしてもみきの奴やつ、反抗期だろうか……」

「え？　何で？」

「いや、旦那の魂は俺の体に降ろすように言ったにもかかわらず、完全に無視してそのまま人形に降ろしてしまってな……。今までのみきからは考えられん」

「だってあの場では急いでたし、一番確実で失敗する恐れのない方法を選ぶしかなかったんだからしょうがないんじゃ？」

　そう言ってみる賀茂だが、アブデルは納得せずブチブチと文句を垂れる。

「……いや、あれは絶対に俺に反抗していた。でなければ俺に一言も返事をせず、問答無用であの人形に旦那の魂を降ろすはずがない！　アイツは俺とお蘭を引き裂こうと邪じや魔ましていたのだ！　ああ、昔はあんなに素直で従順で、俺おれの言う事なら何だって従う理想的な都合のいい妹だったというのに、一体どこであんなふうにねじ曲がってしまったのだ……！」

「都合のいい妹ってアンタな……」

「あの日の朝、みきが巫み女こ服ふくを着ていなかった時から何か変だとは思っていたのだ。きっと今後どんどんあの傾向がエスカレートしていって、洗せん濯たくの際に俺の下着と一いつ緒しよはイヤだとか、俺が入った後の風ふ呂ろには入りたくないだとか、同じ櫛くしを使うなとか、そんな非道な事を言い出すようになるに違いない！　そして俺のこともいずれ今のようにお兄様ではなく、名前をそのまま呼び捨てにするようになるのだ！　いや、呼び捨てどころか名前さえ呼ばず『あの人』とかひどい場合には『アレ』などと呼ぶようになったり、家の中で顔を合わせても一言も口を利かずに汚いものでも見るような目で露ろ骨こつに避さけるようになったりするのかもしれん！　恐ろしい……！　そんな事になったら、俺は兄として、生きていく全すべての希望を失ってしまいそうだ……！」

　顔がん面めん蒼そう白はくになって懊おう悩のうするアブデル。

　その頃ころみきはそんなアブデルの恐れなど露つゆ知らず、この間買った黒いワンピースに白エプロンとヘッドドレスでも合わせれば、メイドさんっぽくなってお兄様の気に入るのだろうか、などと鏡かがみの前で吞のん気きに鼻歌を歌っていた。


終









あとがき




　こんにちは。佐さ藤とうケイです。憶おぼえていますでしょうか。

　前巻からまたものすごく間が空いてしまいましたので私の事なんて忘れてしまった人も多いと思いますが、それでも忘れずにこの本を手に取ってくれた数少ない貴き重ちような読者様には、もう何とお礼を言ったらいいか分からないので言いません。いや、噓うそですすいません。ホントいつも見捨てずに温かく見守ってくれててありがとう。読者くんがいなかったら私、きっと今日きようまでやってこれなかったと思う。ホント私、読者くんの事……感かん謝しやしてる……。私何にも出来ないけど、頑がん張ばるから……、私、頑張って読者くんのためにお話書くから、だからこれからもずっと…………。

　……ああ、しまった！　こういう展開にするんだったら、出だしの「お礼は言いません」云うん々ぬんのところは「べっ、別に私のほうから買ってくれなんて頼んだわけじゃないんだからね！　礼なんて言わないわよ……」みたいなノリでやっといたほうが良かったのか？




　まあそれはそれとして、いつものように解説じみたことを書こうと思ったのですが、今回は本文のページ数が多すぎてあとがきを短めにしないといけなくなったので、あんまり書けません。米英独仏の国別のメイドの違いや、賃金労働者に過ぎない本物のメイドに「主君への忠誠」みたいなメンタリティを求めても虚むなしい事、それにもかかわらず、一つの家に長年良く尽くしたメイドが遺産分与に与あずかったり、若くて教育もあるメイドが雇用主の人間と結婚したような極例外的な実例がわずかながら厳げん然ぜんと存在するところに一抹のロマンを託しうるので、我々は決して絶望する必要はない事、等など々などを六ページに亘わたって書き倒すつもりでしたが、残念ながら無理なようです。日本の「女中」についても、例えば明治四三年のとある婦人雑誌に載った女中希望者の給金についての要望で一番多いのが「望まず」で九割近くだった話とか、意い識しきが欧米化して賃金労働者化していく過程だとか、『吾わが輩はいは猫である』に出てくる「おさん」みたいなのは女中のレベル低下が嘆かれ出した時期の中流家庭の割と典型的な女中像じゃないかとか、「おさん」も元々「御三殿」からきた言葉で決して賤いやしい響ひびきのものじゃなかった事とか、女中さんの学校の草分け・新にい潟がた女子教育会の家事伝習所の話とか色々あるんですが、全部スルーの方向で。




　では、また次の本でお会い出来たら幸せです。


佐藤ケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれ。第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞。蠍座。血液型はＡ型。趣味は楽器演奏、絵を描くこと。自分の誕生日に自分でケーキを焼くのはもしかして寂しい事なんじゃないかと最近思い始めています……。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲーム。美味しいスフレを作るためのオーブンは……まだ買ってません。次までには買いますっ!!
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係
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